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発刊にあたり
社団法人北海道観光連盟

鐸中原哲男

昭和21年4月に結成された北海道観光連盟が．その後．観光客の増加に伴い

当面する課題も多くなったことから．昭和37年社団法人に改組してその基盤を

充実強化し，新体制のもとに運営されてから20年を迎えることになりました。

顧みますと．この20年．観光レクリェーション活動の増大に対応し．多様化

する内容や旅行志向の変化など見究めながら．宣伝誘致活動と受け入れ体制の

整備を二本の柱として．観光の通年化を進め．全道的な団体としてしだいに事

業を拡大しながら．観光産業の健全な発展を図って参りました。

お陰にて．今日を迎えるに至りましたことは．ひとえに，道はじめ関係機関

の適切なこ指導とこ｀援助．会員および関係各位の絶大なご協力によるものと．

深く感謝と敬意を表するしだいであります。

申すまでもなく．観光レク活動は．疸接の消費額に加え波及効果も大きいこ

とから．特に本道においてはきわめて重要な産業として発展する可能性をもっ

ております。ここ数年．低迷する経済情勢を背景に．その影響などから観光事

情も厳しい環境下にありますが．観光産業の振興と活性化を促すことは私ども

の責務であり．新しい発想のもとにこれまで以上の努力を傾注しなければなら

ないものと考えます。

このたび．‘＇ 20年の歩み、をまとめた記念誌を発刊いたしますが．これまでの

足跡をしのぶとともに．重要な目的達成のため．道観連が将来さらに飛躍的に

発展することを念願としておりますので．これを契機に今後とも一層のこ指導

ど協力賜わりますようお願い申し上げます。

なお．本誌の発行にあたり，数々の助言や貴重な資料の提供．あるいは手記

を寄せられるなど．多大など協力いただいた各位に対し心から感謝申し上げま

す。
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’'発刊に寄せて、、

北海道疇堂垣内 尚弘

社団法人北海道観光連盟が創立20周年を迎えられましたことを，心からお祝

い申し上げます。

当連盟は，戦後間もない昭和21年に誕生したのでありますが，その後，道内

観光事業の健全な発展と振興を図って本道経済の発展に資するため，昭和37年

に社団法人として改組し，以来今日まで20年にわたり，本道における観光の中

枢的団体として観光客の誘致や観光宣伝，観光地美化運動の推進等，各般にわ

たる観光事業を実施し，本道観光の振興に多大の貢献をしてこられました。そ

の御努力に対し，心から敬意を表する次第であります。

御承知のとおり，近年の観光レクリェーション活動は，生活水準の向上や都

市化の進展などに伴う複雑化した社会経済環境の中にあって，健康の増進や人

間性の回復などに欠くことのできないものとして，国民生活のなかに定着 しつ

つあります。また，他方において，この活動による観光消費は．観光に直接関

連する産業はもとより，他の産業にも広く波及効果をもたらすなど，地域経済

の発展に大きく寄与しており，道民生活向上のうえに観光の果たす役割は，逐

年大きくなってきております。

最近は，国民の生活意識やレクリェーション志向の変化から，観光レクリェ

ーション活動も質的・量的に多様化の傾向を顕著にしてきております。これら

に適切に対処して．本道観光の振典を図るため，当連盟の今後の活躍に寄せる

道民の期待は大きなものがあります。どうか．これまでのすぐれた実績と豊か

な経験を生かして，この期待に十分こたえられますよう，なお一層の御精進を

切望する次第であります。

終わりに， 当連盟のますますの御発展を心から祈念し，お祝いのことばと致

します。
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北海道のあらまし

ー自然のふるさと概観一
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わが国最北の島である北海道は．日本でい

まだに原始の姿を数多く残している唯一の場

所でもある。見渡す限りの原始の樹海．アイ

ヌの伝説を秘めた神秘の湖．広大な原野と原

生花園，海鳥群れなす断崖の孤島，いたると

ころに湧き出る温泉，北海道はまさに雄大な

自然のふるさとである。

本州ではみられぬ原始景観や雄大な自然

は，四季に応じ，趣きを変えては旅人の目を

楽しませ，開拓者精神によって形づくられた

開放的な明るい社会環境は，訪れる人に安ら

ぎといこいを与えている。

森と湖 雄大な自然景観は，北海道総面積

の10％を占める 5国立公園． 4国定公園． 14

道立自然公園によって代表されるが．なかで

も重要な地位を占めているのが森林と湖であ

る。北海道の森林面積は全国対比で約22％に

達しているが．さらにその66％は天然生林で

あり，その大部分が自然公園内において原始

林のまま現存している。開発の進んだ今日，

原始林は次第に人里から姿を消しつつあるが，

いまなお札幌市内の藻岩山，円山，近郊の野

幌，および登別に天然記念物として保護され

ているし．北海道の代表的な針葉樹．ェゾマッ，

トドマツの原始林も，大雪山や阿寒国立公園

内で容易にみることができる。

森の緑，火山と湖．これらの組み合わせは

北海道の典型的な自然の姿である。その代表

的なもののひとつは，阿寒湖であるが，樽前

山，有珠山．昭和新山を擁する支笏湖，洞爺

湖もほぽ同質のものであり，摩周湖，大沼．

然別湖も．その美しさには定評がある。

原野と原生花園 火山灰地，湿地帯が広く

分布する北海道の平原部では，土地改良が進

められているものの，いまなお広範囲にわた

り未開発地が残り，本州では全くみられない，

原野，湿原のひろびろと展開している場所が

ある。国鉄千歳線の沼ノ端付近の勇払原野，
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宗谷本線幌延付近のサロベツ原野などは，家

一軒ない不毛の広野である。しかし 6月頃と

もなると，この地にも．いっせいに野花が咲

き競う一大花園となる。いわゆる原生花園で

ある。

原生花園としては．オホーツク沿岸のベニ

ヤ原生花園北見小清水海岸．網走の能取岬，

斜里以久科原生花園．豊頃町の大津原生花園．

霧多布原生花園などがある。

温泉 北海道の温泉は，泉源，湧出量．泉

質とも極めて豊富，多種であり．かつ，道内

のいたるところから湧き出している。その数

は約110カ所におよび，道央，道南地区では，

定山渓，登別，洞爺湖，湯の川が有名である。

大雪山地区には層雲峡．天人峡，旭岳，白金，

十勝川．然別湖畔．糖平があり．道東地区に

は阿寒湖畔．摩周，川湯．羅臼．温根湯など

の諸温泉がある。さらに道北地区には豊富温

泉がある。登別温泉の地獄谷は．地底から白

煙を噴き上げ，湯だまりには熱湯がにえたぎ

っている。その様相は地獄谷の名にふさわし

く，自然の驚異そのものである。

1. 北海道の位置・面積

本道は．わが国の最北端に位置し東経139度

20分から148度53分，北緯41度21分から45度33

分におよんでおり．四方海に囲まれていて，

本州とは津軽海峡でへだてられ．西は日本海．

北はオホーツク海．南は太平洋に面している。

この日本最北端という位置は．中欧諸国と

ほぼ同位置にあたり．最北端の宗谷岬が，フ

ランスのパリよりも遥か南であるといえば意

外に感ずる人も多いであろうし．また，札幌

市は南フランスのマルセイユと同緯度上にあ

り，旭川市はニューヨークよりわずか北にな

っていることを知る人も少ないであろう。そ

れというのも，カラフトとともに．シベリア

に最も近いので，寒風吹きすさぶ厳寒の地と

して，本州に住む人々に深く思い込まれてい

たからであろう。

また，北海道の面積は83,517庫（北方領土

4島を含む）で全国面積の22.1%を占め，東

北 6県に新潟県を加えた広さより大きい。ち

なみに，観光国スイスは北海道の半分くらい

の面積である。全国地図をみても，それほど

広大に感じさせないのは，北海道を別掲にし

ていることや，本州より縮尺を小さくしてい

ることが多いのに気付かないからである。

これだけ広い土地なのに，住んでいる人は

わずか約5,632,000人 (56年 9月末現在「住民

基本台帳人口」による）に過ぎない。だから

約1,413,000人（同）の札幌市は別格として

も，一部の都市を除いて，ほとんどの市町村

の人口は減りつつあり，本道でも大都市に集

中する都市化現象が顕著である。

2. 北海道の四季

春 (4~ 5月） 暖かな日ざしにフクジュ‘ノ

ウやミズバショウが春の訪れを告げ，梅，桜，

ッッジなどがいっせいに花を開く。

：苔 I 〗0: 1 万§已 I 四）［ 『：で 1 で： ［さ： I 茫： 1 ：：で 1 四：
夏 (6~ 8月） 梅雨のない，さわやかなこ

の季節は．こころゆくまで緑の香りが味わえ

る。高山植物や原生花園の花々が美しい。

気温札幌函館旭川釧路網走稚内束京大阪福岡

6月 15.9114.8[16.3[ 10.7[ 12.8[ 11.9[21.3[22.5[21.7 

7月 2!.3120.4121.8117.0I18.9! 18.2125.2126.8126.5 

8月 20.3 l 20. 4 I 19. 2 I 17. 1 I 17. 7 I 19. l I 26. 7 I 28. o I 27. 2 

秋 (9~11月） 紅や黄に染まった山々の

眺めはすばらしく，大自然の秋を満喫できる。

また， トウキビやジャガイモ，毛ガニなどの

新鮮な味覚も楽しめる。

気温札親函館旭川釧路網走稚内東京大阪福岡

9月 17.4117.6115.6116.0I16.3117.4123.0I 23. 9123.3 

10月 11.3111.8/8.71 9.9110.5111.4116.9117.6117.3 

11月 5.2]6.1/ 2.81 4.7i 4.21 4.5111.7112.1112.5 

冬 (12~3月） 厳冬の湿原や湖沼にタン

チョウ，ハクチョウの白い花が咲き，オホー

ック海沿岸に接岸した流氷は朝夕の陽を浴び
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て美しく輝く。冬まつりやウインタースポー

ツが各地でにぎやかに開催される。

気温 札幌 函館 旭JII釧路 網走 稚内 東京 大阪 福岡

12月 -0.6 0.4 -4. 4 -2.1 -2.5 -I 8 6.6 7.0 7.8 

1月 -7.5 -6.1 -12.2 -9.2 -9.9 -8 3 4.1 4.5 5.3 

2月 -5.5 -3.9 -l0,3 -84 -10.8 -7.1 4.8 4.9 6.0 

3月[-0.1 0.9 -2 6 -2 4 -2.6 -LO 7.9 8.0 9.0 

（注） 数字は各地の平均気温を示す。

3. 北海道の自然公園

雄大な自然のふるさと北海道。美しい森と

湖と海岸線，これらを代表する 5国立公園，

4国定公園． 14道立自然公園は842,721h(I,に

及び北海道全面積の約10形を占めている。

阿寒国立公園

千古斧鍼を知らぬ密林におおわれた屈斜路

湖，神秘なまでに美しい摩周湖，噴煙たなび

＜雌阿寒岳の麓にマリモを抱き横たわる阿寒

湖，眺望のすばらしい阿寒横断道路，美幌峠

のパノラマ，阿寒湖，川湯，摩周の温泉，秘

境に語り伝えられる伝説の数々は旅の思い出

に欠かせぬ存在である。

（昭和 9年12月4日指定）

大雪山国立公園

わが国最大の国立公園で，北海道の屋根と

いわれる大雪山連峰，十勝連峰，それらをお

おう大原始林，散在する高山植物群や北海道

の母なる川・石狩川の渓谷の奇観、層雲峡は

典型的な柱状節理の絶壁といくつかの飛瀑を

誇り，幽すいな然別湖，天人峡など多くのひ

なびた温泉郷がある。

（昭和 9年12月4日指定）

支笏洞爺国立公園

樽前山，恵庭岳，有珠山，昭和新山の特異

な山容の火山群と，その山麓に静かに横たわ

る三つのカルデラ湖，支笏湖，洞爺湖，倶多

楽湖と定山渓，洞爺湖，登別の 3大温泉，秀

麗な姿を洞爺の湖面にうつす羊蹄山などがあ

り，これらを結ぶルートにある中山峠，オロ

フレ峠，美笛峠の景観は雄大そのものである。

（昭和24年 5月16日指定）

知床国立公園

オホーツク海に突出した幅25km, 長さ65km

の半島。日本の秘境と呼ぶにふさわしく．そ

の西岸は高さ 100~200mの海蝕断崖が10kmも

- 5 -



続き．海烏やオ、ジロワシの楽園をなし．原始

林におおわれた知床連山の夏は美しい高山植

物の開花がみられ．眼前には国後島がよく見

える。 （昭和39年 6月 1日指定）

利尻礼文サロベツ国立公園

海面からすっきり立ちあがる美しい山容の

利尻岳のある利尻島。礼文島の高山植物の名

所．桃岩は．僅か標高249mで婦女子でも簡単

に登れ．対岸にある．美しい海岸線を連ねる

北海道本島のサロベッ原野は，荒涼たる一大

湿原である。 （昭和49年 9月20日指定）

大沼国定公園

大沼．小沼．尊菜沼の 3湖には32の湾と美

しい緑の木々におおわれた126の島々があり．

その湖岸からそそり立つ駒ケ岳の異様な山容

と渇ききった山肌は，当時の噴火の物すごさ

を語るようで．静かでやわらかく繊細な水郷

を一層美しいものとしている。

（昭和33年 7月 1日指定）

網走国定公園

オホーツクの海辺のゆるやかな砂丘に花ひ

らく原生植物の群落，のどかな放牧風景．砂

丘の発達によってできた網走．能取，佐呂間

の 3湖．それらは 6月下旬から 9月上旬にか

けて北海道を代表するおおらかな風景であ

る。名勝天都山からは．知床．大雪山，阿寒

の3国立公園が望まれる。

（昭和33年 7月 1日指定）

ニセコ積丹小樽海岸国定公園

山のニセコはl,OOOm級のニセコアンヌプ

リ，イワオヌプリなどと麓を取り巻くニセコ，

昆布．雷電，比羅夫などの温泉郷がある。海

の積丹半島は日本海に突出し断崖と岩礁の織

りたす景勝地で，小樽海岸には有名な追分節

にある忍路，高島があり海岸線の美しさと昔

を物語るにしん御殿が旅人の目をひく。

（昭和38年 7月24日指定）

日高山脈襟裳国定公園

北海道を北から南へ走っている日高山脈が

太平洋に突き出した襟裳岬，荒海に幾万年も

削りとられた断崖の続く黄金道路，荒涼たる

百人浜，北海道の開拓の厳しさを物語る一石

一字の塔，渓谷美の幌満川，高山植物の宝庫

アポイ岳がある。また，えりも町の庶野は，

桜の名所として親しまれている。

（昭和56年10月 1日指定）

富良野芦別道立自然公園

男性的な山容の芦別岳，夕張岳をはじめと

する高原地帯で夏には多くの登山客が訪れ

る。また，大夕張．二股桂沢のダムは人造湖

として春から秋にかけては行楽客でにぎわ

う。このほかトナシベツ渓谷，滝里の渓流が

美しい趣きを添え，富良野には設備の充実し

たスキー場がある。（昭和30年4月19日指定）

厚岸道立自然公園

厚岸湾，琵琶瀬湾，浜中湾と大黒島，その

他の小島と厚岸湖，火散布沼，藻散布沼など
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の湖沼からなる美しい海岸と湖の公園であ

る。また．特色として厚岸湖にはアッケシソ

ウなどの塩性植物群落．大黒島の海鳥繁殖地．

浜中町霧多布の泥炭形成植物群落＜天然記念

物＞がある。 （昭和30年4月19日指定）

桧山道立自然公園

海の孤島，奥尻島は北海道のれい明期を物

語る幾つもの遺跡があり，江差は民謡江差追

分の発祥の地で，かつてニシン漁の華やかな

りしころは，このエゾ地の経済的な中心をな

したとともある。かもめ島や五厘沢慶喜温泉

などがあり，また延長80kmの桧山の海岸線は

豪壮な海の景勝地となっている。

（昭和35年 4月20日指定）

恵山道立自然公園

函館の東南約60km, 太平洋に突出した亀田

半島の先端にある二重式鐘状火山・恵山(648

m) は春のッッジが美しく．山頂からは津軽

の海のかなたに下北半島西北には羊蹄山，

有珠山が望見される。日浦海岸は荒浪に削り

とられた断崖の美．恵山．川汲などはひなび

た温泉郷である。 （昭和36年6年 1日指定）

暑寒別道立自然公園

山頂に百数種の高山植物の咲き競う暑寒別

岳．その山頂からは眼下の青い日本海の海原

に天売．焼尻の両島が．遥か遠くには利尻岳

大雪山． ＋勝の連峰が眺望できる。また．奇

岩．断崖絶壁の連なる雄冬海岸．高原の湿原

地帯にできた雨龍沼などがあり．未開の観光

地である。 （昭和37年4月10日指定）

野付風蓮道立自然公園

長い尾のような野付半島は根室海峡の潮の

流れが形成した砂州で，白骨のように枯れ果

てた樹木が人目をひく。春から秋の野付湾で

は名物の＇＇北海しまえび、、がとれ，三角帆の

エビ漁舟が浮かぶ湾の風景は一幅の墨絵の感

がある。風蓮湖に白属が訪れるのは11月から

4月にあけてである。

（昭和37年12月27日指定）

天売焼尻道立自然公園

日本海に浮かぶ二つの島。焼尻島は全島が

うっそうたるオンコの密林におおわれた緑の

島で，天売島の西岸は断崖絶壁と，海辺にそ

そり立つ奇岩怪石の絶景，その岩棚に群れ集

うオロロン鳥，ウミウ，ケイマフリ，ウミネ

コなど無慮数万羽，海鳥の楽園で天然記念物

に指定されている。（昭和39年 2月10日指定）

松前矢越道立自然公園

渡島半島の西南部，知内，福島，松前町に

またがり海蝕崖，岩礁などを含む海岸地域お

よび大島小島からなる地域である。白神岬，

矢越岬，松前海岸，知内温泉などの興味深い

地点を含み，植物は北海道としては珍しい暖

地系のものもあり，小島にはコジマエンレイ

ソウなど分布的に貴重な種類がある。離島の

利用は現在のところ不便であるが，海岸地域

には函館から国道228号線が通じている。

（昭和43年 5月15日指定）

北オホーツク道立自然公園

北海道北部オホーツク海に面する国道238

号線沿線地域で，猿払，浜頓別，枝幸の町村

にまたがり，沖積世の湖沼とこれに近接する

丘陵地帯，海岸景観およびこれらを彩る北方

植物群落を特色とずる。クッチャロ湖，カム

イト沼，ベニヤ原生花園，ウスタイベ千畳岩

斜内山道などの，北方的な茫洋とした風景地

である。 （昭和43年 5月15日指定）

道立自然公園野幌森林公園

北海道百年を記念し，札幌市，江別市，広

島町にまたがる約2,000haの区域を定め，都市

周辺の大緑地を確保し，北海道開拓当時を想

起させるような貴重な天然林を保護育成しつ

つ，自然に親しむ野外休養の場として整備さ

れた，きわめて特殊な道立自然公園。

公園内の一部には北海道百年記念塔，開拓

記念館があり，開拓の村が建設中である。
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（昭和43年 5月15日指定）

狩場茂津多道立自然公園

日本海に面し．奇岩．怪石の連なる景勝地

として知られている。秀峰狩場山．茂津多岬，

賀老の滝など‘‘最後に残された日本唯一の秘

境、として脚光を浴びると同時に海水浴．海

釣りの客にも人気がある新生の観光地である。

（昭和47年6月23日指定）

朱鞠内道立自然公園

朱鞠内湖は，昭和18年に完成した道内初の

発電用人造湖で，湾の入り込みや島の多い変

化に富んだ景観がすばらしい。区域は，空知

管内幌加内町を中心に，一部留萌管内羽幌町・

遠別町，士別市にまたがる地域で，公園の中

心となる朱鞠内湖とピヤシリ山の高山帯，渓

谷美をほこる釜ケ洲などがある。

（昭和49年 4月30日指定）

天塩岳道立自然公園

公園区域は，上川管内朝日町・下川町，網

走管内滝上町・西興部村の 2支庁 4カ町村に

またがる。特色は，道北地域の中でも，とり

わけ原始性に優れていて，とくに天塩岳，渚

滑岳，ウエンシリ岳には高山植物が群生し，

山ろく部ではクマゲラ，フクロウ，キツネな

どの野生動物が多く生息。また，天塩川源流

にはオショロコマが，さらに，天然記念物の

カラフトルリシジミ（チョウ）など珍しいこ

ん虫類も多数生息する。

（昭和53年 1月6日指定）

斜里岳道立自然公園

斜里岳 Cl,545m)は，千島火山帯に属し知

床半島の基部にそびえる円錐形の旧火山で男

性的な山容が特徴的。公園は斜里岳を中心に

した約3,000haで，多くの滝やダケガンバの美

林など，優れた山岳景観や豊富な高山植物群

落が分布している。（昭和55年11月13日指定）

4. 北海道の文化財

本道は歴史が浅く，文化財もあまりないよ

うに思われがちだが，決してそうではない。

広大な原始自然を背景とする天然記念物をは

じめ，本州にはみられぬアイヌ文化，先住民

族の遺跡，埋蔵文化財など世界的に貴重なも

のが多く現存している。また，開道以来110年

の足跡を残す明冶時代の建造物をはじめ，本

道開拓に関する生活文化の記念物には貴重な

ものが多い。

有形文化財 建造物，絵画，彫刻，工芸品，

書籍，古文書その他有形の文化的所産で歴史

上，芸術上価値の高いもの及び考古資料をい

うが，特に重要なものは国宝または重要文化

財に指定されている。本道におけるその数は

重要文化財21，有形文化財49である。

無形文化財 演劇，音楽，工芸技術，その

他無形の文化的所産で，歴史上，芸術上価値

の高いものをいうが，本道では松前神楽があ

る。

民俗資料 衣食住，生業，信仰，年中行事

等に関する風俗習慣及びこれに用いられる衣

服器具，家屋，その他の物件で，わが国民

生活の推移を理解する上に必要なものをいう

が，本道におけるその数は，重要民俗資料（ア

イヌの丸木舟など） 2．民俗資料 4．無形の民俗

資料 4である。

記念物 貝塚，古墳，都城跡，旧宅，その
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他の遺跡（埋蔵文化財包蔵地を含む）で，歴

史上または学術上価値の高いものを史跡とい

い，庭園，橋りょう，峡谷，海浜，山岳その

他名勝地で芸術上，観賞上価値の高いものを

名勝，また，動物（生息地，繁殖地，渡来地

を含む），植物（自生地を含む），地質鉱物（特

異な自然現象の生じている土地を含む）で学

術上価値の高いものを天然記念物というが，

本道におけるその数は特別史跡（五稜郭）

1史跡62, 名勝 3'特別天然記念物（阿寒湖

のマリモほか） 6．天然記念物66である。

5. 北海道の動植物

植物

北海道は日本のもっとも北にあって．その

大部分が亜寒帯的気候の影密下にあるため．

植物の種類も景観も本州方面とはかなり違っ

た様相を示している。北海道南部では東北地

方の延長的色彩が濃いが北海道中央部の海抜

0 ~lOOmの地帯は．本州中南部の1,500mに

相当すると考えられ，シラカバやトドマツに似

た，コメッガが見られる本州の高山地帯や高

原が．北海道の低山地帯の景観によく似てい

るといわれるのはこのためである。マイヅル

ソウやゴゼンタチバナも北海道では珍しくな

いし．尾瀬ケ原で有名なミズバショウなどは．

どこでもよく見かけるのである。

北海道らしさを代表するものといえば．ゃ

はりトドマッ．エゾマツの林であろう。うっ

そうとしたこれらの森林は．北海道の雄大さ，

自然のきびしさを思わせ，特に「北海道の木」

に指定されたエゾマツの姿は，この自然に敢

然と立ち向かった開拓者たちの根性をしのば

せる。これらの針葉樹にたいして，北海道の

おおらかさを感じさせるのは，カツラ，ハリ

ギリ，ハルニレ，エゾイタヤ，カシワ，ホウ，

ヤチダモ，ナナカマドなどの広葉樹であろう。

これらがエゾマツやトドマツと混交するさま

も，またみごとである。これにポプラ，アカ

シアの外来樹種も加わって，北海道の植物景

観は，冷厳，雄大， 多彩，異国的などの評価

が生まれるのであろう。

北海道では，標高l,OOOm前後が森林限界

であり．この付近に特に多いのがダケカンバ

である。やがてハイマツがあらわれ．お花畑

の世界となる。 一般に高山植物と呼ばれる種

類は数多いが，北海道にはその大半がある。

ユウバリソウ， リシリヒナゲ ンヽなどの特産種

も多く，概して色あざやかである。コマク

サ．キバナシャクナゲ，エゾッカザクラ，コ

ケモモ，ガンコウラ←ン，エゾコザクラ，チン

グルマ，ハクサンイチゲなど，特に北海道の

場合は単ーなものが広がりをもつ場合が多

＜．それが植物景観の特色ともなっている。

北海道の低地帯には広大な原野が広がり．

ここにはワタスゲ．エゾイソッッジ，ツルコ

ケモモ．クシロハナ、ンノプなどの湿性植物，

「北海道の花」に指定されたハマナス，エゾ

キスゲ，エゾスカ シュリ，ハマフウロ， ヒオ

ウギアヤメなどの海浜性植物や，ア ッケシソ

ゥ．ウミミドリ，、ンバナなどの塩性植物が大

群落をなして生育している。 6月から 7月に

かけては，この荒漠とした原野が豪華．絢爛

に彩られる。
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森林景観の代表的なものとして比較的目に

つきやすい地方は，大雪山，阿寒国立公園地

域あるいは北見．宗谷地方であり，さらに

湿性植物群としては，宗谷のサロベッ原野，

網走．根室地方の湿原が観察に便利である。

また，高原植物については．大雪山一帯をは

じめ．恵山，ニセコ．アポイ岳，利尻岳．礼

文島などの群生地が見やすい。

なお，自然公園特別地域および国有林内の

高山植物については，自然公園法および国有

林野管理規程にもとづき知事および国が管理

し．また．羊蹄山．アポイ岳などは文化財保

護法による天然記念物に指定されているが最

近，自然の山野に対する国民の利用は逐年増

加し，入山者による高山植物の荒廃も目だっ

ているので．その保護および育成に努めてい

るものの．これらの保護は利用者一人ひとり

の愛護心にまつところが大きい。

動物

北海道の動物分布は，津軽海峡を境にして

本州と異なっている。北海道のヒグマは本州

のッキノワグマと異なりアジア大陸系のもの

であり，すでに絶滅したオオカミもそうであ

った。そのほかエゾヽンカ，ナキウサギ， シマ

リスなども本州には生息していない動物であ

る。一方，サルは北海道には生息していない。

このように，津軽海峡が動物分布上，甫要

な境堺線となっていることを主張したのは，

ィギリス人のトーマス・ライト・ブラキスト

ンであった。それいらい，津軽海峡を生物学

上’'プラキストン線、といっている。

広大な森林と原野のある北海道には，多く

の野性動物がすんでいる。獣類としては，特

によく知 られているのはヒグマで，全道の山

地にすみ，時折出没して被害を与えることが

ある。本州にいるッキノワグマとは比較になら

ぬほど大きく，どうもうなこの獣は，大雪山

あたりで登山者の弁当などを求めて近づくこ

とがあるが，決して人に馴れることのない動

物だけに，山を歩くときは常に用心が肝要で

ある。

エゾヽ ンカは，最近， 日高．十勝，北見地方

に増えているので目につく機会が多く，また，

キツネ，タヌキ，イタチ， リスなども各地で

見られる。北海道以北のみにすんでいる珍し

いナキウサギは大雪山， 日高山脈．十勝岳．

北見地方などの山地の岩場にいて，よほど運

がよくなければ登山者も会えないが，よく注

意して歩けば．その嗚き声をきくことはでき

る。

海岸の岩礁地帯には． トド．アザラ・ンが群

遊していて．北の海らしいムードを漂わして

いる。

鳥類

300種をこえる鳥類は，道内至るところでそ

の美しい姿を見せ，鳴き声を聞かせてくれる。

北海道は緯度が高いので，本州では高地にし

か見られぬ鳥が原野に現われ，専門的にみて

もきわめて重要なところである。もっとも有

名なのは「北海道の鳥」に指定されたタンチ

ョウである。この日本の伝統につながる気品
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高き鳥は釧路，根室の原野で繁殖し，この地

方で一年中を暮らしている。冬の間は阿寒町

や鶴居村を中心とする農耕地付近で，保護会

や地元の人々のあたえる餌をついばんでいる

から容易に姿が見られ，夏も近年は時々繁殖

地から飛来するものが目に入ることがある。

秋の終わりにはオオハクチョウが北方から

渡来し，根室の風蓮湖，尾岱沼，網走のトウ

フツ湖などを中心に集まるが，その数は 1万

羽をこえ壮観を呈する。厳冬期にはこの地方

ばかりでなく，道内各地の湖沼地帯にも分散

渡来するので，なじみが深いが，春のはじめ

には再びヽンベリアに戻ってゆく。

心→“ ，̀分．．つ令ささ下戸

冬になるとオオワシやオジロワシがそのた

けだけしい姿を現わす。オジロワシは道東地

方で繁殖しているので夏でも知床半島あたり

で飛んでいるが，その数は少ない。

キッツキの中で最も大きく ．全身黒色で．

頭に赤い毛のあるクマゲラは，阿寒，大雪山

国立公園あたりで見ることができ， トドマッ

林の上をゆうゆうと飛ぶ姿はいかにも北海道

の鳥らしい。釧路，北見の沼沢地帯や札幌近

郊野幌国有林などのアオサギの集団繁殖地も

北海道ならではのものである。

北海道の特質は海鳥の繁殖地が多く， しか

も比較的らくに行ける島にあるということに

あり，日本海の天売島や，津軽海峡の小島な

どは，日本でも珍しい集団繁殖地になってい

る。数万羽のウミネコをはじめ，ウミガラス，

ウトウ，ケイマフリなどの大群が，狭い島の

一角に群せいし，繁殖する 4月から 7月に至

る間の情景は筆舌に尽くしがたいものがある。

これらの野生動物のうち， ヒグマのように

直接人畜に危害を加える危険性のあるもの，

また， トドのように水産資源を荒廃させるも

のについては，積極的な駆除策がとられてい

るが，これら以外のいわゆる有益野生鳥獣に

ついては，農林業の発展をはかる上からもこ

の保護が必要であるため，毎年，有益鳥獣保

護施策の拡充がおこなわれている。また，こ

れは野生動物ではないが，南極観測に活躍し

た樺太犬のほか，北海道犬も全国的に有名で

ある。
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くえぞの昔＞

◇寛政 4年 (1792) ロシア人ラックスマンが

根室に来航し， 交易を要求。

◇同 11年 (1799)幕府，えぞ地を仮直轄．

亨和 2年 (1802)．本直轄。

◇文化4年 (1807)幕府，えぞ全島を直轄。

◇同 6年 (1809) 間宮林蔵，樺太を探険

く間宮海峡の発見＞。

◇文政 4年 (1821)幕府，えぞ島を松前氏に

返遠。

◇安政 2年 (1855)幕府，松前・江差地方を

除く全島を再直轄。箱館＜函館＞を貿易の

ため開港。

◇同 3年 (1856)幕府，西えぞ地の神威岬

以北に女性の渡航を解禁。漁民等の入地増

加。

◇慶応 3年 (1867)樺太南部での日露両国民
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の雑居を決める。

く開拓使・ 3県 1局のころ＞

◇明冶元年 (1868)新政府，箱館裁判所を設

置。のち箱館府と改称。

◇同 2年 (1869)開拓使設置。初代開拓使

長官に鍋島直正が就任。北海道と名づけ，

11国， 86郡を設定。

◇同 3年 (1870)開拓使，石狩平野開拓の

ため，移民規則を定め，開拓民の扶助を決

める。

◇同 4年 (1871)開拓使庁を札幌に置く。

明i台6年札幌本庁舎を完成。米国農務局長

H・ケプロン開拓顧問として来日，開拓意

見書を提出。

◇同 5年 (1872)開拓使の10カ年間で定額

1,000万円による開拓計画実施に入る。地

所規則，土地売貸規則を制定。

◇同 6年 (1873)外国人技師の指導で，全

道三角測量事業，地質鉱床調査を開始。

札幌本道が開通＜函館ー室聞一札幌間の馬

車道＞。

◇同 7年 (1874)屯田兵例則を制定。

◇同 8年 (1875)最初の屯田兵193戸，琴

似に人殖。樺太，千島交換条約を締結。道

内最初の公立小学校開校く福山公立小学校

ーいまの松前町立松城小学校＞。

◇同 12年 (1879)道内の大小区画を廃し，

郡区役所，戸長役場を設置。 -

◇同 13年 (1880)手宮一札幌間，鉄道が開

通。

◇同 15年 (1882)開拓使10年計画終了，開

拓使廃止。函館，札幌，根室の 3県を設置。

◇同 19年 (1886) 3県 1局を廃止。北海道

庁を設置。初代北海道庁長官に岩村通俊が

就任。

く北海道庁設置以後＞

◇明治21年 (1888)道庁，` 赤れんが庁舎、、

を新築落成。

◇同 23年 (1890)屯田兵制度改革，族籍を

問わず召集く平民屯田始まる＞。

◇同 26年 (1893)道庁長官北垣国道．内務

大臣に開拓意見書を提出く年次開拓計画の

始め＞。

◇同 31年 (1898)札幌ー旭川間鉄道が全通。

◇同 33年 (1900)農会令により，北海道農

会令ができる。下部に郡区，町村の農会。

1級町村制施行。明治35年， 2級町村制施

行。

◇同 34年 (1901)北海道会法，地方費法を

公布。北海道10年計画が発足。第 1期道会

議員選挙。

◇同 35年 (1920)北海道土功組合法を制定。

小樽ー札幌ー旭川間，電話の通信を開始。

札幌等 3区で衆議院議員選挙。定員 3名

く道内初めての国会議員選挙＞。

◇同 37年 (1904)屯田兵解隊，屯田兵制度

を廃止。函館ー小樽間鉄道が開通。

◇同 40年 (1907)旭）II一釧路間鉄道が開通。

◇同 43年 (1910)第 1期拓殖15カ年計画が

発足，のち 2カ年延長。

く大正から昭和期へ＞

◇大正2年 (1913)函館に市街電車が走る

＜道内最初＞。

◇同 5年 (1916)北海道鉄道1,000マイル

記念祝賀会を札幌で挙行。

◇同 7年 (1918)開道50周年記念式を挙行。

本道初のプラジル移住46人。

◇同 9年 (1920)第 1回勢勢調査による本

道の人口235万9,183人。

◇同 11年 (1922)札幌，函館，小樽，旭川

室蘭，釧路に市制を施行。宗谷本線全通。

◇同 12年 (1923)地方自治制度の大改革。

市6, 1級町村99, 2級町村155となる。

◇昭和元年 (1926)十勝岳が大爆発。札幌一

東京間の電話開通。道庁立図書館が開館。

◇同 2年 (1927)第2期拓殖20年計画が発

足。

く戦時体制のもとで＞

◇昭和 9年 (1934)函館大火，焼失家屋 2万

4,000戸，死者2,000余人。
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◇同 11年 (1936)陸軍特別大演習，天皇陛

下本道に行幸。

◇同 12年 (1937)札幌ー東京間，民間の定

期航路が開設。北海道漁業組合連合会設立。

◇同 14年 (1939)国民徴用令施行， 8月，

道庁微用令書を出す。

◇同 19年 (1944)食糧増産のため土地改良

5カ年計画始まる。

◇同 20年 (1945)開拓移民緊急入殖を開始。

く新しい出発＞

◇昭和20年 (1945)労働組合復活，結成あい

つぐ，北方領土返還運動起きる。

◇同 21年 (1946)緊急開拓事業実施要領に

より，道内の実施決まる。道内の農地改革

始まる。昭和27年10月に終わる。

◇同 22年 (1947)地方自治法を施行，北海

道庁を廃止。北海道を設置。

◇同 25年 (1950)北海道開発法が成立，北

海道開発庁が発足，翌年，開発局を設置。

◇同 27年 (1952)第 1期北海道総合開発計

画第 1次 5カ年計画が発足。道東一帯に大

地震く十勝沖地震＞。

◇同 31年 (1956)根釧機械開墾地区の開発

に着手＜パイロットファーム＞。

◇同 33年 (1958)第 1期北海道総合開発計

画第 2次 5カ年計画が発足。青函トンネル

のボーリングが始まる。

◇同 36年 (1961)農業構造改善事業が始ま

る。

◇同 38年 (1963)第 2期北海道総合開発計

画く 8カ年＞が発足。

◇同 39年 (1964)道央地区を新産業都市に

指定。

◇同 40年 (1965)小樽ー旭川間電化工事起

工。昭和44年10月開通。

◇同 43年 (1968)北海道百年記念祝典を挙

行。北海道庁新庁舎落成。

◇同 44年 (1969)北海道新幹線建設期成会

が発足。

◇同 45年 (1970)北海道百年記念塔完成。

◇同 46年 (1971)第 3期北海道総合開発計

画く10カ年＞が発足。

◇同 47年 (1972)第11回冬期オリンピック

札幌大会開催。

◇同 49年 (1974)北方圏環境会議札幌市で

開催。

◇同 50年 (1975)第12回国勢調査による本

道人口5,288,206人。

◇同 51年 (1976)道庁爆破事件く死者 2名

負傷者95名＞。

◇同 52年 (1977)有珠山噴火＜被害総額約

317億円＞。

◇同 53年 (1979)北海道発展計画 (10カ年）

が発足。

◇同 54年 (1979)札幌市の人口全国第 6位

となる。く11月 1日現在1,374,715人＞

◇同 55年 (1980)第13回勢調査による本

道人口5,575,989人。冷害史上 2位＜被害

総額約863億円＞。

◇同 56年 (1981) 1月の閣議で北方領土の

日<2月 7日＞を制定。国鉄石勝線の開業。

◇同 57年(1982)札幌で「'82北海道博覧会」．

帯広で「十勝博」＜北方圏農林博覧会＞開

催。

・.,・, •. ．’・,.・. c:・.-.. v ・・'• ・ • •. • :;,．，.：：・・、,.・.,・.・-・ .......................・.. :." ・..............．．，.．. 

J工+:.‘.．.，．． 9., ；・ •̀ V. ・ : ・'．．.．. : •,. ；．．.., ．．．ど五.·:．冷紐〗9.9::9::,．ヽ．北海道観光レク）

1. 観光資源

(1) 自然系観光資源
g 

本道の自然公園は，国立公園 5カ所，

国定公園 4カ所，道立自然公園14カ所が

指定されており，公園総面積は84.3万ha

で，総じてスケールが大きく，森林，湖

沼，山岳など多様性に富んだ雄大な自然

景観を有している。また，豊富な湯鼠と

多様な泉質を誇る温泉が各所に湧出して

いる。

更に，特別天然記念物はマリモやタン

チョウなど 6件，天然記念物は野幌原始

林，アポイ岳高山植物群落，昭和新山な

ど66件が指定されており，本道の豊かな

自然を象徴している。

(2) 人文系観光資源
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本道の史跡は，国指定の特別史跡であ

る函館市の五稜郭跡をはじめ63件が指定

されており，このうち，先史時代の遺跡

が35件と数多く指定されているのが特色

となっている。

また，本道の主要都市内にみられる明

治時代のおもかげを残す洋風建築物は，

札幌の北海道庁旧本庁舎，時計台（旧札

幌農学校演武場），函館の旧函館区公会

堂などがあり，近代的な都市建築物とあ

いまって特色ある都市景観となっている。

2. 観光施設

(1) 宿泊施設

昭和55年度末における宿泊施設は．合

計5,733軒で．その構成は次表のとおり旅

館81鍬簡易宿所（民宿等） 17%,ホテ

ル2%と．旅館の軒数が最も多い。

道内の分布状況では．全道のホテル軒

数の36%が札幌市に集中しており．その

他のホテル．旅館は主要温泉地などへ分

布している。

宿泊施設数 （単位：軒、％）

こふrど～、分 北海道(A) 札幌市内(B) BIA 

ホテル 137 (2) 50 36 

旅 館 4,627 (81) 539 12 

筒易宿所（民宿等） 969 (17) 22 2 

計 5,733 (100) 

（注） （ ）内は、施設別構成比
道衛生部調ぺによる 。

(2) 観光レクリェーション施設

ア公的 施 設

611 11 

公的な観光レクリェーション施設は，

それぞれの目的をもち， しかも立地条件

を活かして道内各市町村に整備配置され

ている。その主なものは，「大沼大規模年

金保養基地」「北海道子どもの国」「青少

年の森」「国民休暇村」「国立日高少年自

然の家（仮称）」があるが，そのほか国民

保養温泉地12カ所，緑の村 6カ所，勤労

者野外活動施設7カ所，自然休養村10カ

所，青少年旅行村 8カ所がある。また「滝

- 14 -

野すずらん国営公園」の整備が進められ

ているほか，家族旅行村としての「東積

丹・古平海岸地区中規模観光レクリェー

ション地区」の整備が始まった。

一方，キャンプ場．サイクリングロー

ド，ハイキング・オリエンテーリングコ

ースなど豊かな自然を活用した山岳．高

原レクリェーション施設．海洋性レクリ

ェーション施設，河川周辺レクリェーシ

ョン施設等が道内各地域に点在している。

イ 民間施設

観光レクリェーション施設として，民

間施設が重要な役割を果たしており．そ

の種類も自然型施設．都市型施設と多様

である。

本道の場合．民間施設の代表的なもの

としてスキー場があげられ．特に手稲オ

リンピア，札幌国際．ニセコ国際ひらふ．

富良野などが国際的施設を備えている。

3. 交通網

(1) 道路

昭和56年 4月現在における道路（国道

・道道・市町村道）の実延長は77,615km

で．その舗装率は．次表のとおり国道

93.4形．道道69.0形となっているが．市

町村道は17.0形である。

北海道高速自動車道は．横断自動車道

である小樽～札幌間がすでに供用されて

いる。また．縦貫自動車道では札幌～苫

小牧間が供用されており，引き続き札幌

～旭川間，苫小牧～虻田間の整備が進め

られている。

道路状況 （単位：km、%）

改 良 舗 装
区 分 実延長

延長 率 延長 率

一般国道 5,457 5,189 95.1 5,097 93.4 

道 道 11,339 8,411 74.2 7,822 69.0 

市町村道 60,819 19,723 32.4 10,310 17.0 

全 道 77,615 33,323 42.9 23,229 29.9 

（注） 道道路課調べによる 。



(2) 鉄道

本道の国鉄の営業キロ数は4,041km（青

函航路113kmを含む）で，このうち幹線

系線区は， 6線1,258km,地方交通線は

31線2,670kmである。

主なる新線建設計画では，青函トンネ

ルが昭和59年度完成に向けて建設が進め

られているが，待望の石勝線は56年10月

開通の運びとなった。

(3) 航路

本道の旅客輸送航路は，本州と連絡す

る9航路と津軽海峡フェリーの 7航路の

ほか，離島航路，沿岸，湖沼航路がある。

このうち，昭和55年から小樽～新潟航

路，苫小牧～八戸航路がそれぞれ増便さ

れるなど，逐次輪送体制が強化されてい

る。

(4) 空港

本道の空港は，第 2種空港が6空港（新

千歳く建設中＞，稚内，釧路，新帯広，

旭川，函館），第 3種空港が6空港（女満

別，中標津，紋別，利尻，奥尻，礼文）で，

その他防衛庁の設置・管理する飛行場が

2飛行場（丘珠，千歳）がある。これら

の空港が各路線でネットワークされてお

り，このうち道外との路線を有している

のは，千歳，函館，釧路，旭川，新帯広，

女満別の 6空港である。なお，昭和56年

3月から千歳～ホノルル間の国際路線が

開設された。

4. 観光客の入込み状況

昭和56年度における観光客の入込み数は

延ぺ約80,902千人と推定され，前年度の

82,659千人に対し2.1％の減少となってい

る。

最近 5年間の入込み数は次表のとおりで，

昭和52年度から 2~5%とわずかながら増

加をみてきたが， 56年度は，夏季の集中豪

雨や冷害，神戸ポートピア博の影響なども

あり，前年度に比べ若干減少した。

なお，これら観光客が消費した観光消費
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額は，約3,000億円近いものと推計され，そ

の経済的波及効果は，ホテル，旅館．運輸

業者等の観光関連業界のみならず，大きく

他産業に及んでいる。

(1) 道内客，道外客の入込み状況

56年度の道内客，道外客別をみると，

道内客は56,164千人で前年度比1.3%.

道外客は24,739千人で同4％とそれぞれ

減少しており，道内客に比べ道外客の減

少率が高い。また，その構成比では道内

客は69.4鍬道外客は30.6％となってい

る。

なお，最近 5カ年間の推移は，次表の

ように55年度までは，道内客はやや増加

しているものの，道外客は伸び悩みの状

況にある。

(2) 日帰り客，宿泊客別の入込み状況

日帰り客，宿泊客別でみると，日掃り

客は64,596千人で前年度比2.1%.宿泊

客は16,306千人で同2.1％とそれぞれ同

率で減少しており，また，その構成比で

は日帰り客が79.8％宿泊客は20.2％であ

る。

なお，最近 5カ年の推移は次表のよう

に， 55年度までは，伸び率に若干差があ

るが，いずれもわずかながら上向き傾向

を示している。

観光客の入込み状況 篇 （単位：千人、％）

区‘;ミこ、度 52 53 54 55 56 56/52 

総入込み数(A) 72,640 76,488 78,310 82,659 80,902 lll 

道内客数(8)49,253 52,109 52,996 56,895 56,164 
114 I B/ A 67.8 68.1 67.7 68.8 69.4 

道外客数(C) 23,387 24,379 25心14 25,765 24,739 
106 I C/A 32.2 31. 9 32.3 31.2 30.6 

B帰り客数(D) 57,773 60,660 62,120 66,008 64,596 
112 I D/A 79 5 79.3 79.3 79.9 79.8 

宿泊客数E 14,867 15,808 16,190 16,651 16,306 
110 I E/ A 20.5 20. 7 20. 7 20.1 20.2 

(3) 観光圏別入込み状況

観光客総入込み数の観光圏別割合は次

表のとおりであるが，多様な観光資源を

有し，また本道の交通拠点である道央観



光圏が49.3％で最も多く，次いで道東観

光圏19.6%，大雪山観光圏16.7%，道南

観光圏9.8%，道北観光圏4.6％の順となっ

ている。

一方，入込み数の52年度からの推移を

みると，年平均伸び率では道南観光圏が

3.2％でトップだが，他の観光圏とそれほ

ど差はない。

観光圏別入込み状況 （単位：千人、％）

観］ぷミ＼度 52 53 54 55 56 56/52 

道 南
7,017 7,735 7,978 8,222 7,915 

113 
(9.7) (10.0) (10.2) (9.9) (9.8) 

道 央
35,649 38,443 39,846 41,348 39,899 

112 
(49.1) (50.3) (50. 9) (50.0) (49.3) 

大雪 山
12,243 12,354 12,595 13,278 13,484 

llO 
(16 9) (16.2) (16.1) (16.1) (16.7) 

道 東
14,345 14,406 14,346 15,827 15,888 

111 
(19. 7) (18.8) (18.3) (19.2) (19.6) 

道 北
3,386 3,551 3,544 3,985 3,716 

llO 
(4.6) (4.7) (4. 5) (4.8) (4.6 

（注） （ ）内は、観光圏別の割合

(4) 季節別入込み状況

春 (4月～ 5月），夏 (6月～ 9月），

秋 (10月～11月），冬 (12月～ 3月）の季

節別入込み割合をみると，次表のように

夏が約60％を占める一季型観光といえる。

しかし， 52年度からの年平均伸び率を

みると，夏が1.8彩であるのに対し，冬は，

各種冬まつりの開催や冬季スポーツ志向

の高まりにより5.3％と，夏ばかりでなく

他のシーズンより上回っており，冬季観光

振興の効果が現われてきている。
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季節別入込み状況 （単位：千人、％）

ふ芯: 52 53 54 55 56 56/52 

春
8,129 8,575 8,938 9,563 9,425 

116 (11. 2) (11.2) (11.4) (11.6) (ll.6) 

夏
45,119 47,587 47,796 50,084 48,311 

107 (62.1) (62.2) (61.0) (60.6) (59. 7) 

秋
7,823 8,029 8,385 9,133 8,967 

115 (10.8) (10.5) (10. 7) (11 0) (11.1) 

冬
11,569 12,297 13,190 13,879 14,200 

123 (15.9) (16.1) (16.9) (16.8) (17.6) 

（注） （ ）内は、季節別割合

(5) 釆道観光客の交通機関別の利用状況

昭和56年度の釆道観光客は．実数で前

年度比3.5形減の2,232千人と推定され，

利用した交通機関別では次表のようにな

っている。

交通機関別利用状況の推移をみると．

国鉄は昭和52年度32.3%から56年度24.8

％とシェアーが低下 した反面．航空機は

38.3形から48.2％と拡大してきており，

52年度からの年平均伸び率も6.6％とそ

のことを裏付けている。なお，フェリー

の利用状況は， 53年度をヒ°ークに漸減傾

向にある。

交通機関別利用状況 （単位：千人、％）

交＼通機関度 52 53 54 55 56 56/52 

国 鉄
708 683 624 631 555 

78 
(32.3) (30.1) (27. I) (27.3) (24.8) 

航空機
838 917 1,021 1,035 1,076 

128 
(38.3) (40.5) (44.2) (44. 7) (48.2) 

7ェリー
644 665 662 647 601 

94 
(29 4) (29.4) (28. 7) (28.0) (27.0) 

A ロ 計 2,190 2,265 2,307 2,313 2,232 102 

（注） （ ）内は、機関別割合
数字は、道観光振興室調ぺによる 。



戦後の観光関係年表

「―・一面i和20年――l
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運輸省設置(5月），ポツダム宣言受諾 (8

月）， GHQ対日初期占領方針発表(9月），

醐日本交通公社設立（同），幣原内閣成立 (10

月），第 1回宝くじ発売（同），衆議院議員選挙

法改正公布(12月）。

GHQ民主化指令(10月），米軍，函館・札

幌・旭川に進駐（同），三井芦別労働組合はじ

め労働組合続々結成（同），石炭緊急措置指令

(12月）。

i―. ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ --

！ 
l 昭和 21年 i 
-•—_ •------~ --_ ＿ - - - - - - ！ 
天皇の人間宣言(1月）， NHKのど自慢素

人音楽会放送開始（同），新円発行(2月），新

選挙による衆議院総選挙(4月），第 1次吉田

内閣成立(5月），プロ野球再開（同），運輸省

観光課設置く～24年＞（6月），全日本観光連

盟設立<~34年＞（同），第 1回国民体育大会

開催(8月， 11月），醐日本レクリェーション

協会設立(10月），文部省共学実施を指令く22

年より実施＞（同）． 日本国憲法公布(11月），

文部省6• 3 • 3制決定を発表(12月），財国立

公園協会設立（同）。

ソ連，千島と南樺太をハバロフスク地方に

編入と布告(2月），北海道観光連盟設立く37

年9月社団法人＞（4月），月末，札幌の食糧

欠配70.8日に達する(10月）。

;O●●-·-•一•• 一 一 ~ _ - .— -・-・-・・, 

！ 昭和 22年 ！ 
’!  

GHQ 2 • 1ゼネスト中止を命令 (1月），

初のストリップ額縁 ンヽョー出現く東京新宿・

帝都座＞（同），初のトレーラバス登場く東京＞

(2月），教育基本法公布(3月），労働基準法

公布(4月），独占禁止法公布（同），第 1回衆

議院議員選挙（同），片山内閣成立(6月），食

品衛生法制定(12月）。

初の北海道長官選挙，田中敏文く社会党＞

当選(4月），道議会議員，市町村長，市町村

会議員選挙（同），地方自治法施行により，本

道も初めて府県同様の地方自治体となる (5

月），北海道の人口385万人(12月）。

r -． -- t 

i 昭和 23年
;---------------」
国民の一般参賀く23年ぶりに二重橋開放＞

(1月），芦田内閣成立(3月）， NHK第 1回

のど自慢全国コンクール開催（同），新制高校

発足(4月），軽犯罪法公布(5月），国民の祝

日制定(7月），国際観光の再開く観光目的の

外客の入国許可＞（同），厚生省公園部設置

（同）．（初日本乗合自動車協会設立く後の日本

バス協会＞（ 7月），旅館業法制定（同），温泉

法制定（同），公衆浴場法制定（同），風俗営業

取締法制定（同），第 2次吉田内閣成立(10月），

国際観光旅館連盟設立く28年 3月社団法人＞

(12月）。

全道食糧不供出農家に司法権発動(2月），

札幌ー米国間国際電話開通（同）。

,・ 
［ 昭和24年1
・ー ・・・・--・

GHQ, 1ドル360円の単一為替レート設定

(4月），国土美化運動開始（同），通商産業省

設置(5月），大臣官房観光部設置く～30年＞

(6月）， 日本国有鉄道設立（同），通訳案内業

法制定（同），屋外広告物法制定（同），国際観

光ホテル整備法制定(12月），国際観光事業の

助成に関する法律制定（同）。
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支笏洞爺国立公園指定く道内では戦後初め

て＞（ 5月），松前城焼失(6月）。

i―-- ---

L—秤25 年 ーJ
満年齢の数え方実施(1月），千円札発行

（同），明）国立公園協会設立(4月），国鉄，特

急「はと」運転開始く東京ー大阪間＞（5月），

文化財保護法制定（同），国土総合開発法制定

（同），朝鮮戦争勃発(6月），国鉄推薦旅館全

国連盟設立＜後に（糾日本観光旅館連盟＞（同），

ホテルの政府登録始まる＜第 1号，帝国ホテ

ル＞（ 9月）， 日本観光百選実施(11月），地方

公務員法公布(12月），旅館の政府登録始まる

く第 1号，加茂免旅館・名古屋＞（同）。〇特

需景気の年。

第 1回さっぽろ雪まつり開催(2月），福山

城く松前城＞本丸御門を国の重要文化財に，

松前藩公歴代墓所を北海道史跡に指定(4月），

北海道開発庁発足(6月），北海道開発大博覧

会を旭川で開催(7月），警察予備隊を札幌に

設置(8月），ニセコ，襟裳，網走，利尻を道

立公園に指定（同），国勢調査，北海道の人口

429万567人。

i―_ ＿ ＿-- -— _ _ ＿i 

しー一昭和26年 」
第 1回NHK紅白歌合戦放送(1月），初の

特殊浴場開業く東京温泉＞（ 4月），日本航空

設立(8月）， 日米講和・日米安全保障条約調

印(9月），民営のユースホステル設置始まる

(10月）， 日本航空，国内線運航開始（同），日

本ユースホステル協会設立く31年 7月財団法

人＞（同），国際観光土産品協会設立く35年12

月社団法人＞（11月），旅券法制定（同）。

樽前山噴火(1月），増毛，留萌，利尻で二

シン好漁(4月），北海道知事選挙で田中敏文

再選（同），札幌に北海道開発局設置(7月），

羽衣の滝，小清水海岸を北海道名勝に指定(9

月），札幌市立動物園開園（同），民間航空再開，

日本航空東京一札幌間空路開設(10月）。

！ 昭和27年 7 
と。・

NHK「君の名は」放送開始(4月），戦後

初の空の事故発生＜日航機もくせい号三原山

で遭難＞（同），旅行斡旋業法制定(6月），羽

田空港返遠，東京国際空港としてスタート (7

月），ラジオ受信契約1,000万突破(8月），醐日

本修学旅行協会設立(10月），初のボウリング

場開業く東京ボウリングセンター・東京青山＞

(12月）． 日本ヘリコプター輸送設立く32年12

月．全日本空輸＞（同）。

十勝沖地震<MS.3>(3月），民間放送の北

海道放送が本放送開始（同），五稜郭を国の特

別史跡に，阿寒のマリモ，タンチョウを国の

特別天然記念物に指定（同）．北洋漁業再開で．

船団函館出港(5月）．北海道総合開発第 1次

5カ年計画発足(6月），春ニシン総漁獲32万

1,000石（同）。

「---—·―_ _ ＿ ＿ ＿--- -＝ i 

!--＿阻和28年----l
NHK, テレビ本放送開始(2月），中国か

らの引揚開始(3月），（釦日本旅客船協会設立

（同），朝鮮休戦協定調印(7月），離島振興法

制定（同），初の民間テレビ放送開始く日本テ

レビ＞（ 8月），町村合併促進法公布(9月），

日本航空，国際線運航開始（同），初のスーパ

ーマーケット開業＜紀ノ国屋・東京青山＞

(11月），在ソ同胞第 1次帰還(12月），初の有

料道路開通く参宮道路，松阪一宇治山田間＞

（同）。

北日本航空創立(6月），青函連絡船の夜間

連航開始(9月），国鉄湧網線20年ぶりに全通

(10月），札幌一千歳間弾丸道路開通(11月），

国鉄札沼線浦臼一雨竜間再開，同松前線開通

(11月）。〇この年冷害凶作，農作物被害 240

億円。
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l 昭和 29年 ！ 
L-- -

戦後初の地下鉄開業く丸の内線，池袋ーお

茶の水間＞（ 1月），テレビ受信契約 1万突破

(2月），都道府県花決定(3月），初のフェリ

-＜明石フェリー・明石一岩屋間，鳴門フェ

リー・福良一鳴門間＞（ 4月），防衛庁設置，

陸海空自衛隊発足(7月），ラジオ受信契約

1,200万突破(8月），国際観光会館開設く東京

八重洲＞（ 9月），国民保養温泉地指定始まる

(10月），第 1次鳩山内閣成立(12月）。〇パチ

ンコブームおきる。

1954年男子スピード・スケート世界選手権

大会を札幌で開催(1月），幌泉村く現えりも

町＞で日本初のマンモス象臼歯確認(6月），

北洋漁業再開記念大博覧会を函館で開催(7

月），第 9回国体秋季大会を札幌ほか各地で

開催，天皇，皇后両陛下ご来道(8月）．駐留

軍北海道から撤退開始（同）．台風15号本道襲

来で連絡船洞爺丸，七重浜沖で沈没くほかに

4連絡船沈没．死者1,440人＞（9月），岩内町

で大火く町の 8割焼失＞（同）。 05月以来の

風倒木総被害6,400万石． 100億円。〇この年．

冷害風水害で凶作．産米120万石。

口玉五年—―7
- - ； 

国鉄，一般周遊券発売(2月），第 2次鳩山

内閣成立(3月），初の統一地方選挙(4月），

国際観光協会設立<~34年＞（ 6月），初のマ

リーナー開業＜油壺ポートサービス＞（ 7月），

東海通信工業＜ソニー＞トランジスタラジオ

発売(8月），運輸省観光部，観光局に昇格

<~43年＞（同），第 3次鳩山内閣成立(11月），

初のヘルスセンター開業＜船橋ヘルスセンタ

-＞（同）。

第10回国体スキーを旭川で開催(3月），道，

クマ祭りの禁止通達（同），北海道知事選挙で

田中敏文 3選(4月），厚岸と富良野・芦別地

区を道立自然公園に指定（同），戦後最大の豪

雨禍，死者27人(7月），道東に暴風雨禍， 37

人行方不明(10月）， 0この年大豊作。国勢調

査，北海道の人口447万3,087人。

i —~ -.  - - -~ ！ 

l 昭和 31年 I 
1.  •- - - - - -．i 

「週刊新潮」創刊で出版社系週刊誌プーム

に口火(2月），全国的な映画館建設プーム，

東京では終戦時の 4倍 452館に(3月），国民

宿舎設置始まる (4月），日本道路公団設立

（同），都市公園法制定（同）．空港整備法制定

（同），売春防止法制定(5月），国鉄，均ーく現

在のワイド＞周遊券発売(7月），日ソ国交回

復共同宣言(10月）．日本モンキーセンター開業

く愛知県犬山市＞（同），東海道本線電化完成

(11月）．日本の国連加盟承認(12月），石橋内

閣成立（同），昭和32年度を初年度とする「観

光事業振興 5カ年計画」策定（同）。 o神武景

気<~32年＞。

北日本航空．道内航空路開設(6月）．北海

道開発公庫発足（同），国鉄札沼線復元， 12年

ぶりに全通(11月），冷害による被害額約 396

億円。 〇原田康子の「挽歌」ベストセラーと

なる。

！ 昭和32年 l 
L― -• 一 4 - 9 

国鉄，団体乗車券代売制度実施＜日本交通

公社・日本旅行会・近畿日本ツーリスト・全

日本観光＞（1月），第 1次岸内閣成立(2月），

駐車場法制定(5月）．自然公園法制定く国立

公園法を改正＞（ 6月）， 5千円札発行(10月）．

全国観光土産品連盟設立（同）．初のモノレー

ル開通く上野動物園一同分園間＞（同）．百円

硬貨発行(12月）。

さっぽろテレビ塔完成く147.2m>C8月）．

登別市のカルルス温泉．国民保養温泉に指定

＜道内では初＞（ 9月）．大雪国道開通(10月）．

札幌ー仙台ー東京間の即時通話開通(12月）。
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関門国道トンネル開通(3月），公営ユース

ホステルの設置始まる (4月），売春防止法施

行(4月），テレビ受信契約100万突破(5月），

第 3回アジア競技大会を東京で開催（同），第

2次岸内閣成立(6月），全国旅館環境衛生同

業組合連合会設立(9月）， ラジオ普及率82.5

知こ達するが，以後逓減しテレビ急激に増加

(11月）， 1万円札発行(12月），東京タワー完

成（同），

第13回国体スキーを札幌で開催(3月），北

海道総合開発第 2次5カ年計画発足(4月），

網走，大沼両道立公園を国定公園に指定(7

月），釧路にタンチョウヅル自然公園完成(8

月），青函トンネルの海底ボーリングを始める

（同），千歳空港の航空管制権，米軍から日

本側に返還される(9月），国鉄羽幌線開通

(10月）。

r・ --- ..—:—~ - - - -•一

［ 昭和34年---」
メートル法施行（ 1月）． NHK教育テレビ

放送開始（同），初の有料駐車場開業（同）．皇

太子ご成婚(4月）．国鉄．修学旅行専用電車

「ひので」「きぼう」運転開始く東京ー大阪間＞

(4月）．（特）日本観光協会設立<~39年＞（同），

国鉄．ことぶき周遊券発売(6月）．国際旅行業

者協会設立く後の（初日本旅行業協会＞（同），

日産自動車 ダ ノトサノ・プルーバード発売

＜マイカ一時代の先がけ＞（ 8月）．初のモー

テル開業＜モテル箱根＞（ 9月）．全日空．東

京一千歳線開設(10月）．初の個人タクシー営

業認可(12月）。 〇岩戸娯気<~36年＞

第14回国体スケート，第 8回全国高校スケ

ート大会を帯広で開催(1月）．民放札幌テレ

ビ放送開始(4月）．北海道知事選で町村金五

く自民党＞当選（同）．雌阿寒岳爆発(8月）．運

輸省，丘珠飛行場を民間航空基地に決定（同），

オロフレ荘く登別カルルス温泉＞道内初の公

営国民宿舎として開業(10月）。

, - -

！ 昭和35年 7 
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ソニー，世界で初のポータブルトランジスタ

ーテレビ発売(4月）．日本観光学会設立(5

月），ダッコちゃん人形ブーム(6月）．第 1次

池田内閣成立(7月）．国鉄，列車の 1• 2 • 3 

等級を 1• 2等級制に改正（同）．翻日本自然

保護協会設立（同）．テレビ受信契約500万突

破(8月）． NHK・民放4局．カラーテレビ本

放送開始(9月），第 2次池田内閣成立(12月）．

閣議で国民所得倍増計画を正式決定（同）．全

国国民宿舎運営協議会設立（同）。

道央・道東で猛吹雪く死者 7人．行方不明

15人＞（1月），桧山道立自然公園指定(4月）．

チリ地震津波で道東に被害く死者・行方不明

52人＞（ 5月）．国勢調査，北海道の人口503万

9,206人(10月）．道営札幌競輪廃止 (11月）。

t _ ＿ 。L 昭和 36年 ・
！ 

-= ＝ i 
国立ユースホステルセンター開設く大津＞

(4月），料理飲食等消費税法制定（同），国鉄，

大規模なダイヤ改正く全国に特急網形成＞

(10月），国民休暇村設置始まる(12月），醐国

民休暇村協会設立（同）。。

北海道文化財保護協会設立(3月），知事の

諮問機関として北海道観光審議会設置(4月），

道に観光課設置く後に観光振興課，観光振興

室に＞（同），恵山，川汲地帯を恵山道立自然

公園に指定(6月），道南・道東に豪雨禍く死

者・行方不明24人＞（ 7月），函館一旭川間に

北海道初のディーゼル特急「おおぞら号」走

る(10月）。

i°’--•ペー· --• ― ― _ -- --••--L 昭和 37年
！ 

-------------」
テレビ受信契約1,000万突破(2月），北陸ト
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ンネル開通(6月），初の水中翼船就航く神戸

ー白浜間＞（ 7月），政府，全国総合開発計画

決定(IO月），醐日本船舶振興会設立（同），日

本観光協会，東京有楽町に観光総合案内所開

設(12月）。

陸上自衛隊，北海道に第 2, 5, I I師団設

置く 8月に第 7師団増置＞（ 1月），暑寒別を

道立自然公園に指定(4月），十勝岳大爆発く 5

人死亡I2人重軽傷＞（ 6月），北海道全域に未

曽有の豪雨禍く死者・行方不明33人＞（8月），

卸北海道観光連盟創立(9月），観光審議会，

「本道における観光事業振興策とくに当面措

置すべき施策」について中間答申(II月），野

付・風蓮を道立自然公園に指定(12月）。〇こ

の年道内の炭鉱閉山I8鉱。

！ 昭和38年 ！ 
!..--・ ~ 

自然休養林設置始まる(4月），政府，地方

公共団体に助成金を交付し，有料休憩所及び

案内地図板の整備開始<~42年度＞（同），観

光基本法公布(6月），総理府に観光政策審議

会設置（同），第 3次池田内閣成立(12月），卸日

本交通公社設立く財団法人より分離＞（12月）。

〇ホテルの建設プーム。

第18回国体スケートを帯広で開催(1月），

福島町で青函トンネル調査坑着工式(2月），

北海道知事選挙で町村金五再選（同），苫小牧

工業港入船式（同），札幌神社，北海道神宮に

昇格改称(6月），ニセコ・ 積丹・小樽海岸を

国定公園に指定(7月）。 〇この年， 21炭鉱閉

山。〇第 2期北海道総合開発計画く8カ年＞

が発足。

二 百和39年 --]
よみうりランド開業＜川崎市＞（ 3月），海

外旅行の自由化(4月），（約日本観光協会設立

（同），（特）国際観光振興会設立（同），総理府，

第 1回観光白書発表（同），ノーチップ制徹底

について運輸省観光局長通達(5月），厚生省

国立公園部設置(7月），東京モノレール開業

(9月），東海道新幹線開通(10月），オリンピ

ック東京大会開催(10月），第 1次佐藤内閣成

立(11月）。

天売 ・焼尻を道立自然公園に指定(2月），

北日本，富士，日東 3社合併して日本国内航

空発足(4月），知床半島，国立公園に指定(6

月），函館ー大間間に最初のカーフェリー就航

(7月），新狩勝トンネル貰通(8月），クマの

被害続発く11月まで死者 5人，重偽者 2人，

家畜被害 419頭， クマの捕獲540頭＞（11月），

帯広空港開港(12月）， 道産新連絡船「松前丸」

就航（同）。

9 五るi--
-- - - - - -- - - - - - _ ＿ -i 

日本航空ジャルバック発売(1月），全国旅

行業協会設立(2月）， 日本国内航空，東京一札

幌線・東京ー福岡綜開設(3月），明治村く犬

山市＞開業（同），国産機YSll初就航(4月），

第 1回観光週間実施(8月），エレキ・ブーム

おこる（同），国鉄，「みどりの窓口」設置(10

月），東海道新幹線，東京一新大阪間営業開始

(11月），観光対策連絡会議，昭和41年度を初

年度とする国際観光地および国際観光）レート

整備方針決定(12月）。

利尻・礼文国定公園に昇格(7月），国勢調

査，北海道の人口517万1,800人(10月），観光

審議会，「本道における観光資源の保護と産

業開発の調整策とくに当面措置すべき方策」

について中間答申(11月），国鉄函館本線小樽

一旭川間電化工事始まる(12月）。〇この年，

2年連続の凶作， ジャガイモだけは史上最高

の豊作。 0三浦綾子の「氷点」ベストセラー

となる。

[-----
昭和41年-----------］ 

常盤ハワイアンセンターくいわき市＞開業
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(l月），千歳発の全日空機，雪まつり客らを

乗せ羽田沖で墜落く133人全員死亡＞（ 2月），

初のオリエンテーリング開催く東京高尾山＞

(6月），日航・全日空，スカイメート制度東

京ー大阪間に設定(7月），法務省，日本の総

人口 1億人突破と発表（同），初のオートキャ

ンプ場開業＜芦ノ湖国際モビレージ＞（同），

第21回国連総会， 1967年を「国際観光年Jと

指定(11月），観光政策審議会，「観光に関する

税制の改善」について意見具申(12月）。

第21回国体スキーを旭川で開催(2月），「北

海道の木」にエゾマツが決定 (9月），国鉄根

室本線切り替えによる狩勝新線完成(10月），

北海道 100年スローガン「風雪百年，輝く未

来」と決定（同）， 0この年 3年連続の冷害，

農作物被害 611億円。〇炭鉱閉山 7鉱。〇美

瑛町に国立青年の家設置。

「――・--------!
昭 和42年 l 

•-----------=」！ 
国連．国際観光年のスローガン「観光は平

和へのパスポート」とする(1月）．国鉄．ェ

ック＜エコノミークーポン＞発売(2月）．第

2次佐藤内閣成立（同）．国民保養センター設

置始まる(4月），（ネ凸日本民宿協会設立(6月），

東海道新幹線利用客，開業以来 1億人突破(7

月），初のホーバークラフト就航く熊本一本渡

•島原間＞（ 9 月 ） ．国鉄．寝台電車特急「月光」

運転開始く新大阪一博多間＞（10月）．官設観

光機関国際同盟<IUOTO>東京総会開催

（同）．合歓の郷く三重県＞開業(11月）． Oド

ライプ旅行の増加．旅行のセット化が進む。

道旗と道章決まる(3月）．北海道知事に町

村金五 3選(4月），札幌に北海道立美術館開

館(9月），顕彰像 4体く黒田清隆・ケプロン

•岩村通俊・永山武四郎＞の除幕式．札幌と

旭川市で (10月）．開拓使札幌本庁舎跡およ

び旧北海道庁本庁舎を国の史跡に指定(12

月）。〇この年．産米111万4,000トン＜約743

万石＞．北海道の海面漁獲高152万5,300トン

く大豊漁＞．石炭産額2,170万トン，炭鉱閉山

7鉱。

「--------・・,
• 昭和43年 i ――-_ --＿ ＿ ＿ ＿ - - ----ol L 
日本国内航空，深夜便「オーロラ」運航開

始(1月），（卸国民宿舎協会設立(4月），簡易

保険保養センター設置始まる（同），運輸省観

光局，大臣官房観光部となる(6月），大臣官

房国立公園部設置（同），文化庁設置（同），小

笠原諸島正式に日本復帰（同），郵便番号制開

始(7月），日本初の長距離フェリー就航く小

倉一神戸間＞（8月），醐観光資源保護財団設

立(12月）。

第23回国体スケートを帯広で開催(1月），

北海道拓殖鉄道（本社・新得）の廃線決まる

(3月），松前・矢越，北オホーツク，野幌森

林公園を道立自然公園に指定(5月），札幌で

北海道大博覧会開催(6~ 8月），国鉄函館本

線小樽ー滝川間に電車スタート (8月），北海

道100年記念式典，札幌市円山競技場で開く。

天皇，皇后両陛下ご出席(9月）。

r・ - - ． . 

！ 昭和44年 ！ 
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自然休養林の整備始まる(4月），観光政策

審議会，「国民生活における観光の本質とそ

の将来像」を答申（同），国鉄 1等車廃止，グ

リーン車設定(5月），東名高速道路全線開通

（同），好景気連続43カ月目入りで新記録（同），

新全国総合開発計画閣議決定（同），経済企画

庁，昭和43年度国民総生産は西独を抜き資本

主義社会で第 2位と発表(6月）。

旭川市の平和通りに「買い物公園」オープ

ン(8月），国鉄函館本線滝川一旭川間の電化

完成(10月），国道230号線の通称「定山渓ル

ート」開通（同），定山渓鉄道，電車廃業（同）。

「--―示面五――7
- - - ·-----··-• 
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第3次佐藤内閣成立(1月），国内初のペン

ション開業＜草津・綿貰ペンション＞（ 2月），

アジア初の日本万国博覧会，大阪千里で開催

(3 ~ 9月），日航機「よど号」赤軍によりハ

イジャックされる(3月），少年自然の家設置

始まる (4月），国民保養地の設置始まる（同），

海中公園の指定始まる（同），観光レクリェー

ション地区の設置始まる（同），東海道新幹線

輸送人員，開業以来 3億人突破(7月），観光

政策審議会，「望ましい観光の発展のために」

答申（同），国鉄「ディスカバー・ジャパン」

キャンペーン開始(10月），国鉄， ミニ周遊券

発売（同）。〇家族旅行の増加が目立つ。

第25回国体スキーを倶知安町で開催(2月），

雄別鉄道廃止(4月ふ旧札幌農学校演武場

く時計台＞を国の重要文化財に指定(6月），

忠類村でナウマン象の化石全体を発掘(7月），

閣議第 3期北海道総合開発計画を決定（同），

小樽ー舞鶴間に世界最大のカーフェリー「す

ずらん丸」就航（同），北海道百年記念塔完成

く野幌森林公園＞（ 8月），釧路でタンチョウ

の人工ふ化，飼育に成功(9月），日航ジャン

ボ旅客機ボーイング747機，千歳空港に初乗

り入れ(10月），国勢調査，北海道の人口518万

4,219人，世帯数142万7,783,札幌市の人口

101万16人で百万都市になる (10月），国鉄

根北線＜斜里一越川間＞廃止(11月）。〇この

年，道内企業の側産が激増 806件。〇北海道

の交通事故死882人で全国一。

口―•``6年―― - -i 
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青少年旅行村の整備始まる (4月），自然休

養村の設置始まる（同），日本国内・東亜両航

空合併，東亜国内航空昧設立(5月），旅行業

法制定く旅行あっ旋業法を改正＞（同），沖縄

返還協定調印(6月），天皇・皇后両陛下渡欧

(9月），翻日本観光開発財団設立(10月），全

日本ビジネスホテル協会設立（同）， NHK総

合テレビ番組全時間カラー化（同）， 1ドル308

円の新レート実施(12月）。

札幌国際冬季スポーツ大会くプレオリンピ

ック＞開催(2月）．北海道知事選で堂垣内尚

弘く自民党＞が当選(4月），北海道開拓記念

館開館（同），北海道文化放送(UHB)発足(6

月）．国鉄札幌ー旭川間ノンストップ 1時間30

分の「さちかぜ」発車(7月），丘珠発函館行

きの東亜国内航空YS 11機「ばんだい号」横

津岳に激突．68人全員死亡（同）．道経済センタ

ーに「北海道商工観光センター」開設(10月），

‘‘幻の国道、 231号線のうち厚田一浜益間開

通(11月），札幌市新庁舎落成，東北以北最高

の地上19階（同），札幌地下街オープン（同）．

本格的ハイウェー．道央自動車道の千歳ー北

広島間と札樽自動車道開通(12月）．札幌地下

鉄く南北線12.6km>開通（同），旧三戸部家住

宅＜伊達市＞，旧花田家番屋く小平町＞，旧

下ョイチ運上家＜余市町＞．旧中村家住宅

く江差町＞，大刀川家住宅店舗＜函館市＞を

国の重要文化財に指定（同）， 〇第 3期北海道

総合開発計画く10カ年＞が発足。

r・・ー・-・ • --- --• . --0! 

！ 昭和47年 l 
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山陽新幹線開通く新大阪ー岡山間＞（3月），

醐余暇開発センター設立(4月），沖縄県発足

(5月），自然環境保全法制定(6月），国鉄，

ルート周遊券発売(7月），田中新内閣成立（同），

日本ペンション協会設立(10月），国鉄，百年

記念式典挙行（同），国鉄，エル特急運転開始

（同），旅行業法全面施行，旅行業取扱主任制

度実施(11月），観光政策審議会，「国際観光の

意義及び政策の方向」について中間答申(12

月）。〇海外旅行者100万人突破く139万人＞。

第11回冬季オリンピック札幌大会開催35

カ国1,600人余参加(2月），札幌市，政令都

市となる(4月）， UHB本放送開始（同），紋

別発札幌行きの横浜航空セスナ機，月形町の

山腹に激突10人死亡(5月），神恵内村に本

道初の青少年旅行村開設（同），狩場茂津多

道立自然公園指定(6月），北海道最長の石狩

河口橋開通く 1,413m>(7月），国鉄白糠線
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の上茶路一北進間開通(9月）．道内初の海上

橋厚岸大橋完成く456.Sm>（同）．十勝と上

川・網走を結ぶ国道 273号線開通(11月）．タ

ンチョウの生息調査で222羽を確認。

i---- = - - -• 

［ー一更竺竺—·-J
自然環境保全審議会設置(4月），初の交通

ゼネスト（同），勤労者いこいの村の設置始ま

る（同），勤労者フレンドシップセンターの設

置始まる（同）， レクリェーションエリアの設

置始まる（同），総合森林レクリェーションエ

リアの設置始まる（同），地方公共団体に補助

金を交付し，観光レクリェーション地区の整

備開始（同），大規模レクリェーション地区整

備開始(6月），観光政策審議会，「国際観光の

意議及び政策」について答申(8月）， トイレ

ットペーパー，パニック発生く以後，各地で

買占め騒動＞（10月），オイルショックで感り

場のネオンなど消える（同），石油危機でガソ

リンスタンドの 日曜・祝日閉鎖実施(1]月），

政府，石油緊急事態を宣言(12月）。〇この年，

石油危機と狂乱物価。 0海外旅行者 200万突

破く239万人＞。

道，自然公園内の建物の高さの基準を設け

る(3月），札幌地下鉄，東西線着工（同），国

労・勤労・私鉄総連ストで道内列車ベタ遅れ，

私バス 4,200本ストップ(4月），国鉄千歳線

の複線化が完成，新札幌駅誕生(9月），北海

道新幹線は北回り，苫小牧まで延長の J形ル

ートと決定（同），建設省，北海道の自動車道

基本計画決める(10月）。

i―・-- --- -i 
昭和49年 ！ 
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燃料節減で国内線減便開始(2月），図日本

近距離航空設立(3月）．新関門トンネル開通

（同）．史上最大のゼネスト決行く国労・動労

・私鉄総連など81単産 600万人＞（4月）．運

輸省．観光情報、ンステム開発班設置(5月）．国

土利用計画法制定(6月）， 三木新内閣成立(12

月），経済対策閣僚会議，経済成長優先から安

定成長への路線転換（同）， 0景気の後退。

乱開発規制の北海道自然環境等保全条例施

行(4月），朱鞠内湖道立自然公園指定（同），旧

函館区公会堂＜函館市＞を国の重要文化財に，

善光寺跡く伊達市＞を国の史跡に指定(5月），

第45回都市対抗野球で大昭和北海道が優勝，

関東以北初めて(8月），北方圏会議を札幌で

開催く6カ国19地域の代表参加＞（9月），利

尻・礼文国定公園にサロペツ原野の一部を加

え，利尻・礼文・サロベツ国立公園に昇格

（同），日本近距離航空のローカル線，札幌一

函館ー奥尻，札幌ー中標津，札幌一紋別間の

運航開始(10月），支笏湖畔に道内初の勤労青

少年フレンドシップセンター開設(11月），

〇国鉄広尾線の幸福駅プーム起こる。

「―••ー·---• -------―-
• 昭和50年!-------j 
IUOTO，世界観光機関<WTO>に改組(1

月）．東亜国内航空．東京ー福岡・東京一千歳

線開設，幹線の 3社運航実現(3月）．新幹線，

岡山一博多間開業（同），運輸省，全日空の東

京一釧路線を認可．ローカル線のダプルトラ

ッキング化(4月），自然環境保全地域の指定

始まる (5月）．観光政策審議会，「観光レク

リェーション地区の整備に関し政府のとるべ

き施策の方向」について意見具申（同）．経済

企画庁， 49年度の国民総生産が戦後初のマイ

ナス成長く前年比 0.6％減＞と発表(6月），

沖縄海洋博開催(7月～51年 1月）。〇構造不

況で，不況劉産 2年続きの戦後最高を示す。

第30回国体スキーを富良野市で開催(2月）．

北海道知事選で堂垣内尚弘再選(4月）．江差

町，同町沖に沈没の幕末の軍艦開陽丸の発掘

調査開始，大砲など揚がる (6月）．国勢調査．

北海道の人口533万8,043人(10月），北海道自

然環境保全審議会，天売島を特別保護区に，

8地区を鳥獣保護区に決める(11月），新千歳

空港着工（同）． SLサヨナラ列車．室閣ー岩
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見沢間を走り， 103年の歴史に幕(12月），タン

チョウの生息調査で 194羽確認く49年より59

羽減少＞（同）。

..~ •一 ~

l 昭和 51年 ！ 
し，．-·— - -- ----------」
沖縄海洋博閉幕．入場者 348万人で予想を

100万人下回る (1月）．ロッキード事件発覚

(2月）．国鉄．指定券発売方式簡素化く 6カ

月． 1カ月． 1週間前発売＞（3月）．新幹線．

10億人の輸送達成(5月）．東京地検．田中前

首相を逮捕(7月）．国鉄．私鉄と共同で「ビ

バ・ホリデー」キャンペーン開始(9月）．日

本観光協会．中央観光情報センターを新宿駅

に開設(11月）．第 1次福田内閣成立(12月）。

0貿易収支の黒字過去最高．総合収支でも 4

年ぶりに黒字を示す。

道庁本庁舎 l階ロビーで，出勤時に時限装

置の消火器爆弾が爆発く道庁職員ら2名死亡．

85人重軽傷＞（ 3月）．札幌・地下鉄の東西線

が開通 (6月）．国道229号線の茂津多トンネ

ル開通．着工から6年ぶり (11月）．本道の51年

の倒産累計は1,300件く負債総額1,300億円＞

で史上最高 (12月）。

r・ -＿ ＿ -_ .——_ _ - oo-•oe=9●0ー·0- - -- oo• 
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国鉄．「 1枚のキップから」のキャンペーン

開始(1月），国鉄，料金値下げくグリーン料

金平均34.1%,A寝台料金同27.6%>(9月），

国鉄．みどりの窓口の営業時間短縮く10時～

17時＞（11月）．第 3次全国総合開発計画を閣

議で決定（同）．観光政策審議会，「望ましい観

光地づくりの方向」について中間報告（同）．

第2次福田内閣成立（同）． 0企業倒産過去最

高を示す。〇海外旅行者300万人突破く315万

人＞．外客数100万人突破。

道東・北中心に大雪く紋別29cm, 5月とし

ては最高の記録＞（ 5月）．東京以北で最高の

"美術の殿堂、として．札幌市に道立近代美

術館開館(7月），有珠山が爆発，降灰で農作

物は伊達・壮瞥中心に被害甚大，洞爺湖温泉

町など付近住民7,000人が避難く道の被害集

計総額200億6,584万円＞（ 8月），支笏湖畔に

道内初の国民休暇村開設(9月），洞爺湖温泉，

有珠山噴火以来47日ぶりで観光客受け入れ

（同），道教委，タンチョウヅルの生息調査

で235羽確認く前年より 15羽増＞（12月）。

↓ - - ----.. ー"-一•---oi
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新東京国際空港く千葉県・成田＞開港(5

月）．日航国内線，東亜国内航空に初の禁煙席

設置(6月），政府，世界観光機関<WTO>

に加盟(7月）， 日中平和条約調印(8月），運

輸省， ITCく包括旅行チャーター＞導人決

定(9月），日本交通公社，観光文化資料館開

設(10月），円高 Iドル 180円を突破（同），国

鉄，新キャンペーン「いい日旅立ち」開始Cll

月），大平新内閣成立(12月），観光政策審議会，

「最近における情勢の変化に対応し当面講ず

べき国際観光対策」について意見具申（同）。

天塩岳周辺を「天塩岳道立自然公園」に指

定(]月）．観光審議会，「北海道の特性を生か

した観光レクリェーション施設整備の推進方

策」について答申(2月），樽前山， 23年ぶり

に小規模の噴火(5月），ハマナスが「北海道

の花」に決まる (7 月•，)，小樽34.7度，留萌35
度，札幌35.2度を記録くともに 8月としては

観測以来最高の猛暑＞（ 8月），有珠山が52年

夏の大噴火以来最大級の水蒸気爆発(9月），

札幌の時計台，創建百年記念式(9月），激し

い雷雨で洞爺湖温泉街に有珠山の泥流襲う

く2人死亡． 1人不明， 4人負傷＞（10月）。

rー・- -—＿—- 一··_＿ -—••-i 
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世界最長，上越新幹線大清水トンネル＜全

長22.2km>貫通(1月），全日空，東京一札幌，

東京ー福岡線にB-747SR就航（同），運輸省，
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公営ユースホステルの規制改正．門限．飲食

時間延長(5月）．国際観光振興会法の一部改

正，日本人海外旅行客に対する情報提供業務

を追加(5月）．運転免許取得者 4,000万人突

破(6月）．国鉄， 100~300km区間に旅客運賃

割引制度新設(7月）． SL列車「やまぐち号」

が．国鉄山口線小郡一津和野間く62.9km>で

3年 8カ月ぶりに営業再開(8月）．第 2次大

平内閣成立(11月），国鉄観光開発第 1号，岩

手県八幡平リゾートホテル．東八幡平スキー

場開業(12月）。

第34回体スキーを名寄市で開催(2月），（社）

北海道観光土産品協会設立（同）．全道的に大

雪札幌で40cmを記録く 4月の降雪量として

は観測史上最高＞（ 4月）．札幌の豊平川で25

年ぶりにサケのそ上を確認(9月）．札幌市の

11月1日の人口137万4,715人となり．神戸市

を抜き全国 6番目の大都市となる (11月）。

! ------- 9 

昭和55年
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国鉄，「いい旅チャレンジ 2万キロ」キャン

ペーン開始，実施期間10年間(3月），東海道

新幹線，開業以来の乗車人員15億人を突破(4

月），大平首相死去(6月），鈴木新内閣成立

(7月），固鉄ダイヤ改正で「こだま」 26本削

減「ひかり」に禁煙車新設 (10月），新幹線

「ひかり」普通車にリクライニングシート登

場(11月），日本の自動車生産台数 1,104万台

で世界一となる(12月）。

第35回国体スキー小樽市で開催(2月），環

境庁が 2年がかりで進めてきた緑の国勢調査

の中間報告で，湖沼の透明度では摩周湖が「世

界で最も澄んだ湖」となったほかクッタラ湖，

支笏湖が全国の 2, 3位を占める(6月），国

鉄の新ダイヤで千歳・室曲本線の電化と千歳

空港駅開業くこれで空の便と列車が直結＞

(10月），斜里岳周辺を「斜里岳道立自然公園」

に指定(11月）。

，一 ― i

i 昭和56年 ！ 
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政府は閣議で．北方領土返還運動のシンボ

ルとなる「北方領土の日」を 2月7日と決め

る(1月），初の「北方領土の日」で政府主催

の行事が東京，根室などで開かれる (2月），

神戸ポートランド博覧会・ポートビア'81開催

く9月までの人場者は 1,610万人＞（ 3月～），

国鉄，赤字ローカル線として本道 8線を含む

全国地方40線の廃止を，当初案通り運輸省に

申請(6月），航空 3社，国内幹線に回数券制

度実施(6月），新幹線，東北は57年 6月，上

越は同年11月大宮発で開業決定(8月），京都

市が条例で空きかん追放を議会へ提案く57年

4月施行＞（9月），国鉄， 2両連結のリニア

モーターカーの浮上走行実験に成功(11月）。

道，札幌に 3万人収容の屋根付き全天候ス

タジアムを建設する計画で，報告書まとめる

(1月），国際スキー連盟ジャンプ・ワールド

カップ第11戦札幌大会開催く大倉山・ 12が国

の選手参加＞（ 2月），千歳空港へ国際線乗り

入れ，日航千歳一成田一ホノルル線週一便運

航開始(3月），「北海道観光圏別整備基本計

画」策定さる（同），ウトナイ湖バードサンク

チュアリ ＜野鳥の聖域＞がオープン(5月），

小清水サンクチュアリ く野性動植物の保護聖

域＞開村(6月）．「時計台の鐘百年を祝う集

い」開く (8月），全道に記録的な豪雨 (3~ 6 

日）と，台風15号の通過 (23日）で暴風・豪雨

のダブルパンチを受け大きな被害を受ける (8

月），運輸省が青函トンネル接続ルート決定，

本道側は出口の湯の里一木古内間14.6km< ト

ンネルを含め完成は59年度の予定＞（9月），国

鉄石勝線＜千歳空港一新得間＞開通(10月）．

日高山脈襟裳国定公園指定（同）， 11月全通し

たばかりの国道 231号「雄冬岬トンネル」が

大崩落(12月），タンチョウの一斉調蒼で過去

最高の 295羽を確認。保護が実る（同），ニセ

コ町に「ニセコいこいの村」オープン（同）。
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戦後間もない

21年に結成された道観連

関係者が思い出を語る

北海道観光連盟が社団法人として認可されたのは昭和37年 9月である

が，その母体となったのは，任意団体として昭和21年 4月に結成された

北海道観光連盟である。

公益法人として再スタートして以来， 20周年を迎えた現在の道観連を

語るには，どうしてもそれ以前の道観連のことに触れないわけにはいか

ない。戦後の混乱期に， しかも「観光」という言葉すらあまり使われな

かった時代に，どのようにして道観連が誕生し，どのような動きをして

きたのか。

ここに，その辺の事情を知る 4人の方にお集まり願い，フリートーキ

ングで道観連の沿革などについて語っていただいた。皆さんは，いわば

道観連の生みの親であり，幹事として，あるいは地方の会員として多彩

な事業を推進してこられた方々である。

出 席 者 (50音順）

0内田忠広氏 日本交通公社札幌支社職員

として，創立当時から事務局の業務を担当。

同社札幌支店長などを経て現在札幌全日空ホ

テル常務取締役。

0清水良邦氏 昭和25年道商工部商務課で

初代の観光係長に就任いらい，幹事として業

務を推進。 40年道退任。現在江別市在住。

0楡金幸三氏 札鉄旅客課宣伝係長時代に

創立に参画いらい幹事として長年にわたり

道観連をバックアップしてきた。国鉄退戦の

あと日本観光協会道支部事務局長で業界から

勇退。札幌市在住。

0三浦吉太郎氏 小樽観光協会副会長とし

て道観連の事業に協力。法人化後も常任理事

として活躍する。

小樽市に在住。
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＊他府県に先がけて，道観連が誕生したのは昭和21年4月である。と

ころでこの年は戦後間もない国内でどんな動きがあったのか。日本観光

協会でまとめた「戦後観光関係年表」から主なことを拾ってみると，政

治・経済関係では天皇人間宣言 (1月），新円発行 (2月），新選挙法に

よる衆議院総選挙 (4月），第 1次吉田内閣成立 (5月）， 日本国憲法公

布 (11月）。

社会・レジャー関係ではNHKのど自慢素人音楽会放送開始（ 1月），

プロ野球再開 (5月），第 1回国民体育大会開催 (8月， 11月）。観光組

織・団体関係では運輸省観光課設置(6月），全日本観光連盟設立(6月）．

国立公園協会設立 (12月）などが目につく。

この年に，任意団体として北海道観光連盟が結成されたのであるが，

そのいきさつなどから語っていただく。ちなみに戦前．観光といえば国

鉄がもっぱら観光客の誘致宣伝を行っており，資源保護の面では道の林

務部がこれに当たっていた。

恣•'：,,•,·.:.,',:.'.'··· ・:.-., .. ,,,.:.・:,,.,..,:・..,.:.,.-・.. 
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楡金 私は昭和12年から鉄道で宣伝関係の

仕事していたせいか，終戦後は観光関係の指

導連絡機関の必要性を

痛感していましてね。

指導うんぬんとなれば

どうしても道庁と手を

組まねばならない。と

ころが，当時のGHQ

の方針として「役所が

指導性を持ってはいけし＇

ない」ということだっ

た。

そこで，道の林務課におられた田中順三さ

んと話し合った結果，「交通公社で事務局を引

き受けていただきたい。私らが側面から支援

しますから・・・」と， 日本交通公社の札幌支社

長だった後藤恒三郎さんに頼んでみた。当時

公社に文化課という課があって宣伝や出版物

を扱う仕事をしており課長が鈴木一男さん。

こうして事務局は公社で引き受けていただき，

仕事を進めてもらうようにな ったんです。

こんないきさつで，いわば観光施策の推進

機関として道観連をつくることになり，これ

までの関係から国鉄や道の担当者が幹事とし

て，全面的にバックアップする体制をとった

わけです。

内田 当時，観光団

体の全国的組織として

全観連（全日本観光連

盟）結成の動きがあり

北海道にも支部を．と

いうことから「道観連

をつくり．支部の性格

を持たしたら」という

話しがあ ったのでは。

楡金 全観連ができても．いわば中央の団

体。中央の者に地方が動かされては大変だと

いうこと．それに道観連はすでに設立され．

全観連はそのあと (6月）にできたものです。

しかし．あとでできた全観連の要請もあっ

て道支部を設けねばならなかったが．本道で

は独自の性格を持つ道観連が必要であり．ぁ

くまでも道観連は道観連ということで．支部

の看板と 2枚かけたはずです。

内田 そういえば．道観連をつくるときも

皆そう言ってましたね。「中央に支配されない

いいものをつくろう」と。

楡金 それで．結成の準備はすべて交通公

社の皆さんにやってもらいました。

内田 規約づくりや予算のことなど．みん

な私どもでやりました。規約の草案は鈴木課

長や同じ課の氏本さんらと相談してつくった
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のだが，実に簡単なものでしたね。

楡金 とにかく「規則に縛られる面倒なも

のはつくるな，規約はできるだけ簡単に」と

いうのが皆の意見だった。

内田 当初は会員も少なく，札幌，定山渓

洞爺，登別，阿寒，層雲峡などの観光協会，

それに道の商工，林務，土木の各部と，札鉄

旅客課，交通公社ぐらいでしたでしょうか。

三浦 小樽の観光協会は終戦翌年の創立だ

から，入っていたのでは。

内田 ああ，小樽もそうでした。それにし

ても設立総会にはよく集まりましたね。たし

か会場は札幌市役所だったと記憶しています

が。

清水 会場は札幌市役所だったのですか。

楡金 当時は札幌グランドホテルはじめ，

目ぽしい建物はほとんど進駐軍に接収されて

いましたからね。

＊設立総会は， 4月25日午後 1時から札幌

市役所で開かれ，規約審議のあと事業計画や

収支予算などを決め，理事長に日本交通公社

札幌支社長の後藤恒三郎氏が選任された。規

約や初年度の事業計画，収支予算など，設立

当時の記録は何ひとつ残されていないが，道

観連の結成を報じた北海道新聞(4月26日付）

から，結成のねらいや当初計画した事業の内

容などうかがうことができる。 (32ページ）

こうして，北 3条西 3丁目にあった日本交

通公社札幌支社内に事務局を置いた道観連は，

道の関係各課，札鉄旅客課，交通公社の係長

クラスが幹事となって，計画された事業を進

めていった。そのひとつに観光ポスターの作

成や，自然公園地域指定の陳情運動などがあ

る。

それには，連合軍総司令部 (GHQ)が，

平和日本復興の旗印の一つとして観光産業を

取り上げ，昭和21年夏には本道観光地開発指

淳のため同司令部の観光専門家ポーバム大尉

を派遣。道は札鉄，日本交通公社の協力を求

めて，この三者で同大尉の案内に当たり，阿

寒，大雪山両国立公園並びに主要観光地の視

察を受け，観光地としての開発価値有無の診

断を受けるとともに，開発手法の指導を受け

たことなどが背景となっている。

＼ 観光ポスターの作成
自然公園の指定陳情

内田 観光ポスターはいろいろつくりまし

たね。当時は今と違ってほとんど絵で，栗谷

川さん（健一氏，札幌在住のグラフイックデ

ザイナー）にはずい分お世話になった。

清水 私が道観連の仕事に関係した25年か

ら， 32年末までつくった観光ポスターの大半

を持っていますが，国鉄がつくった分も含め

て8年間で16種類も出していますよ。
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愉金 その中には受賞したのもあったので

はないかな。

清水 そう， 27年に作成の「エルムの鐘J

は日本ポスターコンクールでナンバーワンに

なったし， 28年に作成の「摩周湖とメノコ」

はリスボンでの世界ポスターコンクールで，

ベストスリーに入りました。

あの頃．北海道のポスターは人気がありま

してね。いつかなど上野駅に行ったらどこに

も見当たらない，聞いてみたら駅長室にはっ

てあるんですね。ホームなんかではすぐ持っ

て行かれたそうです。

内田 支笏洞爺国立公園の指定陳清も思い

出ですね。運動したのは23年かな。私はまだ

駆け出しのころで，一生懸命やったのは札幌

観光協会の近藤さん（直人氏・故人），楡金

さん， うちの鈴木課長，後藤さん，定山渓章

月旅館の小須田治朗さん（故人）などですね。

楡金 とくに章月の小須田さんが一生懸命

だった。あの人は身銭を切って運動を推進し

ていましたからね。確かこの時の運動費は表

面上は10万円くらいと記憶しているが，実際

はもっと掛かったはずで，その大半は小須田

さんが持ったのでは。

三浦 支笏洞爺の指定よりかなり後になる

が，ニセコ積丹小樽海岸国定公園の指定もそ

うです。私は小樽なも

のだから「君ひとつや

ってくれ」と言われ，

直接厚生省に乗り込ん

で陳情したものです。

現地調査は大分あとに

なるというのを， しゃ

にむにお願いして，す

でに予定していた場所

を後回わしにして，翌週きてもらったことを

覚えています。

内田 こうして指定された自然公園のこと

は，北海道景勝地協会がやっていましたね。

桧金 そう，道の林務課にあってね，国立

公園とか湿泉地のリストをのせたすばらしい

パンフレットなどを出していましたよ。

＂
 

清水 それは私も知っている。紙質も内容

もかなりいいものだった。

内田 ところで，道観連は‘これからの観

光地、もずい分宣伝に努めましたね。

楡金 それで面白い話しがある。当時はあ

まり知られていない別海村の尾岱沼を宣伝し

ようと，現地調査に訪れたら，当時の村長さ

んが牛乳缶に入れたどぶろくで歓迎してくれ

ましてね。

内田 ああ，その話しは私も聞いている。

結構おもしろいこともありましたね。

事務局では機関紙も出しました。初め「連

盟報」と考えたが，楡金さんから「そうしょ

っちゅう出せるわけないから｀随報、とした

ら」ということで「北海道観光連盟随報」と

しました。ガリ版刷りで原稿もみな私らが書

いたものです。年に 5, 6回も出しましたか

ね。

愉金 内田さん，そのうち事務局が道の方

に移ることになるね。

内田 そうです，移ります。

＊やがて，事務局が交通公社から道庁に移

ることになる。この時点では専従職員もいな

いので，事務局の業務は道職員がやってくれ

ることになった。その辺の事情やその後の事

務局の移り変わりなどについて語っていただ

く。

事務局の移り変わり ・‘ :・・・・・・..,.. ·•••·. · ••. ・.. ·•-.-.· ・.:.. :.・:・.・・・・・・・'・・.，.,..., 

清水 事務局が道庁に移ったのは25年のこ

とです。「観光」と名称の係が道に初めてで

きたのがこの年，私が初代の係長になって，

間もなく私のところに‘'道観連がやってき

た、わけです。

内田 道庁に移ったいきさつは楡金さんご

存知でしたか。

楡金 それはね，交通公社の文化課が無く

なって．「公社ではもうお世話できない」と

いうことになったわけ。それで道庁へ持って

いくか，国鉄へ持っていくか，と二つの意見

が出た。私自身は，従来の関係もあり国鉄で

引き受けてもよいと考えたが，当時の旅客課
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長はなかなか「ウン」と言わない。それで止

むなく「道庁さん，ぜひ引き受けていただき

たい」ということになった。

道では林務や道路課もあるけど，「観光」と

言えばやはり商務課が窓口で，それで清水さ

んのところにいったわけです。

清水 そういうことでしたか。新しくでき

た観光係の係長になったばかりの私に，「お

前やってくれ」と言われ，いわば飛び込んで

きた道観連の仕事も兼ねることになりました。

むろん専従の職員などおらず，織員を置いた

のはしばらくしてからのことです。

楡金 初代の事務局長になったのは，確か

桧山支庁長で道を勇退された近藤茂門さんで，

この時初めて道の補助金が付いたはずだ。

2代目は北海タイムスの販売部におられた

田島繁得さんでなかったかな。

清水 近藤さんが事務局長になられたのは

何時のことかはっきりしませんが， 27年には

田島さんが事務局長に

なっております。たま

たま， 27年に全観連の

全国総会を札幌でやる

ことになって，その時

おみやげに作った写真

帳を見ると，産業会館

内に事務局があり，発

行人は事務局長・田島

繁得とありますから。

内田 そうすると， 27年には事務局は道庁

を出ていた，ということになりますか。産業

会館といえば，現在は札幌市役所の駐車場と

なっている場所ですが。

楡金 そうだが，とすれば私どもは何回も

集まっているはずなのに，どうもよく思い出

せないね。

内田 私は何となく記憶がある。では，そ

の後また道庁に戻ったわけですか。

楡金 そうなるね．そのわけは何だろう。

内田 田島さんが辞められ．当分事務局長

はおかない―，ということで道庁に戻った

のではないでしょうか。

田島さんが辞められた本当の理由は分から

ないが「皆さんの意見をまとめるのは，なか

なか難しい」と述懐していたことを記憶して

います。

楡金 われわれはいじめた覚えはないが，

当時の幹事はそうそうたるメンバーがいたか

らね。言いたいことはどんどん言った。

池田一男さんが道路課長の時かな，当時，

弟子屈から摩周へ．そしてまた弟子屈に戻っ

て川湯へ行かねばならなかった道路事情を指

摘し「こんな道路行政なんかない」と直言し

たことがあった。それが効いたかどうか分か

らないが，昭和26年弟子屈一摩周ー川湯を結

ぶ立派な道路がわずか 1年でできている。

内田 「観光」のことなど，まだまだ認識

されていない時代でしたからね。

愉金 だからこそ．われわれの意見もよく

通ったのかも知れない。

博昭和29年 5月21日第 9回道観連総会 帯広市
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内田 私らも勉強したし．そのためにあち

こちよく歩きましたね。毎年の総会も各地の

持ち回りだったし，エキスカーションも必ず

参加した。

汝毎年の定例総会は，会員となっている各

観光地の持ち回りだった。総会そのものはセ

レモニーみたいなもので．いわばどこでやっ

ても内容はほとんど同じだが，開催地を毎年

変えることにより，会議のあと周辺の観光地

を見て回る．エスカーションが生きた観光の

勉強になるので参加する会員が非常に多かっ

た． としヽう。
：磁．,.,•ら••. ．．．．．．．．．・ ...... •:.•···,.,..,.o.................... 

・＼：持ち回りの ， 
.．.．．．．．f¥ .. : •ぷ．：．．． 

....,,..-.., ・' .．9 : ;．; f.....．．．、..：．...•.···'·.J.-·:,... :・・・. i... ．． .....i・・葱毎・;ぶ・;，応．i．．．．．．ク・•'

内田 ところで，道観連の総会はどこどこ

で開催されたでしょうね。とても全部覚えて

いませんが。

清水 私がよく知っているのは27年函館，

28年稚内， 29年帯広ですが。

楡金小樽．旭川．網走，洞爺湖．登別．

阿寒などでもやりましたね。

三浦 室閾でやって．登別温泉へ行ったこ

ともありますよ。

内田 あちこち回れて．総会はいつも楽し

かった。会議はともかく．よその土地を見る

ことも目的のひとつでしたからね。

清水 全観連の総会で本州の各観光地を，

道観連の総会で道内各地を，これがずい分勉

強になりました。

楡金 いまの道観連の総会は，ずっと札幌

でやってるようだね。

内田 そうですか，面倒でないから札幌で

やるのかな。地方でやれば金もかかるし，忙

しいだろうけど，できたら持ち回りにしたい

ものですね。その土地の剌激にもなります。

三浦 「観光」とはよその土地を‘観る¥¥

ことですからね，なるべく歩くようにしなけ

れば，と思います。

楡金 なにより，参加する方も受け入れる

方も喜ぶのではないかな。

内田 「観光」をどうとらえるかですね。

すべてはそのことにかかっているのでないで

しょうか。

女総会のことから，話題は「観光」につい

ての考え方，これからの課題についてまでお

よんだ。

r観光：.」：に取り組む姿勢 ．， 
.‘ 行政にも要望したいこと
楡金 どうだろう，「観光Jという文句を

何とかうまい言葉に変えられないものだろう
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女これは，道観連の結成を報じた当時の新聞記事 (4月26日付，北海道新聞）で，本文そのままである。わずか20行の記

事だが，設立の趣旨やどんな事業を計画していたかなどを知ることができる。

当時の新聞は物資不足の時代だけに全部で 2頁。ちなみにこの日の紙面には， 1面には「次期政権の収拾策／論議沸騰

まとまらず」，「道庁長官更迭／後任に増田甲子七氏」，「危機迫る食糧／配給米ありながら，本道は計画的な遅配」。また

2面には「再び石炭危機か／毎日の出炭下廻り続く」，「楽になる余市，岩見沢間／自由発売に近い量の乗車券発売」とい

った記事の見出しが目に付き，戦後間もない当時の世相がしのばれる。

- 32 -



か．いま「観光」と言うと．何にでも使用さ

れているのでどうも誤解される面がある。し

かつめらしい解釈はあるが，分かりずらいし

ね。

内田 私は，「観光」そのものは非常にい

い言葉だと思いますよ。ただ，使い方が問

題なのでは。

清水 そうですね．確かに乱用されている

面がありますね。

内田 昔は観光の主流といえば，国鉄はさ

ておいて．バスや旅館でした。ところが，大

半の業者は力がないこともあって，どうも国

や道のテコ入れが少なかったような気がしま

す。どうでしょうか。

愉金 確かにそうだ。町村さんが知事にな

ったとき． HBCで対談させられたことがあ

ったが，観光について私が言ったのは，「北海

道の開発には国民の認識が第一で．これには

観光客として国民を誘致することが一番よい

と思う。北海道の農業にしろ，漁業にしろ，

林業にしろ，国や道からどれほど助成を受け

てここまできたか分からない。｀観光、が北海

道にとっていかに大事であるか分かっていた

だいたら，観光事業に対し思い切った助成を

して欲しい」ということだった。最近の状況

をみても，この気持は少しも変わらない。

内田 「観光」はあらゆる産業に関係あり

ますからね。直接落ちる金もさることながら，

波及効果も大変なものです。だから，国によ

っては総力をあげて取り組んでいます。これ

は国内でも同じことが言えるのではないでし

ょうか。

愉金 そのとおりだね，特に北海道ではそ

う言える。いずれにせよ行政としてもそのこ

とをよく理解して欲しいし，今後の道観連に

も大いに期待することにして，締めくくるこ

とにしましょうか。

(57年 6月11日，札幌全日空ホテルにて）

＊こうして，昭和21年 4月に設立された道観連は，結成いらい全道的

な観光団体としてパイオニア的な役割を果たし，それなりの成果をあげ

てきたが，その半面，組織的にも財政的にもその基盤は強固なものとい

えず，年々観光客が増加する時代を迎え，その体制を一段と充実強化す

る必要に迫られたことから， 37年 5月25日登別温泉で開かれた第17回定

期総会で，これまでの道観連を母体に「社団法人・北海道観光連盟」設

立の件が提案され，満場一致で可決されて公益法人として新体制のもと

に出発することになる。

なお，創立当時，日本交通公社札幌支社の文化課長だった鈴木一男氏

は，同社を退職されて現在埼玉県与野市にお住まい。そのころをしのび，

「道観連誕生の頃」の一文を寄せられたので，併せてこ‘‘ー読いただきた

し‘

また，座談中しばしば出てくる全観連（全日本観光連盟）は， 34年 4

月に（特）日本観光協会が設立されたことに伴い発展的解消をとげ，以後，

道観連は観光団体として全国的組織である，日本観光協会 (39年 4月社

団法人）の会員となり今日に及んでいる。
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道観連誕生の頃

日本の再建を図るには．観光国スイスを目

標にせよ，という声が高かった当時のことで

した。幸い北海道は特色ある自然美と豊富な

温泉に恵まれて．観光事業の基盤がそろって

いることから．資金も物資もない時ではある

が．今から観光北海道としての整備計画を立

てて推進しなければ．という意見が一致して

21年の春に道観連の誕生となったものと思っ

ています。

私が事務局長格ということで．毎月のよう

に幹事の皆さんにお集まり願って，大いに意

見をたたかわしたものでした。幹事のうちで

も楡金さん．田中さん両ベテランには随分お

世話になりました。私自身は室閾出身で，登

別や洞爺は子供の時からなじみがあるが．道

全体となると知らないことばかりなので．で

きるだけ各地に出向いて実状を見て歩き，地

元の皆さんと意見を交換したものでした。

自然の保護と開発という大きな問題につい

ては．各方面の識者先輩の意見を聞いて回わ

りましたが．今でも記憶にあるのは．北大の

地質の鈴木先生．植物の館脇先生．動物の犬

飼先生です。お三方とも北海道を愛すること

一方ならずという風格のある先生たちで．専

門の立場からのざっくばらんなお話しをしば

しばしていただき，大いに啓発されたもので

す。

風格のある人といえば．札幌観光協会の近

藤直人さんです。この方が中心となって推進

した｀さっぽろ雪まつり、が．やがては今日

の大をなすなど．当時では想像もできないこ

とでした。

支笏洞爺国立公園指定の運動を始めたころ

鈴木一男

と思いますが．米国国立公園の監督官である

Mr.Richeyが厚生省の担当官と一緒に来道し

て．阿寒，大雪両国立公園と支笏洞爺地域を

視察されましたが，道観連としても地元の関

係者と連携していろいろ尽力したものです。

私もガイド役として全行程添乗しましたが，

何しろ当時のことで道路も悪く， 1, 2時間

も走ればエンストとなるオンボロ自動車での

案内で苦労したものでした。

各地元ともなかなかの歓迎ぶりで，公園の

保存と施設の拡充策に積極的意見を述べるな

ど熱意のあるところを示せば， リッチイさん

も気持ちよく応待されていました。支笏洞爺

国立公園が割りと早く指定されたのも，こう

したことが剌激となったのではないでしょう

か。当時，地域の観光発展のため尽くされた

方々の多くは，今は故人となられましたが．

折にふれ面影をしのぶことがあります。

私は札幌は二度の勤務で．終戦後は 4年間

次は38年より 5年問でしたが，特に後の 5年

間の宣伝誘致と観光客あっ旋時期に，副会長

として道観連のお手伝いできたことを幸せに

思っています。現在は，東北新幹線開通で沸

き立っている始発駅大宮の近くに住んでおり

ますが．大変な東北観光プームの現状をみる

につけ，いつになったら新幹線が津軽海峡を

渡ることかと．わびしい思いです。

おわりになりましたが，北海道観光連盟の

ご発展を心からお祈り申し上げる次第です。

＊ 鈴木氏は，昭和21年道観連設立のころ日本

交通公社札幌支社の文化課長。転勤のあと38年か

ら再び同社北海道支社長として勤務，社団法人と

なった道観連の副会長として活躍された。
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道観連の歩み
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昭和21年4月，任意団体として結成された

北海道観光連盟は， 当初は専従職員もいない

事務局を，道や国鉄，日本交通公社などの戦

員が幹事としてバックアップ，いわば先駆者

としての労苦と，会員の協力によって支えら

れ戦後間もないころ，すぺてが不自由な時代

にもかかわらずいろいろな事業を推進してき

た。

残念なことに，それらの足跡を残した記録

や資料は，現在ほとんど残されていないため

その詳細を知ることができない。

しかし，結成当時から，あるいは間もなく

道観連の運営に参画された方々による，＇＇当

時の思い出を語る、座談会や，やはりその一

人である鈴木一男氏の手記などから，その概

要をうかがうことができよう。

むろん，これらの人以外にも道観連の事業

に関与された方は数多い。そのなかでも，道

観連の運営について，あるいは多くの事業を

計画するにしても，その原動力となったのは

幹事であった。少ない資料の中に， 36年から

37年ころに活躍されていた幹事として，次の

各氏の名があるので列記してみょう。

渡辺秋雄（国鉄道支社旅客課），新妻正一

（札鉄旅客課宣伝係），松原健一（札幌陸運

局総務課），津村彰（道都市計画課公園施設

係），岩崎四郎（道林政課公園係），笹本洋三

（同），楡金幸三（日本交通公社道支社），轟

木義重（道商工部観光課長補佐），中真彰（道観

光課企画係長），斎藤公二 （同課宣伝係長），

会田尚顕（同課調査係長）。
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やがて戦後も30年代となり．高度経済成長

期を迎えると．観光事業の発展期といわれ，

前半は観光の大量化．後半は観光の大衆化が

みられるようになった。

この後半期にあたる昭和37年に，道観連は

社団法人となる。なぜ法人化を図ったのか．

その理由は別稿の「社団法人北海道観光連盟

設立趣意書」に言い尽くされているが，道内

の33年度の観光客入込み数延べ約758万人が

36年度まで平均30％近い伸びをみせており，

こうした時代を迎え．本道の観光事業振興の

ため多くの課題を解決するには，組織的にも

財政的にも．その体制を一段と充実強化する

必要に迫られたからである。

そのころ事務局は，昭和36年4月に設置さ

れた道の観光課内におかれていた。任意団体

の道観連を社団法人として人格を与え．事務

局も独立させよう一という動きは，観光課が

できてからすでに芽・生えており，法人化の計

画はすべて課の企画係が中心になって進めら

れた。当時の係長は中真彰氏で係には渡辺慶

衛，野屋敷道徳，松田肇．鈴木正明．福士愛

子の各氏がおり，諸準備一切を整えたのであ

る。
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5月25日登別温泉の登別国際会館で開かれ

た第17回定期総会でそのことが提案され満

場一致で可決した。「 7月25日運輸省に許可

申請．9月27日付社団法人認可． 11月26日登

記完了」と記録にあるように．法人としての

手続きはすべて終えた。
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こうして，道の大きな支援もあって．新体

制の北海道観光連盟が設立され．旧道観連に

属する一切の権利義務，資産及び事業が引き

継がれた。創立時の定款，初年度の事業計画

及び収支予算，役員名簿を掲載したが．現在

の道観連のそれらと比較して興味深い。

その後の経過L̀ ’・.．．．．．．： • 9 : • • • •. · ..,':.,'•:: ; ..;•,:. ・::・:・:. ・.'<:::::,,:'.. ・:,_-:::,・,・.-・.:.-.. }' 

その後の経過については，「20年の事業活動」

として，創立の37年度から各年度に実施した

事業をつぶさに取り上げてみた。いうまでも

ないことだが．観光は政治・経済・社会環境

の変化に大きく影響される。高度経済成長期

では．観光の大量化・多様化・広城化現象が

生じて．本道でも観光プームが到来したこと

は周知の事実である。一方．オイルショック

以降の低成長・安定成長期では．観光の大量

化・広城化より．むしろ日常生活のレジャー

活動の一環としてとらえられ．ヽ｀質素な観光、、

が定着した。しかし．その半面海外旅行は増

ぇ．一部では観光のデラックス化も見のがす

ことはできない。

このように．観光をとりまく環境は複難多

岐にわたっており．その課程のなかで観光が

どのように位置づけられたのか知る必要があ

る。「戦後の観光関係年表」はその動向を知る

ためのもので，これらの動きを背景にして道

観連の事業も進められてきた。いってみれば．

「20年の事業活動」は｀道観連の歩み、その

ものである。

社団法人

北海道観光連盟設立趣意書

北海道における観光事業は，三国立，二国

定及び八つの道立自然公園を主体とする優れ

た自然美と，地理的に亜寒帯に属することに

よる気象及び動植物等の特異性，そして本道

独特の産業観光対象や文化財に富み，さらに

開発途上にある活動的な雰囲気等が魅力とな

って，近年著しく発達し，昭和36年度におけ

る来道観光客延600万人，道民の観光を併せ

ると延1,600万人となり．その消費額は 160

億円に達し．本道経済の発展と社会福祉の向

上に大きな役割を果たすとともに．本道に対

する内外の理解を深めて北海道総合開発の進

展に貢献しているところであります。

しかしながら．本道観光事業の実情は．い

まだ不備の点が多く

0観光資源の保護と多角的な開発整備

0受入施設と観光環境の整備促進

0接遇の改善と観光観念の普及

0宣伝方法及び資料情報の紹介

0更には宿命的課題としてのシーズンオフ

の解消

等の改善すべき点もまた多い現況にあります

ので．これらの問題を解決し．本道を国際観

光地として．また．国民の健全な憩いの場と

して，さらには四季を通じた美しい観光地に

育て上げるためには，国及び道の施策は勿論

観光事業関係者の協調と各界の協力支援の下

に観光関係者をもって構成する指導連絡機関

の強力な活動が切望されるところであります。

北海道観光連盟は元来かかる目的をもって

昭和21年に設立され，今日まで相当の成果を

納めてきたのでありますが．現実には各地の

観光協会のほか観光事業者の申し合わせ団体

であって，組織的にも財政的にも必ずしも強

固な基盤を有するものとはいい難く，その活動

も制約を受けざるを得ない実情であります。

従って．この際本道における観光関係機関

は勿論．各産業界を網羅した強力な組織とし

財政的にも会費及び補助金の増額によって．

その体制を一段と充実強化して．諸般の活動

を強力に実施することとし．ここに「社団法

人北海道観光連盟」を設立しようとするもの

であります。

創立当時の定款

第 1章 総則

（名称）

第 1条本会は，社団法人北海道観光連盟と称す

る。

（所在地）
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第 2条本会は．事務所を札幌市に置く 。

（支部）

第 3条必要に応じて支部を設閥することができ

る。

2 支部に関し必要な事項は別に規程をもっ

て定める。

（目的）

第 4条 本会は北海道内における観光事業の健全

な発達と振興を図り．国民一般の厚生．

保健，文化生活の向上並びに経済の開発

発展に資するとともに国際親善に寄与す

ることを目的とする。

（事業）

第 5条本会は，前条の目的を達成するため次の

事業を行う。

(1) 観光宣伝

(2) 観光客誘致促進

(3) 接過の改善

(41 観光資源の保護及び開発の促進

(5) 観光施設の整備促進

(6) 観光観念の普及向上

(7) 国土美化運動の推進

(8) 観光土産品の改善指平及び紹介宣伝

(9) 道内観光団体活動の促進

(10) 機関紙，印刷物の刊行と頒布

(11) 観光事業の調査研究

U2) その他，本会の目的達成に必要な事

業

第 2章 会員

（種類及び区分）

第 6条本会の会員は．正会員及び名営会員とす

る。

2 会員の区分は，次のとおりとする。

(1) 正会員観光関係団体．公共団体，

その他本会の趣旨に賛同する者及び

その団体

(2) 名誉会員 本会に功労ある者及び学

識経験者であって．会長が推せんし．

理事会の議決を経たもの

（加入）

第 7条 正会員になろうとする者は．書面をもっ

て本会に申込み．理事会の承認を得なけ

ればならない。

（会費の納人）
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第 8条 正会員は，会黄を納入しなければならな

し‘
゜

2 名営会員は，会費の納入を必要としない。

3 会費の額は，総会の議決を経て別に定め

る。ただし，年度の途中において加入し

た会員の当該年度の会黄の額については，

理事会において定めることができる。

（脱退）

第 9条 会員は，本会を脱退しようとするときは，

書面をも って会長に届出ななければなら

なし‘o
（資格の喪失）

第10条 会員は次の各号の 1に該当するときは，

その資格を失う。

(1) 死亡したとき

(2) 解散したとき

(3) 除名されたとき

(4) 脱退の届出があったとき

（除名）

第11条会員が次の各号の 1に該当するときは，

総会の議決により除名することができる。

(1) 本会の名営をき損し，または本会の

趣旨に違背する行為があったとき

(2) 会費の納入を怠ったとき

第 3章役員，顧問及び参与

（役員）

第12条本会に次の役員を置く 。

会長 1名

副会長 5名以内

常任理事 10名以内

理 事 （会長，副会長及び常任理事

を含む） 45名以内

監 事 2名

2 会長，副会長および常任理事は民法上の

理事とし，監事は，民法上の監事とする。

（選任）

第13条会長，副会長，常任理事，理事及び監事

は総会において会員並びに会員たる法人

または団体の役員及び観光事業に関係の

深い者のうちから選任する。

2 前項により選任された者のうち，その者

の役職をもって選任されたものについて

は，その役職を離れたときは，本会の役

員を退任したものとみなし，それらの職



についての後任者は本会の役員に選任さ

れたものとみなす。

（任期）

第14条 役員の任期は，いずれも就任後第 2回目

の通常総会終了の日において満了する。

2 役員は再任を妨げない。

3 補欠によって就任した役員の任期は前任

者の残任期間とする。

4 役員は．任期が満了しても後任者が就任

するまでは．その職務を行う。

（職務）

第15条役員の職務は次のとおりとする。

2 会長は．本会を代表し．会務を総理し．

会議の議長となる。

3 副会長は．会長を補佐し．会長事故ある

とき．または欠けたときは．あらかじめ

会長の定めた順位によってその戦務を行

う。

4 常任理事は．会長の指揮を受け．常時会

務に従事する。

5 会長，副会長ともに事故あるときはあら

かじめ会長が定めた順位によって常任理

事がその峨務を代理する。

6 監事は．本会の財産及び会務執行の状況

を監査する。

（役員の資格）

第16条役員は．いずれも名誉職とする。ただし．

常勤の理事は有給とすることができる。

（顧問．参与）

第17条 本会に．顧問及び参与若干人を置くこと

ができる。

2 顧問は．学識経験者の中から理事会の議

を経て．会長がこれを委嘱する。

3 参与は．関係官公庁の職員及び学戦経験

者の中から理事会の議を経て．会長がこ

れを委嘱する。

4 顧問は．本会の重要事項について．会長

の諮問に応ずる。

5 参与は．本会の重要会務に参画し意見を

述べることができる。

第 4章会議

（会議の種類）

第18条 本会の会議は．総会及び理事会とし会長

かそれぞれ招集する。
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（総会）

第19条総会は，通常総会及び臨時総会とする。

2 通常総会は，毎事業年度終了後2カ月以

内に招集する。

3 臨時総会は，会長が必要と認めたとき，

または会員総数の 3分の 1以上から会議

の目的たる事項を示して請求があったと

きに招集する。

（通知）

第20条会長は，総会を招集しようとするときは，

その開催日の 5日前までに，総会に付議

する事項，日時及び場所を記載した書面

をもって、その旨を会員に通知しなけれ

ばならない。

（総会の議決事項）

第21条 総会においては，本定款に別段の定めあ

るものの外，次の事項を審議決定する。

(1) 毎年度の事業計画及び収支予算

121 毎年度の事業報告及び収支決算

(31 会費の徴収に関する事項

(4) 定款の変更，解散及び解散に伴う残

余財産の処分

(5) 前各号のはか，会長において必要と

認めた璽要事項

（議決権）

第22条会員は，総会において各 1個の議決権を

有する。

2 会員は，委任状により，代理人をもって

総会の議決権を行使することができる。

3 前項の代理人は，本会の会員でなければ

ならない。この場合代理人によって議決

権を行使する会員は，総会の出席者とみ

なす。

4 総会は会員総数の 2分の 1以上の出席を

もって成立する。

（議決）

第23条 総会の議決は，出席会員の過半数により

決し，可否同数のときは議長が決する。

（議事録）

第24条 総会の議事については，議事録を作らな

ければならない。

2 議事録は，議長が作成し，少なくととも

次に掲げる事項を記載し，議長及び出席

会員 2名以上がこれに記名捺印する。

(1) 開会の日時及び場所



(2) 会員数及びその出席者数

(3) 議事の経過要領

(4) 議決した事項及び賛否の議決権数

（理事会）

第25条理事会は．随時開催し，別に定めるもの

のほか．次の事項を審議決定する。

(1) 総会に提出する議案

(2) 総会の議決によって委任された事項

(3) 本会の運営に関する重要な事項

2 監事は．理事会に出席して意見を述べる

ことができる。

3 第22条．第23条及び第24条の規定は理事

会についても準用する。

4 あらかじめ書面表決によることができる

旨を定めて通知した場合は．書面表決す

ることができる。この場合は出席とみな

す。

第 5章事務局及び朦員

（事務局及び朦員）

第26条 本会に．事務局を設け，次の戦員をおく。

(1) 事務局長 1 名

(2) 主事 若干名

(3) 書記 若干名

2 職員は．会長がこれを任免する。

3 事務局長は．会長の命を受け，局務を掌

理する。

4 主事及び書記は上司の指揮を受け庶務に

従事する。

5 前各項に規定するもののほか，事務局及

び暇員に関して必要な事項は．別に規程

をもって定める。

（幹事）

第27条 本会に幹事若干名をおき．会長が委嘱す

る。

2 幹事は局務に参画する。

第 6章会計

（経費）

第28条本会の経費は．会費，補助金．寄付金及

びその他の収入をもってこれにあてる。

（会費の返還）

第29条 既納会費は，いかなる場合においてもこ

れを返還しない。

（年度）
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第30条本会の事業年度は．毎年 4月 1日に始ま

り．翌年 3月318に終わる。

（剰余金）

第31条 毎事業年度の決算において．剰余金が生

じたときは，翌年度に繰り越すものとす

る。

第 7章定款の変更及び解散等

（定款の変更）

第32条本定款を変更しようとするときは，第22

条の規程にかかわらず総会において出席

会員の 4分の 3以上の同意を得，かつ運

輸大臣の認可を要するものとする。

（解散及び残余財産処分）

第33条 本会の解散及び解散に伴う残余財産の処

分については．総会において出席会員の

4分の 3以上の同意を得．かつ運輸大臣

の許可を得なければならない。

（規程の制定）

第34条 本会の運営について必要な規程は理事会

の議決を経て別に定めゑ。

付則

1. 昭和21年 4月25日に成立した北海道観光連盟

（以下「旧連盟」という。）に属する一切の権利

義務，資産及び事業は，本会成立と同時に本会

が引継ぐものとする。

2. 旧連盟の正会員及び名誉会員は，第7条の規

程にかかわらず本会成立と同時に本会員の正会

員及び名巻会員となったものとみなす。

3. 旧連盟の会長，副会長，常任理事，理事及び

監事であって，本会設立の際，現にその職にあ

るものは，第13条の規程にかかわらず本会成立

の日において，それぞれ本会の同じ職の役員と

なったものとみなし，その任期は，本会成立後

最初に開かれる通常総会終了の日までとする。

旧連盟の顧問，参与については本会成立の日

をも って，その職を解かれたものとする。

4. 設立当初の事業年度は，第30条の規程にかか

わらず設立の日から始まる。

創立当時の役員

〇会長町村金五（北海道知事），〇副会長広瀬

経ー（北海道商工会議所連合会々頭），杉山義男（日

本交通公社北海道支社長），中島賢蔵（北海道副知



事）．原田与作（札幌観光協会々長）佐々木徳三郎

（北海道旅館環境衛生同業組合理事長）。〇常任理

事 讃良博（北海道商工会議所連合会専務理事），

村林良夫（北海道商工部長）．佐藤哲之助（札幌商

工会議所常務理事）森正年（北海道商工部観光課

長）．南邦夫（登別温泉観光協会々長）．林孝ー（定

山倹温泉観光協会々長）．寿原外吉（小樽観光協会

会長）野田晴男（上川町長）．伊藤琢磨（北海道バ

ス協会々長）．穴釜升夫（日本麦酒K.K札幌支店長）

〇理事 武田員市（国鉄北海道支社旅客課長）荻

原延ー（北海道商工会議所連合会運輸観光委員

長）．舟橋要（札幌商工会議所観光委員長）上杉和

ー（北海道林務部林政課長）．本間栢（北海道土木

部都市計画課長）．岡松成太郎（北海道電力K.K社

長）．東条猛猪（北海道拓殖銀行頭取），佐藤貢（雪

印乳業K.K社長），佐山励ー（富士製鉄K.K室閾製鉄所

所長）．早川昇（王子製紙K.K苫小牧工場工場長）．萩

原吉太郎（北海道不動産K.K社長），柴野安三郎（北

海道交通K.K社長）．古谷辰四郎（古谷製菓K.K社長）．

中野以佐夫（北海道新聞社々長），地崎宇三郎（株

式会社地崎組社長）．比内竹太郎（北海道酒類販売

1(.1(社長）．内田忠広（交通公社北海道支社営業課長）

猪野毛高栄（北海道観光旅行K.K社長）． 岡田文雄

（日本航空K.K札幌支店長）．広瀬昇（洞爺湖温泉観

光協会々長），前野与三吉（大雪山国立公園観光連

盟会長）．吉田明貞（十勝観光連盟会長）．長井忠典

（阿寒国立公園観光協会々長），吉谷一次（函館観

光協会々長）．遠藤熊吉（網走観光協会々長）．藤

倉功（温根湯温泉観光協会々長），高松竹次（富良

野芦別道立公國協会々長），岩倉誠一（登別町長），

高橋清吉（倶知安町長）。〇監事 中保恭一（旭川

観光協会々長）．今井道雄（北海道百貨店協会々

長）。

昭和37年度（初年度）事業計画

本道観光振興の目標とされている

0国際観光の振興

0国民健全旅行の振輿

0観光シーズ ンの延長

の達成のために本連盟として昭和37年度において

は，関係官公庁．並びに業界団体との緊密な協力

の下に．宣伝誘致活動の促進，受入体制の整備．

観光観念の普及向上．観光開発の振興促進に関す

る諸事業を総合計画的に実施することとする。
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1. 宣伝誘致活動の促進

道内外観光客の観光意欲に適合する観光対象，

施設及び旅行事情等について，国内外に広く積

極的な紹介宣伝を実施して飛躍的な観光客の誘

致を図る。

とくに秋，冬における観光事情の紹介を強力

に実施する。

(1) 宣伝活動連絡会議

(2) 観光宣伝印刷物の作成

（リーフレット，パンフレット，英文フォ

ルダー等）

(3) 宣伝技術講習会の開催

（会員を対象として）

(4) 映画作成及びフィルムの購人備付

(5) 観光客誘致懇談会の開催

（秋冬の誘致対策，道内外関係者を対象）

(6) 新聞，雑誌等への広告

(7) 各種宣伝行事の開催及び参加協力

（観光展，展示会，物産展，その他キャラ

バン隊派遺等）

(8) 観光写真コンテストの開催

(9) 映画及びスライドの貸出及び上映

(10) 写真の貸出

(11) 博覧会への参加及び協力

(12) 旅行及び交通業者に対する情報の提供

2. 受入体制の整備

観光客の受入体制の充実を図るため，特に従

来，閑却視されていた秋，冬における受入と外

人客の誘致等を考慮しつつ，接遇の改善，施設

整備意欲の醸成，及び国土美化の推進等を強力

に実施する。

(1) 接遇の改善

イ．接客サービス講習会の開催

ロ．優良土産品の推奨及び改善向上

ハ．ガイド育成講習会の開催

二．従業員の確保と厚生対策

ホ． 会議等の誘致調整

へ．旅行あっせん業者との連絡協調

ト．来道観光団に対する接過

チ．会員所属観光案内所の活動促進

(2) 施設の整備

イ．観光標識等に対する建設促進

ロ．観光会館建設促進

ハ．冬季受入施設の整備促進



(3) 国土美化の推進

ィ．ポスター．パンフレット等による啓蒙宣

伝

ロ．紙屑かごの作成配布

ハ．国土美化推進委員会との協調

3. 観光観念の普及向上

観光事業の重要性を広く認識せしめるととも

に，観光道徳の高揚を図る

(1) 観光週間協賛行事の実施

(21 観光講険会の開催（会員，関係企業者等を

対象）

(31 北海道観光五章の普及徹底

(4) 観光啓蒙書の作成

(5) ユース・ホステル運動の促進

(6) 道民眺場レクリェーションの適正誘導対策

(7) 観光事業功労者の表彰

4. 観光開発の振興促進

観光事業推進のための基礎資料の整備を図り

つつ．国及び道の観光行政に対する建議及び意
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見の開陳を積極的に実施するほか，各種の調査

研究と，観光振典のための基本計画の樹立，関係

機関との連絡を密にして観光事業の推進強化を

図る。

(1) 地域観光開発の促進懇談会の開催

(21 観光実熊調査の実施

ィ・観光客入込調査

ロ，観光便党の作成

(31 支部設置及び助成

(41 日本観光協会との連絡提携

(5) 観光事業推進懇談会の開催（総会，理事会

その他）

(6) 機関紙の発行

(7) 会員との連絡協調（事務担当者会議等）

5. その他（過年度繰越事業関係）

昭和36年度からの繰越した次の事業を行う。

（何れも歳入財源繰越）

(11 観光映画（冬の北海道）作成協賛

(2) 英文フォルダー作成協賛



昭和37年度（初年度）収支予算

（収入）

科 目 予算額 摘 要

円 円
ム工 費 4,980,000 ●観光協会関係 1,120,000 

既会貝 1,100,000 

新会貝 20,000 

●地方公共団体関係 360,000 

既会員 40,000 

新会貝 320,000 

●産業関係 3,500,000 

助 成 金 及ぴ交付金 2,000,000 ●道費補助金

事 業 協 賛 費 1,044,000 

本年度事業協賛費 400,000 ●英文フォルダー作成協賛金 400,000 

過年度事業協賛費 644,000 ●観光映画作成協賛金 360,000 

●36年度英文フォルダー作成協賛金 284,000 

雑 収 入 90,000 ●写真提供料 70,000 

●預金利子等 20,000 

計 8,114,000 

（支出）

科 目 予 算 額 摘 要

円 円
事 務 局 費 1,685,000 

人 件 費 658,000 ●職貝給料 456,000 

（男子 1人30,000円XlO月＝300,000円）

女子 1人13,000円Xl2月＝156,000円

●諸手当 202,000 

事 務 費 777,000 ●旅 費 250,000円 ●消耗品費 20,000円
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科 目 予算額 摘 要

円 円 円
●食糧費 30,000 ●印刷費 60,000 

●通信費 120,000 ●備品費 80,000 

●借損費 217,000 

ムコ 議 費 250,000 ●総会役員会経費

事 業 費 5,625,000 

宣 伝誘致費 2,360,000 ●観光宣伝活動連絡会議 15,000 

●宣伝印刷物作成 750,000 

●観光宣伝誘致懇談会開催 200,000 

●各種宣伝行事の開催、参加及ぴ助成 300,000 

●宣伝技術講習会の開催 100,000 

●映画作成及びフィルム購入備付 700,000 

●新聞雑誌等への広告 （新観光地の紹介） 100,000 

●観光写真コンテストの開催 85,000 

●写真の提供 30,000 

●博覧会への参加及び協力 80,000 

受 入 体 制 整備費 1,200,000 ●接遇の改善 655,000 

●接客サーピス講習会の開催 150,000 

●優良土産品の改善向上（会議及ぴ指導） 50,000 

●ガイド育成講習会の開催 50,000 

●従業員確保及び厚生対策
． 

30,000 

●会議等の誘致調整 200,000 

●旅行あつ旋業 との連絡協調 20,000 

●来道観光客歓迎費 155,000 

●施設の整備 220,000 

●観光標識等の建設助成 200,000 

●観光会館建設促進対策我 20,000 

●国土美化運動の推進 325,000 

●ポスター、パンフレットによる 啓蒙宣伝 50,000 

●紙屑龍の作成配布 225,000 
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科 目 予算額 摘 要

円 円
●国土美化推進委員会負担金 50,000 

観光観念普及向上費 200,000 ●観光週間協賛行事の実施 50,000 

●観光講演会の開催 50,000 

●観光啓蒙誓の作成 50,000 

●観光事業功労者の表彰 10,000 

●職域リクリエーションの適正誘導対策 40,000 

観 光開発促進賀 1,865,000 ●地域観光開発促進懇談会開催 70,000 

●支部及び支所設置 950,000 

●観光実態調査 580,000 

●観光客入込調査 280,000 

●観光便質の作成 300,000 

●機関紙の発行 150,000 

●会貝との連絡協調 115,000 

負 担 金 150,000 ●日本観光協会負担金

●北海道商工会議所会費

繰 越 事 業 費 644,000 ●観光映画作成協賛金 360,000 

●36年度英文フォルダー作成協賛金 284,000 

予 備 投 10,000 

計 8,114,000 
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20年の事業活動

. ~ • 一

------．j 
； ! 37年度昭37.4-38.3

〔総括的事項〕 05/25登別温泉登別国際

観光会館で第17回定期総会開催，「社団法人

北海道観光連盟」の設立を決議。 7/25運輸

省に社団法人許可申請， 9/27付社団法人許

可， 11/26社団法人登記完了。 06/6仙台

市で開かれた第4回日本観光協会総会に出席。

〔宣伝誘致〕 〇英文フォルダーHOKKAIDO,

リーフレット北海道(2種類）作成。 0国鉄道

支社，毎日新聞社と共催で第 4回観光写真コ

ンテスト 実施。 0日本経済新聞社と共催，東

観光写真コンテスト入選作品

京で北海道展開催。 0国産品普及向上道地方

本部と共催で第 1回郷土産業と観光まつり実

施。〇道 ・国鉄主催の観光展「北海道の秋と

冬」（東京，大阪，名古屋， 京都，神戸），朝

日新聞社主催の北海道開発展（東京），北海道

新聞社主催の写真道展（札幌，東京）．北海道

民芸品展示即売会（札幌・旭川），道外におけ

る「北海道の観光と物産展」（東京，大阪，名

古屋，横浜，福岡，京都，新潟，酒田， 宇都

宮，岡山），北海道観光コース愛称募集，な

どの行事協賛。〇映画「続北海道」の作成協

賛およびプリントの作製。

〔受入体制整備〕 02 /23~24登別温泉で

「冬の北海道を語る座談会」開催。 〇国土美

化運動協賛と紙くずかごの作製配付。〇道内

主要観光地17カ所でサービス講習会実施。

〇千歳空港ターミナル内に観光案内施設およ

び観光の窓設置。〇ニセコ積丹地区 (9月），

富良野芦別，厚岸地区 (10月）の観光地診断

に協力。〇釆道観光団に対する接遇。

〔観光観念普及向上〕 09/20~23札幌と

小樽市で観光学会開催。 03/19~20朝日新

聞社と共催で北海道観光振興セミナー開催。

03/4~6北海道友の会と観光産業映画と

講演会共催。

〔観光開発促進〕 03/1道物産斡旋東京

事務所，大阪商工事務所内に支所を設置。〇支

部の設置促進。 011/12~17鹿部，昆布，豊

富，層雲峡，網走市で地域振輿打合会議開催。

03/19地域観光振興団体事務担当者会議開

催。 〇機関紙「道観連情報」NolOl~103発行。

〇観光施設便覧の作成配付。〇観光実態調査

の実施協力。

「---- --1  

i 38年度昭38.4~39.3 l 
! o•• — . . - ． 

〔総括的事項〕 05/17理事会開催，総会

提出議案その他審議。 05/24函館市湯の川

温泉明月園において第 2回定期総会開催。

07/11理事会開催，会員から要望のあった

観光施設に関する融資促進について，橋本道

議会商工労働委員長より上京折衝報告があり，

新役員紹介のあと，今後の事業実施計画等に

ついて協議。 011/15常任理事会開催，事業

実施の中間報告，会員の加入および脱退の承

認，讃良常任理事の欧米視察報告などがあっ

た。06/5高松市で開かれた第 5回日本観

光協会総会に出席。 08/26岩内町で開かれ
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社団法人となって初の総会（函館） 38 • 5 • 24 

た日本観光協会道支部総会， 3/4札幌で開

かれた同支部臨時総会に出席。 03/27東京

で開かれた社団法人日本観光協会創立総会に

出席。

〔宣伝誘致〕 〇 リーフレット北海道，パン

フレット秋の北海道・冬の北海道，バス道路

図，冬のポスターHOKKAIDO,北海道の旅

・道南観光圏を作成，配付。〇道，国鉄と共

催により東京，大阪，名古屋，京都，福岡で

観光展「北海道の秋と冬」開催。〇道，参加

各市，道物産協会などと共催により東京，大阪，

横浜，京都，福岡，名古屋，新潟，仙台で北

海道の物産と観光展開催。〇道， 国鉄，毎日新

聞社と共催で第 5回観光写真コンテスト実施。

〇 トランスポーテーションクラプと共催．東

京で「北海デー」開催。〇道と共催，宇都宮

市で第 2回北海道の観光と物産展開催。〇道

商工会議所連合会，国産品普及向上道地方本

部，優良道産品推奨協議会，道物産協会と共

催で第 2回郷土産業と観光まつり開催。 0国

鉄道支社，道内各鉄道管理局と共催，東京で

北海道観光展開催。〇その他会員の主催する

観光まつり，観光土産品展．観光写真コンテ

ストなど協賛。〇観光映画「ひがし北海道」

作成。

〔受入体制整備〕 〇道内主要観光地32地区

でサービス講習会実施。010/22~11/1層

雲峡，温根湯．弟子屈，登別，湯の川，定山

淡で「観光客を親切に迎える運動」地方研究

協議会開催。 01/22~24札幌でバスガイド

指導者研修会開催。 02/12札幌で観光土産

品の改善を語る座談会開催。 03 /17~18札

幌で郷土料理研究会開催。 010/9~12然別

湖で北海道の秋と冬を語る座談会開催。 010

/17札幌で「外人からみた北海道の観光を語

る座談会」開催。 05/ 1 ~31春の月間， 10

/ 1 ~31秋の月間，国土美化運動実施。 0松

前・江差，伊達，南富良野，知床半島地区の

観光地診断に協力。〇釆道観光団に対する接

遇。

（観光観念普及向上〕 〇観光啓蒙書として

観光基本法，観光振興施策概要，観光便覧を

作成領布。

〔観光開発促進〕 〇支部の設置促進（渡島，

留萌は 6月，上川，宗谷は 7月，胆振は 9月

に支部が設置され，他地区もそれぞれ設置の

機運にある）。 08/10~12様似町と旭川市で

地域観光振興打合会議開催。 08 /18~20, 

10/13~15の2回にわたり層雲峡観光客動態

調査実施。〇機関紙「北海道の観光」 No104 

~108発行。

[. ----------•一っ

39年度昭39.4~40.3 j 
!0------＿ ＿ ＿ ＿ 0-----！ 

〔総括的事項〕 04/23理事会開催，総会

提出議案その他審議。 05/8虻田町洞爺湖

温泉ホテル万世閣において第 3回定期総会開

- 46 -



催。 08/17常任理事会を開き，総会決議事

項の処理ならびに道観連の強化対策等につい

て審議。 010/7常任理事会を開き，本年度

事業実施中間報告，北海道観光の当面する重

要課題等について審議。 011/24常任理事会

を開き，昭和40年度事業計画及び収支予算に

ついて審議。 01/22理事会を開き， 40年度

事業の重点方針，本連盟の道費補助金増額折

衝その他について審議， 05/20札幌で開か

れた第 1回（社）日本観光協会総会に協賛。 7

/14天人峡温泉で開かれた日本観光協会道支

部総会に出席。

（観光事業の推進〕 010/7常任理事会の

あと道議会商工労働委員ならびに道当局との

懇談会を開き．当面する本道観光の課題につ

いて善処方要望。 08/28札商ビルで産業関

係会社団体の参集を求め，本道産業観光振典

の諸問題について協議。 09/22支部事務局

長会議開催。 09/12自民党道連合会と政策

懇談会を開き，観光振興について議会側の協

力を要請。〇道，日本観光協会道支部と共催

により 11/6登別温泉（道南・道央）． 11/9 

旭川市（道東・道北・大雪山）で観光事業振

興地域別打合せ会を開く。〇支部，支所の設

置促進ならびに事業活動を強化する (38年

12月釧路支部が結成され，本連盟支部は渡島，

留萌，胆振，宗谷，上川，後志，根室．桧山，

釧路に．支所は東京，大阪となる）。 03/3

~4社会福祉会館．西門会館，中小企業会館の

各会場で観光一般．郷土料理，バスガイドの

部門に分かれ北海道冬季観光大学を開催。

06/9~11, 7/6~9の2回にわたり，

本連盟か主体となって道議会議員，道関係者，

本連盟役員及び市長会，町村会，道商工会議

所連合会などの関係者が上京．中央関係省庁

に対し本道の国際観光｝レートの設定について

陳情した。この機会に．更に観光施設に対す

る北海道東北開発公庫の投融資の拡大強化に

ついてもあわせて陳情。また 7/24運輸大臣

松浦周太郎氏． 7 /27運輸省観光局長木村睦

男氏釆道を機会に同趣旨の陳清を行う。

〔観光宣伝活動の推進〕 〇リーフレット北

海道，英文フォルダー（国際観光振興会と共

同作成），パンフレット北海道．パンフレット

「秋の北海道」，バス道路図，冬のポスター「楽

しい北海道」（国鉄，日観協と共同製作），パ

ンフレット「冬の北海道」，ポスター「北海道」

（道，札鉄と共同製作），観光カレンダー．後

志観光連絡協議会より依頼のポスターを作成。

〇道，国鉄道支社，北海道新聞社と共催によ

り次の日程で観光展を開催した。 8/ 7 ~12 

東京都白木屋（座談会 8日） 8/19~23大阪

市高島屋（座談会20日）， 8 /28~ 9 / 2名古

屋市名鉄百貨店， 9/10~15福岡市玉屋， 9/

30~10/ 5仙台市丸光。 0毎日新聞社と共催

でスズラン祭りを実施， 6/1から東京，大

阪，名古屋．京都，福岡，北九州を11日間に

わたり歴訪，知事．市長のメッセージとスズラ

ンの花束を各知事，市長および北海道ゆかり

の人々に手渡した。東京では津軽華子さんは

じめオリンビック関係者も訪れ，北海道の香

りをプレゼントして北海道観光使節の大役を

果たした。

0国鉄道支社，日観協道支部，毎日新聞社

と共催で第 6回観光写真コンテスト実施。応

募点数は白黒の部501点，カラーの部1,004点

を数えた。 〇道，国鉄道支社，毎日新聞社と

共催，北海道のよさをーロに表現する．観光

北海道のキャッチフレーズを全国的に募集。

0国鉄道支社，毎日新聞社と共催， 5/19~ 

24札幌丸井デパートで過去 5回の観光写真コ

ンテスト入選作に各地のカラー写真を織り込

んだ，約100点の北海道観光写真展を開催。

〇道，道貿易物産振興会，道商工会議所連合

会，参加各市などと共催， 11/10から東京，

横浜，大阪，京都，仙台，新潟，鹿児島，福岡，

名古屋で北海道物産と観光展を開催，カラー

コルトン100枚，カラー写真20枚，白黒写真120

枚を展示したほか，懇談会，観光相談所の設

置，観光映画の上映など実施した。011/13~

18まで東京白木屋で開催の関東以北のスキー

・スケート展に国鉄道支社とともに参加，道

内のスキー・スケート場はじめ交通案内図板，

カラー写真，カラーコルトンなど出品，さらに
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観光相談所も開設してPRした。

〇札幌観光協会と共催，道外客の誘致と先

進観光地の受け入れ体制を調査のため，第 1

班 (12名）は 9/24~30の日程で東京（懇談

会開催），横浜（同）．伊東，下田，修善寺．

富士吉田へ．第 2班 (12名）は11/29~12/

5の日程で大阪（同），京都，和歌山，白浜

（同），勝浦，鳥羽，名古屋（同）へ北海道観

光客誘致調査団を派遺した。 02/8道．国

鉄道支社と共催．ニセコで「北海道の秋と冬

を語る」座談会を開く。東京から藤本東一郎

（画家），杵木田竜善（読売新聞社），為国保（山

と淡谷社）山下喜一郎（同）．小林恵子（スキ

ー観光団）．津村彰（道東京商工事務所次長）

の6氏が出席．いろいろな意見が出された。

〔受入体制の整備〕 〇生産技術の向上と市

場価値の高揚，販路拡大のため，道，道商工

会議所連合会．札幌市などと協力． 4/14~19 

札幌丸井百貨店で第 5回北海道観光民芸品展

示会を開催。〇道物産輿社，道と共催で 2/7

~9道内各地から集まった観光土産品販売業

者と観光土産品改善懇談会開催。〇道内主要

観光地38地区でサービス講習会実施。〇東京

オリンビック時に釆道する外人客のため，関

係機関と協力して善意通訳運動を実施，道内

で750名の応募を得た。また，釆日する外人

客をできるだけ多く北海道に誘致するため外

客誘致連絡協議会を設け， 4/8東京丸の内

ステーションホテルにJATA会員27名を招い

て外客誘致懇談会を開き，道内の受入体制，

外人向モデルコースなどを説明．本道への送

客について協力を要請した。さらに 8/7~

lOJATA会員29名を招へいして道内各地を案

内．最終日札幌で懇談会を開催した。

〇観光客を親切に迎える運動推進のため．

広報活動のほか．地方における本運動の具体

策について道内 5カ所で研究協議会の開催，

標語の募集．モデル地区の設定．記章の配布．

団体・個人の表彰など実施した。〇美しい環

境でオリンビックを迎えるため．新生活運動

委員会．日観協道支部などと協力し．次の運

動の普及徹底を図った。①「旅の新生活運動」

の実施②「郷土美しくするみんなの集い」の開

催③オリンピック郷土美化沿道祭の実施④プ

レート「よごさぬように美しく」の作成。

〇道が実施した積丹町 (7月），泊村（同）道

北地区 (9月），日高沿岸地区 (10月）の観光

地診断に協力。

（調査研究事業〕 07/25~27道，登別町，

登別温泉観光協会と共催で，登別温泉地区の

観光客の動態，観光消費額の調査を実施した。

〔機関紙の発行〕〇機関紙「北海道の観光」

No.109~113号を発行。

i •一••=· — _ --- = ••T 

i 40年度昭40.4~41.3 ! 
’ --- ．． ．---..J 

〔総括的事項） 05/7常任理事会， 5/ 

11理事会を開き通常総会提出議案その他審

議。 05/21東川町天人峡温泉ホテル天人閣

において昭和40年度通常総会開催．新年度事

業および収支予算．会費の増額と調整．定款

の改正など各案を決め役員改選を行う。新会

長に広瀬経ー氏を選出．常任理事10名を15名

に増員する。07/12常任理事会を開き，専

門部会として総務（林孝一部会長はか 9委員）

開発振興（讃良博部会長ほか11委員）宣伝誘

致（津田欣一部会長ほか11委員）部会の設置

および各部会に付託される事項など審議。

〇総務部会 (8/30, 9 /16, 10/19)で道

観連の組織強化． 41年度会費の増額と調整，

道助成金の増額要請，観光総合案内所の設置

促進．支部支所の運営について，開発振興部

会 (9/ 1) で総会時における各種要望事項

の処置，地域観光振輿対策について，宣伝誘

致部会 (8/26, 9 /15)で観光土産品店推

奨制度の実施，観光宣伝印刷物，誘致対策な

どについて審議。

09/22理事会を開き．当面する重要課題

の検討，関係機関に協力方要請。 010/25支

部事務局長会議を開き，支部の運営， 41年度

事業，会員および会費増方針などについて審

議。 012/27常任理事会を開き， 41年度事業

計画および収支予算，観光総合案内所の設置
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などについて審議。 01/19常任理事会を開

き， 41年度重点事業方針，収支予算，観光総

合案内所の設立計画などについて審議。 0本

道の観光総合案内所を東京の都心に，また受

入体制の一環として，道観連事務局が人居を

予定している道経済センターに札幌案内所を

設置すべく，関係機関および関係業界代表と

数度にわたり協議を行う。 05/31福岡市で

開かれた日本観光協会総会， 7/1網走市で

開かれた同協会道支部総会に出席。0その他

会員，関係団体主催の会議，行事などに参加。

（観光振興推進〕各市町村の要請に応じ，

日本観光協会の協力を得て次の地域の観光診

断を行った。今金町，瀬棚町，島牧村，寿都

町，占冠村，愛別町，標津町，紋別市，苫小

牧市，豊浦町。〇道議員と政策懇談会 (10/

30)，また観光議員連盟との懇談会(11/19)

などを開き，関係業界や各地域の当面する課

題や諸問題を訴え，本道の観光振興のため道

の強い行政指導と助成を求めることに対し積

極的な協力を要請した。〇道と観光事業地区

別打合せ会議（ブロック会議）を次の日程で

開き，①41年度の重点事業②会員の増強およ

び会費の増額調整③新年度協賛事業等につい

て協議した。道南(11/8江差），道央 (11/

10雷電），道東(11/11十勝川温泉）．道北(11

/13留萌）。

040年 9月，道が立案した「北海道観光振

興基本方策」にこたえ，打合せ会議，推進会

議専門部会等に参加あるいは開催すると同

時に，振興対策または基本方策と積極的に取

り組み，とりあえず準備段階として各種資料

の収集などを図る。〇事業活動強化と運営を

円滑にするため，支部，支所の設置促進を図

ってきたが，年度内に十勝 (7月），日高（同）．

網走（同）．空知 (12月）の設立により，全支

部，支所の設置が完了した。

〔宣伝誘致活動）〇道内各地の紹介と誘致

活動強化のため，パンフレット「北海道」．

「秋の北海道」・「冬の北海道」を作成配布し

た。また地域関係団体の協賛により，ポスタ

-「北湯沢温泉」，「雷電海岸」，英文フォル

ダー「HOKKAIDO」，観光カレンダー，パン

フレット「北海道の旅」（道南編）を作成。

〇道，国鉄，毎日新聞社と共催， 7 /12~ 9 

/28次の 5会場で観光展「北海道の秋と冬」

開催。東京（高島屋），大阪（同）名古屋（名

鉄），福岡（玉屋），青森（松木屋）。〇毎日新

聞社と共催で， 3名のミススズランを選び，

使節団を編成して東京，大阪，京都，名古屋，

福岡，北九州の各市を訪問 (6/7~17)道

知事，札幌・函館両市長のメッセージとスズ

ランの花束を各都県知事，市長はじめ本道ゆ

かりの人たちに贈呈した。〇秋と冬の観光展

開催を機会に，東京会場 (7/27~ 8 / 1) 

で「北海道観光まつり」を開催，主要観光地

の郷土民芸品や味覚などを紹介，アトラクシ

ョンとして北海盆歌， ‘ノーラン節，カッパお

どり，アイヌ舞踊を披露した。

〇観光ポスターの資質向上をねらい，各地

で作成した観光ポスターのコンクールを開催

(3月），審査の結果次の作品が入賞した。

金賞（該当なし），銀賞「阿寒」（阿寒観光汽

船），同「層雲峡」（層雲峡観光協会），奨励

賞「くしろ」（釧路観光協会），「大沼」（七飯

町），「登別温泉」（登別温泉観光協会），「積

丹と雷電へ定期観光バス」（中央バス），「ま

しけ」（増毛町観光協会）。〇観光リーフレッ

ト，パンフレット等の資質向上を図るため，

これら印刷物のコンクールを開催したが，金

賞，銀賞の該当作品がなく，奨励賞として，

「くしろ」（釧路市，同観光協会）など 8点が

選ばれた。〇道，国鉄道支社と共催で，秋と

冬の観光ポスターの原画を広く全国から募集

した (9月）。〇道，国鉄道支社，毎日新聞社

と共催で第 7回観光写真コンテストを実施。

審査の結果，白黒の部で特選 5点，入選40点，

カラーの部で推せん 1点，特選 4点．入選40

点を選ぶ。 010/22~24山と旅の北海道出版

昧と共催，札幌の勧銀ビルで「北海道冬山と

観光展」開催。

（受入体制の整備〕〇道，札幌市，道貿易

物産振興会，道商連らと共催， 5 /11~16札

幌丸井百貨店で第 6回観光土産品展示即売会
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を開く。出品約4,000点，道観連会長賞は大

雪創木社（留辺薬町）の「上向ヒ°リカ」に贈

られた。 04月上旬から 7月中旬にかけ．主

な観光地の接客従業員を対象に道内 5地区で

サービス講習会を実施した。 04~5月（準

備啓発期間） 6月（強調月間） 7~9月（実

践強化期間）間に「観光客を親切に迎える運

動」が展開されたが．実践者の中から 5団体，

7事業所． 11個人を選び， 2/7ローヤルホ

テルで表彰式を行った。

〇観光土産品推奨制度の推進。土産品に対

する苦情一掃のため，品質の改善と販売の適

正化を図って計画されたこの制度は．宣伝誘

致部会で検討され，具体策は小委員会 (1/ 

18, 2 /14)に付託した結果． 3/9に観光

土産品推奨委員が発足同委員会規程を作成し

て会長に村林良夫氏（道商工指導センター副

会長）を選んだ。なおこの制度は41年度から

実施になる。

02月上旬，スキー観光団の一員として

「旅」「新ハイキング」「岳人」「山と渓谷」

「ブルーガイド」各誌の記者を招へい．主要

スキー場を案内して感想や要望を聞くのとあ

わせ，本道の PRを要請した。〇道，全日空，

国鉄，日観協道支部と共催で，大手旅行業者

として日本交通公社はじめ 9社の第一線幹部

クラス32名を招き，札幌～定山渓～網走～層

雲峡～旭川～札幌のコースで案内．感想や要

望をまとめるのとあわせ．冬季間の送客につ

いて協力を要請した。 02 /23~25日観協道

支部と共催．札幌の中小企業会館で観光冬季

大学を開く。講師は鈴木忠義東大助教授ら 7

氏．助言者は横山勝義国鉄道支社長ら 4氏で，

観光関係者50余名が受講した。〇観光列車工

ルム号 (5月）．スズラン観光団 (6月），ソ

連観光団 (10月）など来道観光団に花束贈呈。

〔調査研究等の実施〕 010/27~11/5の

日程で先進観光地である九州一円の調査と．

南から北の国北海道への誘致を兼ねた誘致調

査団（河合佐治三愛観光常務）を派遣。福岡

と宮崎市で懇談会を開いた。 010/20~22地

元観光協会の要請により道が実施した洞爺湖

温泉の消費額調査に参加。 010月に開通した

日勝道路（日高町～清水町）の視察会 (11/

l)に参加。〇道などが主催した冬季観光視

察団に参加，山形，長野，新潟各県の冬季観

光状況を視察した。〇洞爺湖水まつり，登別

地獄まつり，大沼雪と氷の祭典，さっぽろ雪

まつり，網走流氷まつり，旭川冬まつりなど

各地の行催事を視察，賓料の収集など図る。

〔機関紙の発行〕〇機関紙「北海道の観光」

No.114~118号発行。

九州へ誘致調査団派遺

i ― i 

i 41年度昭41.4-42.3

-------！ 
〔総括的事項〕 04/12常任理事会を開き

理事会および通常総会提出議案審議． 4/28 

同総会提出議案審議。 05/10理事会を開き

通常総会提出議案審議。 05/19阿寒町阿寒

湖畔ニュー阿寒ホテルにおいて昭和41年度通

常総会開催。 40年度事業報告．同収支決算承

認に次いで41年度事業計画及び収支予算決

定，定款改正で理事70人，常任理事25人に増

員，専務理事をおくこととする。 08/9理

事会を開き専務理事，増員の常任理事選出，

各専門部会付託事項などの審議。 08/10常

任理事会を開き専門部会の構成について審

議会費額決定。 02/22常任理事会を開き

臨時総会の開催を決める。 03/18札幌グラ

ンドホテルにおいて臨時総会を開いて， 42年

度事業方針および予算構想について審議，暫

定予算の決定。引き続き「北海道の観光をさ
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かんにする全道大会」開催。

〇各専門部会 5 /14総会提出議案につい

て，8/10付託事項について， 11/7新年度事業

構想と観光案内所の運営について総務部会

を， 8/10付託事項について， 11/2会員要

望事項について開発振典部会を， 8/10付託

事項について， 11/15スキーと温泉展開催．

冬まつり行事の助成について宣伝誘致部会を

開く。 〇観光総合案内所運営委員会 5 /17, 

7 /20通常委員会を， 9/2常任委員会を開

く。09/5支部事務局長会議を開き，冬季

観光行事の育成．広域宣伝印刷物の作成，新

年度重点事業，組織強化などについて審議。

〔観光事業の推進〕〇通常総会で採択され

た会員提案事項，その後会員から提出された

要望事項について，専門部会等で整理検討の

結果，それぞれ関係機関へ提出して実現方を

強く要請した。 09/6道議会において自民

党観光議員連盟と会談，本道観光の現状と当

面の課題について説明，開発振腿について積

極的協力を要請した。〇道観連役員と観光議

員連盟役員と本道の観光開発について懇談会

を開き振興策について要望書を提出。 〇地域

観光開発のため，地元の依頼により雄武町の

観光地診断実施。010/20地域観光推進団体

と協調を図るため，観光事務担当者会議を開

く。〇冬季観光振興対策推進協議会として，

次の部会に参画。 4/26資源受入部会， 4/ 

28宣伝部会， 5 /23冬季振興部会， 7月各部

会，各地冬まつり日程調整。〇次の日程で41

年度観光事業地区別打合せ会議を開く。 11/

22道北， 11/24道東，11/29道南， 12/1道央。

011/25在道物産斡旋機関連絡協議会と観光

交流懇談会開催。

〇支部及び関係団体との協調 支部および

関係団体の行事などに積極的に参加，親睦を深

めると同時に各団体の動向や各地域の事情掌

握に努めた。本年度に役員および事務局担当

者が参加または出席した行事次のとおり。 4

/8日高支部観光振興会議（日高支庁）， ／21

日観連札幌支部総会（洞爺） ／22上川地方管

内観光連盟総会（旭川）， ／24層雲峡観光協会

総会（層雲峡）． ／26札幌観光協会総会（札

幌）． 5 /16道旅館環境衛生同業組合総会（札

幌），／25中小企業対策連絡協議会（札幌）．

/31日本観光協会総会（広島）， 6 /16日本観

光協会道支部総会（帯広）， ／24日本温泉協会

総会（登別）． ／24胆振支部総会（北湯沢），

7/8第20回洞爺湖水まつり（洞爺）．／11渡

島支部総会（恵山）．／16第 2回ポロト湖水ま

つり（白老）， 8/5定山渓かっばまつり（定

山渓）， ／8札幌観光協会創立30年記念式（札

幌）． ／27登別温泉地獄まつり（登別）． 9/ 

5観光北海道を語る懇談会（札幌）． ／9中小

企業対策連絡協議会役員会（札幌）． ／19道央

3温泉修学旅行協議会（札幌）， ／30道東 4支

部観光連絡協議会（＋勝川）， ／30中小企業対

策連絡協議会総会（札幌）， 10/13温泉旅館部

会総会（＋勝川）． ／20層雲峡冬季誘客懇談会

（札幌）． ／27札幌観光協会の修学旅行誘致報

告会（同）， ／28羊ケ丘展望台視察会（同）．

11/ 1ソ連観光団歓迎会（同） ／30渡島支部

総会，同観光振興懇談会（函館）． 12/2観光

民芸品改善懇談会（札幌）． ／9テイネオリン

ピア国鉄バスセンター落成式． 2 /10日本観

光協会道支部連絡会議（札幌）。

〇冬季観光対策として．①冬季サービス料

金の実施推進②各地冬まつり行事の日程調整

に協力⑧冬まつり行事 (17地区）に助成金交

付。03/23~ 4日観協道支部と共催で，各地

域観光関係団体の宣伝業務担当者を対象に観

光写真セ ミナーを開く 。

〔観光宣伝活動の推進〕 〇宣伝印刷物の作

成本道観光の総合的 PRのため．道の助成を

受け広域観光宣伝印刷物を作成することにな

り，各地との協賛事業も含め次の印刷物を作

成配布した。チラシ「北海道周遊案内」 20万．

リーフレット「北海道」 12万，パンフレット

「冬の北海道」 4万．同「北海道の観光冬ま

つり」3万．「北海道観光カレンダー」 1万，

パ ンフレット「HOKKAIDO」3万．ポスタ

-「冬の北海道」 3,000, 同「北海道観光冬

まつり」 3,000,同「春の北海道」 2,000．同

「秋の北海道」（車内吊） 5,200, 同「北海道
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観光夏まつり」 3,000,パンフレット「日勝

道路」 3万2,000,同「ニセコ積丹小樽海岸国

定公園と中山峠」 5万3,000，同「オホーツク

の旅」 4万，ポスター「小樽海岸」 2,000,

同「奥尻島」 2,000, リーフレット「ひがし北

海道」 2万，同「ひがし北海道時刻表」 8万，

同「みなみ北海道」 2万，パンフレット「み

なみ北海道の旅」 1万， リーフレット「大雪

山」 5万，ポスター「白老」 6,500,パンフレ

ット「留萌の観光」 2万1,000, リーフレット

「とかち」 2万4,000,ポスター「積丹半島カ

ブトライン」 2,000。

〇各種行事の開催 5 / 1北海道観光大会

（札幌）， 6/29~30北海道観光夏まつり祈願

祭（札幌～層雲峡），第 6回観光展「北海道の

秋と冬」 (7/19~31東京高島屋， 8/ 9 ~14 

大阪高島屋， 8 /26~31名古屋名鉄， 9/7 

~12静岡田中屋， 9/24~29高松三越）， 41年

度冬のレジャー展 (10/26~11/1東京駅北

ロコンコース）， 41年度「北海道の物産と観光

展」 (11/5 ~ 9秋田木内， 11/24~12/5仙

台丸光， 11/15~20東京高島屋， 11/12~17横

浜同， 12/9 ~14名古屋名鉄， 11/22~27京

都高島屋， 11/22~12/1大阪同， 12/1 ~ 

6福岡玉屋， 12/2 ~ 8熊本太洋， 11/26~

12/ 2鹿児島山形屋， 1/14~21那覇同）「北

海道のスキーと温泉展」 (11/29~12/4札幌

丸井百貨店）。〇道，国道支社，日観協道支部，

毎日新聞社と共催で第 8回北海道観光写真コ

ンテスト実施。〇道，国鉄道支社日観協道支

部，全日空と共催で，大手旅行業者 (1/30 

~ 2/2)報道関係者 (1/29~ 2 / 2) 49 

名を招き，冬の本道の観光事情を紹介，感想

や要望をまとめるのとあわせ，冬の PRと送

客について協力を要請。

〔受入体制の整備〕 〇観光土産品店推奨制

度の実施優良土産品店として，本年度にお

いて136店を推奨店として登録した。（申請件

数156．推奨店136,保留店11，不適格店 9)。

〇観光土産品公正取引協議会結成にあたり．

準備委員団体として北海道協議会結成準備に

参画。〇観光客の接遇改善のため 4月から 3

カ月間．道内41地区においてサービス講習会

を実施。〇観光客を親切に迎える運動で，実

践者として 1団体． 6事業所， 7個人の表彰

を行う。

（調査研究事業〕 06 /23~25渡島支部主

催の道南観光地調査研究会に参加。 010/14

~15十勝支部主催の新得町トムラウシ地区観

光研究会に参加。 08/31~9/2箱根にお

ける日本観光協会主催の観光夏季講座受講。

0日本観光学会秋季総会に出席．観光地視察

に同行（総会10/2小樽，視察10/1~2小

樽周辺）。〇北海道観光便覧41年版発行。〇道

内観光協会実態調査書作成配布。

〔北海道観光案内所の開設〕 〇かねてから

本道観光業界の要望であった観光総合案内所

は．各方面の協力により 6/7東京案内所が，

また 6/11札祝案内所が開設され，一般観光

相談に応じたほかマスコミ関係の取材に協力

資料の配布，映画や写真の貸出しなどを行っ

た。とくに東京案内所は本道の総合観光案内

の窓口として．①宿泊等の手配連絡②旅行業

者等との懇談会開催③後援．協力による団体

客の募集④資料の配布⑤資料の作成⑥巡回写

真展の開催⑦アンケート調査⑧冬の観光事情

紹介のため，関係者の招待．などを実施した。

なお，開設以来初年度の利用状況は次のと

おり。利用件数8,007（観光相談4,263件，資

料配布3,275件．取材協力220件。映画貸出し

48件77本．写真貸出し201件858枚）観光展へ

の協力17件．観光懇談会の開催17回。

〔機関紙および速報の発行〕 〇機関紙「北

東京案内所はこの年に開設された
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海道の観光」 No.119~123号を発行。〇北海道

の観光・速報No.l ~ 6を発行。

i - -＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿ i 

42年度昭42.4~43.3 i 
-・ -• 

〔総括的事項〕 05/20常任理事会，続い

て理事会を開き通常総会提出議案審議。05/

26札幌グランドホテルにおいて昭和42年度通

常総会開催。 41年度事業報告，同収支決算承

認のあと，42年度事業計画及び収支予算決定。

収支予算については道補助金の額により一部

変更する旨の条件付で承認，理事会に付託さ

れる。役員改選により会長の広瀬経ー氏は再

任，定款改正で一名増となった副会長に舟橋

要（札幌観光協会長），浅井正敬（道商工部

長）．鈴木一男（日本交通公社道支社長），

佐々木徳三郎（道旅館環境衛生同業組合理事

長），伊藤琢磨（道バス協会長），南邦夫（登

別観光協会長）の 6氏が選任された。07/14 

理事会を開き，総会から付託された42年度事

業計画及び収支予算について審議，専務理事．

常任理事の選出で専務理事に平沢正文氏を選

任，また，各専門部会を構成，総務部会長に

林孝一氏，宣伝誘致部会長に広瀬昇氏，開発

振興部会長に大野直栄氏を選んだ。 〇同日常

任理事会を開き会費額及び総会における会員

の提案事項等について審議。

〇各専門部会 5/4昭和42年度事業計画

について， 8/7国際観光旅館に対する道東

北開発公庫の融資条件の緩和について，北海

道観光大会の開催について， 9 /11中央関係

当局に対する陳情経過報告，北海道大博壁会

について， 10/20自民党道連支部と政策懇談

会の要望事項について， 12/5昭和43年度収

支予算概算について， 2/6大会誘致業務実

施について， 3/25昭和43年度事業計画及び

収支予算案について， NHK連続TVドラマ

「旅路」の終了お礼について，それぞれ総務

部会を開いて審議。 8/29観光TV宣伝，観

光大会及び宣伝印刷物について， 11/14観光

大会．宣伝印刷物．宣伝事業について， 1/18 

キャッチフレーズの審査について．宣伝誘致

部会を開いて審議。10/4陳清事項について，

12/ 8陳情事項の処理について，開発振興部

会を開いて審議。〇観光案内所運営委員会

4 /11, 10/1]道経済センターで案内所事業

と今後の運営について審議。〇支部事務局長

会議 8 / 942年度事業計画及び収支予算．

宣伝印刷物の作成．観光展．レジャー展などに

ついて打合せ． 2 /21観光情報センター．観

光便覧作成などについての説明打合せのため．

支部事務局長会議を開く 。

〔観光事業の推進〕〇通常総会で採択され

た会員提案事項．その後会員から提出された

要望事項については，専門部会で検討してそ

れぞれ関係機関へ提出．要望について実現方

を強く要請した。 0国際観光旅館に対する北

海道東北開発公庫の融資条件緩和について陳

情団上京。第 1回 9/4~5の 2日間，第 2

回11/1に水田大蔵大臣はじめ関係省庁に対

し．現行の償還期限10年を15年に．貸付利率

8分2厘を 7分5厘程度に引下げることにつ

いて強く要望した。陳情団の構成メンバーは

佐々木徳三郎副会長．平沢正文専務理事．林

孝一，薩一夫．広瀬昇．山本正夫各常任理事。

010/23自民党観光議員連盟． 10/30目民党

政調会と会談．本道観光の現状と当面の課題

について要望書を提出．これらの問題につい

て積極的な協力を要請した。 012/15洞爺湖

湿泉で観光事務担当渚会議を開き． 42年度事

業実施状況や観光展の報告． 43年度事業方針

及び収支予算の概要案などについて説明。

〇冬季観光振興対策として①冬季サービス

料金の実施推進②各地冬まつり行事の日程調

整R各地冬まつり行事 (20地区）に助成金交

付．など行った。〇地域観光開発のため次の

地区の観光地診断をあっせんした。足寄町．

音更町．浜益村．女満別町，鵡川町。 〇地域の

観光問題について．地元業界と関係機関・団

体との話し合いにより身近な問題を究明し．

今後の地域開発をはかるため． 2/2阿寒湖

畔温泉で地区観光懇談会を開催。 0バスガイ

ドの質的向上と．特に本年は開道百年に当た
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るため開拓百年の歴史， これに伴う記念行事

の内容などについて，観光客に適切なガイド

ができるよう，道バス協会と共催で2/22~23 

道バス協会会議室でバスガイド指導者セミナ

ーを開催。 〇支部及び関係団体との協調 支

部及び会員．関係団体の会議．行事などに参

加．親睦を深めると同時に各団体の動向や各

地域の事業掌握に努めた。

（宣伝活動の推進） 0本道観光の総合的P

Rのため．道の助成を受け広域観光宣伝印刷

物を作成することになり．各地との協賛事業

を含め次の印刷物を作成した。チラシ「北海

作成されたパンフレット類

道の周遊案内」 20万，リーフレット「北海道」

12万．パンフレット「北海道」 1万5,000,同

「冬の北海道」 10万，同「北海道観光夏まつ

り」 2万，同「北海道観光冬まつり」 4万「北

海道観光カレンダー」 1万，英文パンフレッ

ト「HOKKAIDO」5万．ポスター「秋の北海

道」「冬の北海道」「花の北海道」「北海道観光

夏まつり」「北海道観光冬まつり」各2,000,（以

上全道的なものとして作成）。パンフレット「オ

ホーツクの旅」 5万，同「サロマ湖」 6万．

同「ひがし北海道」 5万6,000,同「みなみ北

海道の旅」 1万．同「支笏涸爺国立公園」

5万8,000,同「日高の旅」 2万3,000,同「宗

谷の観光」 2万3,000，同「大雪山」7万5,000,

同「大雪山国立公園層雲峡」 1万8,000，同「サ

ロマ湖と周辺の観光」 2万，リーフレット「オ

ホーツクの観光」 2万3,000, ポスター「ニ

セコ高原」「利尻・礼文」「サロマ湖」各2,000,

（以上協賛事業として作成）。

〇各種行事の開催 秋・冬に観光客の誘致

をはかるため， 7 /14~19東京西武， 7 /28 

~8/1名古屋名鉄， 8/23~27大阪高島屋，

8 / 1 ~13京都高島屋， 9 /12~18静岡田中

屋以上 5会場で観光展「北海道の秋と冬」

開催。 7/ 1層雲峡で北海道「夏まつり」祈

願祭。11/1東京神田共立講堂で北海道「観光

のタベ」開催，都民に本道出身芸能人のアト

ラクション，郷士芸能として登別の北海太鼓，

積丹の鰊場音頑の披露，映画「旅路」の試写

などで北海道の PRを。北海道のスキー場を

PRし，冬季観光客の誘致をはかるため11/17

~22東京西武， 12/18~24札幌丸井で「冬の

レジャー展」開催。 11/3秋田木内デパート

を皮切りに道外の主要都市12市13会場で「北

海道物産と観光展」を共催。道，国鉄道支社，

毎日新聞社と共催で観光写真コンテストを実

施。毎日新聞社と共催で 5/24~ 6 / 1東京，

大阪，京都，名古屋，福岡，北九州ヘスズラ

ン嬢を派遣した。

〇札幌市，札幌観光協会と共催で，東北地

方へ修学旅行誘致調査団を派遣。 〇冬季観光

客の誘致をはかるため， 11/21東京赤坂プリ

ンスホテルで大手旅行業者と懇談会を開き，

冬の北海道の観光事情について説明，送客方

について協力を要請。〇国鉄道支社と共同で，

43年3月中17回にわたり TBSから関東一円

に， TVスポットにより「春の観光北海道」

をPR。O北海道のすばらしさをーロで表現

する，キャッチフレーズを毎日新聞社と共催

で全国から募集し， 2万 5千余点に及ぶ応募

作品を審査の結果，「雄大な自然のふるさと北

海道」を観光北海道にふさわしいものとして

とりあげた。

〔受入れ体制の整備〕 05/17札幌で観光

土産品店推奨委員会を開き，推奨店として新

しく 18店を指定，これで推奨店は昨年と合わ

せ154店となった。〇観光土産品の質的向上

をはかるため，道，道貿易物産振興会と共催

5 / 9 ~14札幌丸井百貨店で第 8回観光民芸

品展開催。〇観光客の接遇改善のため 4月か

- 54 -



ら3カ月間，道内32地区においてサービス講

習会実施。〇道，道新生活運動協議会などと共

催， 12/2「冬の生活を明る＜楽しくする運

動」の啓発ハ°レード実施。 〇道，日観協道支

部と共催で「観光客を親切に迎える運動」を

推進，この実践者として， 2/7札幌グランド

ホテルで 3団体． 6事業所， 15個人を表彰した(

〔調査研究事業〕〇積丹半島横断道路及び

西海岸航路，支笏湖畔有料道路の調査実施。

〔機関紙及び速報の発行〕 〇機関紙「北海

道の観光」 No.124~126号，北海道の観光速報

N(l7 ~12を発行。

〔北海道観光案内所の運営〕〇観光客の誘

致では， ①全国大会等の誘致対策として， 43

~44年度に開催される全国大会等について継

続調査②大手旅行業者との連絡を緊密化する

一方，特に農協関係， 全国旅行業協会関係の

観光客誘致に重点をおいて実施③旅行業者か

ら宿泊，バス等について予約手配のための照

会，仲介を依顆されたのは延べ 1万3,796人に

及んだ。またバス予約の照会は74台，個人客

で旅行業者に紹介したのは1,401人であった。

〇宣伝活動として，①マスコ ミの対応に努め

たが，特にテレビドラマ（石狩平野，太陽野

郎など）への協力，週刊誌，旅行雑誌等への

協力に重点をおいてきた②都内近郊での観光

展は20カ所を越えたが，これらに資料を配付

するほか，とくに重点とした12会場には職員

を派遺して案内所を設けた③後楽園で北海道

観光ナイターを実施④各種団体， 学校等の映

画会の開催に協力⑤宣伝マッチ 125万個を作

成配付⑥学校，デパート等に152枚の写真パ

ネルの貸出し。 〇案内業務は，開設時の41年

度に比べ約 3倍の 2万3,000件に達した。

b _ ＿99 -- - - ―•一-- -—- -.., 
j 
i 43年度昭43.4~44.3 j i 

←------•一ー·- -----j 

〔総括的事項〕 04/18常任理事会，続い

て理事会を開き通常総会提出議案審議。 04

/26定山険温泉ホテル鹿の湯において昭和43

年度通常総会開催， 42年度事業報告，同収支

決算承認のあと， 43年度事業計画及び収支予

算決定。 〇各専門部会 5 /31観光情報セン

ター運営委員会の設置について． 7 /23昭和

43年度事業中間報告と今後の事業活動につい

て， 8/30自民党道連との政策懇談会に提出

する要望事項について， 12/9昭和44年度収

支予算案について，それぞれ総務部会を開い

て審議， 8 /19昭和43年度宣伝誘致事業につ

いて， 10/25昭和43,44年度の宣伝印刷物，

行催事について宣伝誘致部会を開いて審議。

0 4 /11, 11/18, 1 /30観光案内所運営委

員会を開き，案内所事業と今後の運営について

審議。 〇支部事務局長会議 5 /15本年度事

業計画及び収支予算．宣伝印刷物の作成．行

催事などについて説明のため， 3 /27新年度

事業について打合わせのため，支部事務局長

会議を開く。 〇観光清報センターの円滑なる

運営を図るため， 6/26,8/6, 9/18, 3 /14 

の4回にわたり観光情報センター運営委員会

（委員13名）を開く 。

〔観光事業の推進〕 〇通常総会で採択され

た会員提案事項と観光事業の振興を図るため

の要望事項については，それぞれ関係機関へ

要望書を提出するとともに．その実現方を強

く要請。 09/4道議会自民党会議室で．本

道の観光の現状と当面の課題について要望書

を提出，これらの件について積極的な協力を

要請。 010/22開かれた自民党観光議員連盟

の総会に佐々木，鈴沐両副会長が出席，本道

観光事業の振興を図るための当面の課題につ

いて，提案説明するとともに要望書を提出し

て協力要請。 012/26札幌グランドホテルで

那須正信道副知事と本道観光振典のため当面

する諸問題について懇談。 010/3逍商工部

長と外郭団体との政策懇談会に佐々木副会長

が出席．観光事業の振興を図るための諸施策

について懇談するとともに，要望書を提出し

た。012/12洞爺湖温泉ホテルで観光事務担

当者会議を開き， 43年度事業の中間報告と44

年度協賛事業について説明。〇冬季観光振興

対策として①冬季サービス料金の実施推進

②各地冬まつり行事の日程調整③各地冬まつ
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り行事 (25地区）に助成金交付，など行った。

〇地域観光開発のため次の地区の観光診断を

あっせんした。士別市，湧別町，佐呂間町，常

呂町，士幌町，恵庭町，島牧村。01/24函館

市で，道南地域の観光問題について地元業界

と関係機関及び団体の役員などの出席を求め

地区観光懇談会開催。〇北海道観光情報No.25

~36号発行。 0前年度作成の観光便覧を増刷

発行し，関係機関に配付。 0日本観光協会道

支部主催の冬季観光資源（丹頂鶴，白鳥，流氷）

の視察に参加。

〔観光宣伝活動の推進〕 0本道観光の総合

的PRのため，道の助成を受け広域観光宣伝

印刷物の作成と，各地との協賛事業も含め次

の印刷物を作成した。ポスター「花の北海道」

「秋の北海道」「冬の北海道」「観光夏まつり」

「観光冬まつり」計 1万1,000, チラシ「北海

道の周遊案内」 20万，リーフレット「北海道」

14万，パンフレット「北海道」 1万5,000同「観

光夏まつり」 2万，同「冬の北海道」 10万，

「観光冬まつり」 6万，英文パンフレット

「HOKKAIDO」3万，「北海道観光カレンダ

ー」 1万，「観光バス道路図」 1万，（以上全

道的なものとして作成，計59万6,000部）。チラ

シ「宗谷の観光」11万5,000,リーフレット「オ

ホーツクの観光」 2万3,000同「宗谷の観光」

4万5,000,同「ひがし北海道」 5万7,500,

同「花の北海道」 18万2,110,パンフレット「大

雪山」 3万4,500，同「後志の観光」 3万4,500,

同「サロマ湖と周辺の観光」 2万3,000，同「支

笏洞爺国立公園」 5万2,000,ポスター「江差」

「北湯沢」「北の峯」各2,000，同「白老」「臨

海温泉」各5,000,（以上協賛事業として作成計

58万2,610部）。

〇各種宣伝行事の開催 秋・冬の観光客の

誘致をはかるため， 7/ 6 ~16東京西武， 7/

26~31名古屋名鉄， 8 / 6 ~11京都高島屋，

8 /13~18大阪高島屋， 9/ 5 ~10千葉奈良

屋，以上 5会場で観光展「北海道の秋と冬」

開催。 11/1秋田木内デパートを皮切りに道

外の主要都市19市20会場で「北海道の物産と

観光展」共催。観光シーズンの延長と春の観

光客誘致のため，国鉄，日本観光協会主催の

「花の北海道展」を後援，カラーコルトンの展

示， リーフレット花の北海道の作成，相談員

派遺などで協力。道内のスキー場，温泉，冬

まつりを PRし，冬季観光客の誘致をはかる

ため， 11/12~17東京高島屋， 12/17~22札

幌丸井で「冬のレジャー展」開催。 6/2北

海道神宮で北海道観光「夏まつり」祈願祭。

10/14東京大手町サンケイ会館で祝北海道百

年「観光の集い」開催，本道出身芸能人のア

トラクション，北海太鼓，観光映画「北海道物

語」の上映，政治評論家藤原弘達氏の「北海

道の観光について」の講演で観光北海道の P

Rをした。

011/13東京の国際観光会館で，観光客の

誘致を図るため都内の私鉄，バス会社を招き

本道の観光について懇談会を開いた。 011/

27大阪高島屋百貨店に市内の旅行業者などを

招き観光客誘致懇談会を開催。 011/28新宿

ステーションビルに都内の私立，公立高校の

修学旅行担当者を招き修学旅行誘致懇談会を

開催。 010/13~20の日程で青森，秋田，岩

手の 3県に修学旅行誘致調査団 (27名）を派

遺。 02月から 3月にかけ， NTVから52回

にわたり関東一円にテレビスポットによる観

光宣伝を実施。

〔受入れ体制の整備〕〇観光土産品店協会

の設立 観光土産品の質的向上，販売価格の

適正化，経営の安定化，その他観光土産品業

者の当面している問題の解決を図るためには

業者が一丸となった協力体制が必要であり，

その組織づくりが各方面から強く要望されて

いたので，道観連では業者と再三にわたる打

合わせを行い，協会の設立を推進してきたが

4月16日「北海道観光土産品店協会」の設立

をみた。

06/19道経済センターで観光土産品店推

奨委員会を開き，推奨店として新しく 8店を

指定，これで推奨店は162店となった。 〇道，

道貿易物産振興会と共催， 5/14~19札幌

丸井百貨店で第 9回観光民芸品展開催。 〇観

光客の接遇改善のため，道内28地区でサービ
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ス講習会実施。〇道，道新生活運動協議会な

どと共催，「冬の生活を明る＜楽しくする運

動」実施。〇道，日観協道支部と共催で「観

光客を親切に迎える運動」を推進，この実践

者として 3/17札幌グランドホテルで 1団体，

7事業所， 8個人を表彰。 0宣伝業務の実際

について研修するため， 1 /28~29道経済セ

ンターで「観光PRセミナー」開催。

〔観光情報センターの運営） 0この年は開

道百年に当たり，種々の記念行事，各種全国

大会・全道大会などが開催されたので，全道

的な受入れ体制を広く道内外に周知するため

道の重点施策のひとつとして「北海道観光情

報センター」が 4/17設置された。

道観連がその運営を担当し，道内のホテル

・旅館，ユースホステル，貸切バス，航空会

社の 4月～ 9月の毎日の予約状況と道路事情

その他観光情報を毎週水曜日，地方から札幌

の中央センターに送信された情報を集約し，

この全情報を編集して印刷物にし， 4月～ 9

月にかけ24回にわたり全国の旅行あっせん業

者，関係先など約800カ所に送付した。

〔北海道博覧会観光施設の開設〕 06/14

~8/18の66日間，札幌真詢内で北海道百年

記念「北海道大博覧会」が開催され，道内の

各市町村，観光協会の協力を得て，会場の一

部に観光と物産館を開設し，観光北海道の P

Rに努めた。

（観光案内所の運営〕〇東京案内所ではま

ず誘致業務として，旅行あっせん業者及び交

通機関関係者との連絡を緊密にし，資料や情

報の提供を積極的に行うとともに，新しい旅

行商品の開発をすすめ，あるいは手配等に協

力して送客を増加してもらうことを，日常業

務の最重点として実行してきた。なお，旅行

あっせん業者から依頼があって連絡をとった

のは，宿泊85件6,441人，バス31件7,500人。

また，対象別に 7回誘致懇談会を開いたほか

全国大会の開催状況を調査し，誘致団体をリ

ストアップして折衝をはじめた。

0宣伝業務では，日刊紙，スポーツ紙及び

週刊誌，旅行関係図書あるいはテレビ，映画

関係との連絡を密にし．情報提供．取材協力

を積極的にして．北海道の観光地が広く紹介

されるように努めた。取材関係384件。次に

資料・情報の提供では①道内から送付された

パンフレット，ポスターなど約16万部を効果

的に配付②「観光情報」 12回各40部を報道関

係に配付③観光映画の貸出し年間57件97本で

観覧人員は 1万8,242人④写真の貸出し年間

204件1,059枚⑤ポスターの提供は264件，

901枚。このほか都内及び周辺都市で開催ま

たは協力した観光展は31会場で．このうち 9

会場に相談員を派遣した。

〇案内業務では．年間の観光相談をみると

日程2,785人，交通4,131人．宿泊1,950人，

その他2,557人で計 1万1,423人。資料だけ

の希望は1万1,036人．宿泊の予約希望は35件．

448人で．これらは旅行業者へ紹介した。

〇調査業務として．調査または資料をとり

まとめて報告したものは10種類であった。

「―••ー·―•—••一•一·--------••1

. 44年 度 昭44.4-45.3 j 
i _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ -------」

〔総会・役員会〕 04/18理事会を開き，

通常総会提出議案審議。 04/25札幌パーク

ホテルにおいて昭和44年度通常総会開催， 43

年度事業報告．収支決算承認のあと． 44年度

事業計画及び収支予算決定。 05/20理事会

を開き専務理事．常任理事を互選．第 1回「花

の北海道まつり」開催要領を審議。 06/24

常任理事会を開き，観光展「北海道の秋と冬」

開催計画その他を審議。 08/8常任理事会

を開き，花の北海道まつり実行委員委嘱につ

いて審議。 09/12常任理事会を開き，観光

セミナー開催について審議。 01/21常任理

事会を開き，昭和45年度事業計画及び予算編

成方針について審議，また春日井専務理事を

東京案内所専任とすることを決め，かつ事務

局長採用について了解を得る。

〇各専門部会 4/2新年度の組織強化に

ついて， 7/8組織強化策について， 9/2寮

・クラプ対策特別委員会を設置し，政策懇談
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会を開くことについて，それぞれ総務部会を

開いて審議， 4/2新年度の重点施策につい

て， 7/8宣伝誘致業務の基本的あり方につ

いて， 8/18万博開催時の誘致対策について

宣伝誘致部会を開いて審議， 7/8開発振輿

部会を開いて地方観光振典方策について審議。

〇観光案内所運営委員会 6/18道経済セ

ンターで観光案内所運営委員会を開き，案内

所の運営について審議， 1/16ホテル丸惣で

同委員会を開き，案内所の運営について審議

東京案内所に春日井専務理事を専任とするこ

とを決める。

〔観光事業の推進〕〇通常総会で採択され

た観光開発に関する会員の要望，あるいは本

道の観光振典上当面する諸問題等について，

専門部会等で検討のあと関係機関にそれぞれ

要望書を提出．これが実現方を強く要請した。

07 /12道警本部防犯部長らと開いた懇談会

に佐々木，柴野副会長，林．金川常任理事．

春日井専務理事が出席，観光地における風俗

営業の規制等について意見を交換し，事故防

止などについても指導協力を要請。 09/16

各専門部会長及び専務理事が，自民党道連政

調会に観光事業推進についての要望書を提出

積極的な協力を要請。 02/28定山険で全道

観光事務担当者会議を開き，新年度の観光振

興策などについて広く意見を求めた。 06/

23標津町において管内市町村，観光協会，関係

業者を対象とした根室地区観光振典懇談会を

開催，関係機関の助言を受けながら地域の観

光開発について意見を交換した。

〇地域の観光開発のため，会員の依頼を受

け次の 7地区の観光診断調査を実施した。中

頓別町，神恵内村，名寄市，上砂川町，大滝

村，清水町，留寿都村。〇各地で催された冬

季観光行事振興のため， 23行事に助成金を交

付。〇神恵内村の依頼に応じ， 2/24札幌市

において関係機関，旅行業者を招き，西積丹

地区PRの懇談会を開催。 011/6~10みな

み北海道観光連盟主催の道南観光圏調査研修

会に参加。 010/9札幌グランドホテルで，

岩切宮崎交通会長，萩原北炭観光開発社長ら

を講師に「北海道観光セミナー」を開催。 O
2 /15札幌で開かれた．日本観光協会主催の

北海道地方観光セミナーに協力。〇道内の観

光事情を紹介した「45年版北海道観光便覧」

を発行。〇会員の機関紙「どうかんれん」 Na

127~133号を発行。〇主に道外の関係機関．

旅行業者．報道機関を対象に．最新の観光二

ュースを内容とした「北海道の観光情報」 Nn

37~47号を作成配付した。

（観光宣伝活動の推進〕 0本道観光の総合

的な宣伝活動強化のため．次の印刷物を作成。

ポスター「花の北海道」「 4白旅行」「北海道」

（国電中吊り）各2,000,同「観光冬まつり」

1万．チラシ「北海道へどうぞ」 30万．リー

フレット「北海道」 17万，パンフレット「冬

の北海道」 15万．英文パンフレット「HOK

KAI DO」3万，「北海道観光カレンダー」

1万．「観光バス道路図」 1万，ポスター「大

雪山」「網走国定公園」「ニセコ高原」各2,000,

リーフレット「ひがし北海道」 3万，同「宗

谷の観光」 4万．パンフレット「留萌地方の

観光」 2万．同「大雪山」 2万同「おびひろ

とかち」 4万．同「支笏洞爺」 5万．同「サ

ロマ湖とその周辺」．同「道央観光」 10万．

同「みなみ北海道」 3万．同「利尻・礼文」

10万．計114万2,000部。

〇各種宣伝行事の開催通年化対策として秋

・冬の観光客の誘致をはかるため． 7/18~22 

東京西武． 7/25~30名古屋名鉄． 8/8~

13金沢丸越． 8/20~24大阪高島屋． 9/4

~9千葉奈良屋．以上 5会場で観光展「北海

道の秋と冬」開催。 10/30秋田市木内百貨店

はじめ．道外の主要都市23会場（主催12,後

援11会場）で「北海道の物産と観光展」共催。

春の観光客誘致のため．国鉄道支社．日観協

道支部などと共催． 2/14~ 3 / 1東京会場．

3 /15~ 4 / 大阪会場． 4/18~30名古屋

会場で「花の北海道展」開催。

〇春の北海道を道内外に紹介宣伝のため．

5 /31北海道神宮で観光祈願祭．翌 6月 1日

道内の代表的郷土芸能を札幌に集め．第 1回

「花の北海道まつり」を開催した。当日参加
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した郷土芸能は松前の松前神楽．江差の餅つ

きばやし．積丹の正調鰊場音頭．登別の北海

太鼓．札幌のすすきの音頭と定山淡かっぱ踊

り．旭川のイオマンテ．白糠の駒踊り．音別

のフキまつり音頭，釧路の蝦夷太鼓，網走の

オロチョンの火まつり．の11団体。

第1回花の北海道まつり

本道の冬の美しさ．雄大なスキー場．温泉．

味覚などを道内外に紹介し．冬季観光客の誘

致をはかるため． 11/11~16東京高島屋． 11

/25~30札幌デパート中心街で「冬のレジャ

ー展」開催．特に本年は道バス協会の協力で

バスガイドを派遺，また東京会場ではスキー

ファッションショーなど催した。 11/4東京

都内の旅行業者及び報道関係者約400名を八

芳園に招いて北海道「観光の集い」を開催。

3 /25~ 4 / 6東京駅ほかで開かれた，国鉄

主催の「全国周遊の旅展」に資料の提供や観

光相談員の派遺などにより協力．また11/24

~29東京駅で催された「全国スキー・スケー

ト展」にも同様に協力。

0日本交通公社と全日空が東京都内の報道

関係者20名を本道に招待した機会に． 11/26

札幌で懇談会を開いて本道の観光事情を説明。

神奈川県旅行業協会視察団が来道を機会に，

8/24懇談会を開き送客方を依頼。8/20阪

急ビルに大阪市内の旅行業者を招いて観光客

誘致懇談を開く (15社出席）。 次いで11/5

精養軒に横浜市内の旅行業者を招き同様の懇

談会を開く (50社出席）。日本交通公社研修

旅行団の来道を機会に．札幌で北海道観光の

説明会 (3回． 1回約 100名）を開催。道外

主要都市に修学旅行誘致も含む．北海道観光

旅行誘致団を派遺．旅行業者及び関係者に本

道観光の現況を説明し送客を依頼した。第 1

班10/28~11/1北陸東海地区（新潟．名古

屋で懇談会）．第 2班10/6~9北東北地区

（青森．弘前，秋田，盛岡．八戸で懇談会）

第3班10/20~25南東北・東京地区（仙台．

山形．福島，東京で懇談会）。ほかに．関東

地区を対象に 2月～ 3月NTVから58回テレ

ビスポットによる PR。

（受入体制の整備）〇観光土産品店協会育

成のためその事業に協力したほか．観光土産

品の改善のため．道及び協会と共催で弟子屈

阿寒．稚内で講習会開催。 〇観光土産品の紹

介宣伝と質的向上をはかり．道．道貿易物産

振輿会と共催． 5/ 9 ~13旭川マルカツ百貨

店で北海道観光土産品展開催。〇前記観光土

産品展の入賞作品に新作優秀作品を加え． 3

/6 ~11東京小田急百貨店で第 1回北海道秀

作民芸品展を関係団体と共催。 〇観光客の接

遇改善と安全確保をはかり．旭川市はじめ20

市町村でサービス講習会を実施。〇冬の生活

環境改善のため道，道新生活運動協会と共催

で． 12月から 3月にかけ「冬の生活を明る＜

楽しくする運動」を実施。 〇道．日本観光協

会と共催で， 5月から10月にかけ「観光客を

親切に迎える運動」を実施。

〔東京案内所の業務〕〇誘致業務では．104

社の旅行業者に．観光コース．貸切バス．宿

泊等の相談及び予約．手配などについて協力

したほか， 10/16大雪山観光連盟が主体の修

学旅行誘致懇談会開催． 6/5全日空と日本

交通公社主催の「日本の休日」旅行． 6/10

国鉄観光号第 1陣の出発にそれぞれ花束贈呈。

〇宣伝業務では．特にマスコミ関係者との

連絡を密にし．情報提供．取材協力を積極化

して．北海道の紹介宣伝に努めた。取材関係

154件。次に資料・情報の提供では①道内各

地から送付されたパンフレット類約19万部配

布②観光映画の貸出し年間91本154回で観覧人

員は 1万1,566人③写真の貸出し白黒 177件

696枚．カラーネガ101件410 ④ポスターの提
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供は354件1,248枚⑤写真パネルの提供20件91

枚。また．都内及び周辺都市で開催または協

力した観光展等の催しは21会場にのばった。

〇案内業務では．年間の観光相談が日程

3,295人．交通2,142人．宿泊1,282人．その

他1,584人で計8,303人．資料だけの希望は

7,780人．郵送による相談は515件に及んだ。

〇調査業務では．調査または資料をとりま

とめたものは次のとおりである。①国鉄北海

道観光号の輸送計画及び利用状況②旅行業者

によるスキー団体募集計画数③旅行業者によ

る北海道観光募集計画④旅行業者による北海

道観光募集計画に使用するチラシ．ポスター

の各社別作成部数⑤旅行業者による秋・冬の

観光団募集計画（各社別） R国鉄北海道観光

号による 6. 7月の輸送実数⑦秋の都内あっ

旋業者の動きについて⑧昭和45年度業者別北

海道スキー募集計画⑨日本観光協会による一

般旅行客の動向等について（アンケート） ⑩ 

さっぽろ雪まつり観光団業者別募集計画・送

客実数⑪航空•国鉄（観光号）の塔乗率及び

乗車率（各月別）

「----------―•一••Oi
: 45年度昭45.4-46.3 l ！ ・・-- ・・ ---- - --- - -』

〔総会・役員会〕 05/11理事会を開き．

通常総会提出議案審議。 05/19札幌ローヤ

ルホテルにおいて昭和45年度通常総会開催，

44年度事業報告，収支決算承認のあと， 45年

度事業計画及び収支予算決定。 10/29常任理

事会，続いて理事会を開き臨時総会開催につ

いて審議。 012/1札幌グランドホテルにお

いて臨時総会開催，定款の改正，会費増額，

事務局の強化など体質改善策を決めたほか，

役員改選を行い新会長に舟橋要氏（道観連副

会長・札幌観光協会長），欠員中の専務理事に

斎藤丈武氏（札幌商工会議所常務）を選任し

た。 03/10常任理事会を開き， 45年度収支

予算更生， 46年度通常総会及び観光事業振興

方陳情等について審議。

〇各専門部会 5 / 1通常総会提案事項に

ついて． 9/30組織体制の強化について，総

務部会を開いて審議， 5 / 1本年度関係事業

について宣伝誘致部会を開いて審議。

〇観光案内所運営委員会 5 /11ホテル丸

惣で観光案内所運営委員会を開き．東京．大阪

案内所の運営．人事等について審議。

〔観光振興事業〕〇会員の要望．総会提案

事項のうち．本道の観光事業推進についてそ

れぞれ関係機関に実現方を要請．陳情。〇冬

季観光振興のため．道内各地で行われた冬ま

つりなど24行事に対し助成を行った。〇地域

観光開発として，関係団体の依頼により中標

津町，穂別町．岩見沢市．東川町．新冠町．

奈井江町，戸井町．洞爺村．江別市，以上 9

市町村の観光診断調査を実施。 010/22札幌

で開かれた道町村会主催の新行政公聴懇談会

において．「地域振興方策として観光開発の

あり方」について．金川常任理事より提言を

行った。〇道内の観光事情把握のため．大雪

山．洞爺．野幌原始林．斜里スキー場．各地

冬まつり等の調査．資料などを収集。 0機関

紙「どうかんれん」 No.134~141号を発行。 O
「北海道の観光情報」 No.48を作成配付。 044

年度事業として作成した「45年版北海道観光

便覧」を増刷頒布。 03/22~23洞爺湖温泉

で「観光施設セミナー」開催。

〔観光宣伝誘致事業〕 0本道観光の総合的

な宣伝活動を図るため．次の印刷物を作成。

ポスター「花の北海道」「観光冬まつり」「北

海道」（国電中吊り・ 4種類）各2,000, チラ

シ「北海道周遊案内」 30万．リーフレット「北

海道」 17万，パンフレット「冬の北海道」 9

万．同英文パンフレット「HOKKAIDO」

3万， 「北海道観光カレンダー」 1万「北海

道観光道路図」 1万．パンフレット「大雪山」

3万．同「おびひろ・とかち」 4万同「＋勝」

2万，同「サロマ湖と周辺の観光」 2万2,000.

同「利尻・礼文」 8万．同「道央観光」 5万．

リーフレット「神秘と自然」 5万．同「北オ

ホーツクの観光」 3万．同「宗谷の観光」 5

万．同「冬山は招く大雪山観光圏」 1万．

〇各種行催事の開催及び参加 8 /14~17 
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東京西武． 8/19~23大阪高島屋， 9/4~9

名古屋名鉄． 11/6 ~15千葉奈良屋． 11/10

~15東京高島屋で，観光展「北海道の秋と冬」

開催。 12/8 ~13札幌丸井百貨店で「札幌オ

リンピックと冬のレジャー展」開催。 5/30 

北海道神宮で観光祈願祭と郷土芸能奉納，翌

31日は大通公園で道内の代表的郷土芸能を披

露 した．第 2回「花の北海道まつり」を開催。

ことし参加した郷土芸能は松前の杵振舞，江

差の餅つきばやし，積丹のソーラン節踊り，登

別の北海太鼓，白老のイオマンテ．定山疾のか

っば踊り．層雲峡の峡谷火まつり音頭．白糠

の駒踊り．音別のフキまつり音頭．釧路の蝦

夷太鼓．網走のオロチョンの火まつり．の11

団体。 10/30秋田市木内百貨店はじめ道外の

主要都市28会場で 「北海道の物産と観光展」

共催。道．国鉄と共催で花の北海道キャンペ

ーンの関連事業として， 3/27東京都の共立

講堂で恵山太鼓．白老のイオマンテなどが出

演して「観光大会・花の北海道の集い」を開

催。

観光展「北海道の秋と冬」

〇観光客誘致対策として． 8/14観光展開

催中の東京都内で．旅行業者などを招いて観

光客誘致懇談会を開催したほか． 11/24~29

中京．関西地区に一般観光客誘致団を． 11/

8 ~15北東北3県に修学旅行誘致団を派遺，

大阪・京都・名古屋．五所川原．大館．横手

・北上各市で誘致懇談会を開催。

〇テレビスポットによる PRとして．関東

地区 (NET)．関西地区（読売TV)を対象

に本道の観光地を紹介宣伝した。

（受入体制の整備〕 〇観光地におけるサー

ビスの向上を図って．接客業の経営者及び従

業員を対象に網走市はじめ． 18地区で接遇改

善セミナーを開催。〇道．道観光土産品店協

会と共催で観光土産品店関係者を対象に．洞

爺湖温泉．阿寒湖畔温泉，弟子屈温泉．旭川

市．稚内市の 5地区で観光土産品販売講習会

を開催。 0道道貿易物産振興会と共催で．

9 / 8 ~13札幌丸井百貨店で北海道観光民芸

品展を開いたほか新作優秀作品を道外に紹介

するため 2/26~ 3 / 3東京小田急百貨店で

北海道秀作民芸品展開催。〇札幌オリンピッ

クに来道する外人客に備え．道．札幌市．札

幌観光協会などと共催で11月と 1月に札幌で

善意通訳講習会を開く。

（道民運動の推進〕 〇道．日観協道支部と

共催．「観光客を親切に迎える運動」として標

語ステッカー 3種類を作成して全道に配付。

〇道．道新生活運動協会と共催で，「社会生活

のルールを確立する運動」 (8/ 1 ~31)「郷

土を美しくする運動」（春5/ 1 ~31，秋10/

1 ~30),「冬の生活を楽しくする運動」(11月

~3月）実施。

〔観光案内所業務〕 ◇東京案内所分℃）誘

致送客関係では．①観光コース．バス・宿泊相

談．予約手配等について各旅行業者に協力②

岡山県旅行業協会主催の本道観光団募集につ

いて．コースの作成．資料の提供等で協力

｀ (700人が 4班編成で来道，本部は千歳空港に

出迎え．花束を贈呈して歓迎） ③本道関係の

在京商社 (10社）と． 5/26観光客の入込み

状況などについて懇談会開催④ 5/ 1国鉄上

野駅に開設された旅行センターの「北海道セ

ール」に各種資料提供，相談員を派遠した。

〇宣伝関係では，①各報道機関に情報．資

料の提供．取材に協力②道内各地から送付さ

れたパンフレット類13万8,300部，観光ポス

ター1,725枚配布③観光映画の貸出し48件59

回④観光写真の貸出し白黒210件830枚．カラ

-131件495枚⑤ポスター提供318件1,389枚

⑥写真パネル提供12件172枚。また，都内及び

周辺都市で開催または協力した観光展等の催
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しは16会場であった。

〇案内資料提供関係では．観光相談が日程

2,049,交通2,481．宿泊1,025．その他 1,563

の計7,118件．観光資料配付は5,210部におよ

んだ。

◇大阪案内所分 各種資料や情報の提供等

で各旅行業者に協力したほか．2,532件の観光

相談に対応．ポスター配布147件961枚．カラー

フィルム53件267枚．観光映画34件57枚の貸出

しに応じた。

000 

i 46年度昭46.4~47.3 I 
! - - - - - - - l 

（総会・役員会〕 05/24理事会を開き．

通常総会提出議案審議。 0同日引き続いて札

幌パークホテルにおいて昭和46年度通常総会

開催，45年度事業報告．収支決算承認のあと．

46年度事業計画及び収支予算決定。 010/27

第 2回理事会を開き． 46年度事業の中間報告

と47年度事業計画の審議。 01/28第 1回常

任理事会を開き，理事会議案審議のあと引き

続いて等 3回理事会を開いて． 46年度予算の

追加更正審議。03/27第4回理事会を開き，

第 1回ほっかいどう祭り開催の審議。

（観光振興推進事業〕〇総会提案事項，会

員の要望等のうち，地域の開発あるいは本道

の観光振興についてそれぞれ関係機関に陳情

要請。 08/11札幌で観光事務担当者会議を

開いたのをはじめ，数度にわたり関係者を招

き観光振興について意見を開く。 0新しい観

光モデルコースとして．国道228.229号を結

ぶ広城観光｝レートの設定について参画。〇札

幌市．ニセコ町，上士幌町，日高町，函館市，

苫小牧市．大滝村において，地元関係団体と共

催で接客従業員．観光関連企業経営者等を対

象に接遇改善セミナーを開催。また，温根湯

温泉など21地区で実施したセミナーに講師を

派遺．経費の一部を助成した。〇今後の観光

開発について研修のため． 3/28~29定山検

温泉において，市町村，観光関係団体．関連

企業の管理職・業務担当者を対象に「北海道

観光開発セミナー」を開催。〇地域の観光開

発として次の団体の依頼を受け観光診断を実

施。平取町，標津町，三笠市．長沼町．当麻

町．清里町．小清水町．滝上町．網走支庁管

内観光連盟（サロマ湖周辺）．留萌市．尻岸内

町。〇地域の観光振興のため．次の団体が観

光開発宣伝誘致．受入体制の強化を図るなど

の目的で実施した事業について助成した。後

志観光連盟．胆振観光連絡協議会．十勝観光

連盟．網走支庁管内観光連盟．根室観光連盟．

宗谷観光連絡協議会。

〔宣伝誘致事業） 0本道観光の総合的かつ

多角的な宣伝活動を図るため．次の宣伝印刷

物を作成。チラシ「北海道周遊案内」 30万．

リーフレット「北海道」 17万1,000．パンフレ

ット「冬の北海道」 9万．ポスター「花の北

海道」「冬の北海道」「観光冬まつり」各2,000,

「北海道観光カレンダー」 1万．パンフレッ

ト「大雪山」 3万．同「おびひろ・とかち」

4万．同「サロマ湖周辺の観光」 3万．同「北

オホーツクの観光」 3万．同「道央観光」 20

万．リーフレット「後志の観光」 5万．同「北

•北海道」 5 万．同「ニセコ」 7 万．同「北

オホーツクの旅」 5万．ポスター「根室海峡」

2,000。

〇冬季観光の振興として．冬季観光資源の

開発と地域住民のレク活動の積極化を図るた

め．帯広氷まつりなど23行事に対し助成。冬

の北海道を紹介する観光映画「雪の北海道」

（シネスコ・カラー30分）を作成。〇観光客

の誘致促進として．東京会場で観光展「北海

道の秋と冬」開催中の 8/17鉄道会館に旅行

業者．報道関係その他を招いて誘致懇談会を

開催。 9/29~10/ 7東北地方に修学旅行誘

致団を派遺．旅行業者．学校関係者などを招

き次の各市において懇談会を開いた。弘前．

秋田．鶴岡．山形．福島，仙台．盛岡．八戸．

青森。

〇観光通年化対策として． 7/15~21名古

屋名鉄． 8/13~18東京西武． 10/29~11/

3神戸そごう． 11/23~12/2大阪高島屋．

12/ 2 ~ 7福岡玉屋で観光展「北海道の秋と
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冬」を開催。 10/29秋田市木内百貨店を皮切

りに道外の主要都市13会場（後援21会場）で

「北海道の物産と観光展」共催。札幌オリン

ビック冬季大会と冬季の観光客誘致のため．

10/29~11/10東京西武． 12/7 ~12札幌三

越で「札幌オリンピックと冬のレジャー展」

開催。国鉄．日本観光協会の共催で11/8~

13東京駅． 11/15~28新宿駅で催された全国

スキーとスケート冬の旅展に協賛。〇冬季観

光客の誘致をはかり全日空と共催で．東京都

内の報道関係18名を本道に招き， 1/18~20 

主要スキー場．オリンピック施設を視察．終

了後札幌で懇談会を開く。〇春季の観光客誘

致のため国鉄．日観協道支部と共催で． 3/

25~30東京と大阪で花の北海道のキャンペー

ン実施。〇主要観光地の協力を得て． 3/2

~31関東地区 (NTV)を対象にテレビスポ

ットを放映。

東京と大阪で花の北海道のつどい

〔受入体制整備〕〇観光通年化対策の一環

として道内スキー場・スケート場を調査し．

資料として旅行業者その他関係機関に配布。

〇観光土産品の改善として．道．道観光土産

店協会と共催で土産品店関係者を対象に．函

館市など道内 9地区で観光土産品販売指導者

講習会を開催。道．道貿易物産振輿会と共催

で． 9/28~10/ 3札幌丸井百貨店で北海道

秀作民芸品展開催。〇札幌オリンピック冬季

大会の受入対策として．善意通訳講習会に協

翌したほか外人客のため道観連札幌案内所に

通訳 1名を常駐させた。〇道民運動の推進と

して．関係団体と共催で「観光客を親切に迎

える運動」 (5月～10月）．「社会生活のルー

ルを守る運動」（夏・秋・冬の強調月間）の

「海をきれいにする月間」 (7月 1~31)を実

施。

〔商工観光センター開設〕〇道経済センタ

-1階に．道により北海道商工観光センター

が開設 (11月）され．道観連は観光コーナー

部門を管理する。

オープンした観光コーナ＿

〔広報活動）〇会員の機関紙として会報「ど

うかんれん」 No.142~146号発行。 0 「北海道

の観光情報」を毎月作成して関係先に配付。

0本道の観光ガイド資料として「47年版・北

海道観光便翌」を作成。

〔案内所業務〕 ◇東京案内所 観光相談件

数は日程1,532，宿泊958，交通2,109,その他

2,002の計6,601件。配布資料はポスター 812

枚．観光映画95本，写真パネル1,686枚。催し

もの11件。 ◇大阪案内所 観光相談件数は日

程788,宿泊176,交通870, その他430の計

2,264件。配布資料はポスター470枚，観光映

画41本，写真パネル315枚，催しもの 8件。

〔陳情請願事項〕①道商工観光部の設置に

ついて②道観光開発公社の設置について③観

光地の美化運動，道徳の向上対策強化につい

て④観光公共施設整備補助の増額について⑤

道観連に対する道費補助の増額について⑥国

鉄新幹線の着工促進について⑦千歳空港の国

際空港昇格促進について
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〔総会・役員会〕 05/17第 1回理事会を

開き．通常総会提出議案など審議。 05/27

札幌ローヤルホテルにおいて昭和47年度通常

総会開催， 46年度事業報告と収支決算承認の

あと，47年度事業計画及び収支予算．会費口数

など決定。 09/19第 2回理事会を開き． 48

年度事業計画案のほか要望書，臨時総会の開

催．共済保険制度の実施などについて審議。

012/ 1第 3回理事会を開き．臨時総会提出

議案，顧問参与の委嘱について審議。 0同日

引き続いて札幌グランドホテルにおいて．

機能強化のため役員の増強．任期満了に伴う

役員の選任を骨子とした臨時総会を開催，定

款改正により副会長 3名を 6名に増員，また

役員改選の結果，舟橋会長の再任を含め40人

の新役員が選任され，任期を49年度通常総会

までとすることを決めた。 03/30理事会を

開き47年度予算補正， 48年度事業計画と収支

予算案などについて審議。

〔観光振興推進事業〕 048年度道観連に対

する補助金の増額，観光施策に関する財源措

置．観光地の美化道徳の向上対策について．

道知事及び道議会に陳情。 010/12札幌グラ

ンドホテルで道自民党観光議員連盟と懇談会

を開き，観光振典対策について要請したほか

10/24札幌パークホテルで道知事と会員との

懇談会開催。 0日本観光協会の観光講座に参

加し戦員の研修を行うとともに，地域の観光

振興諸会議に参加 (23回）し，連絡協調を図

った。〇地元関係団体と共催で，接客従業員

及び経営者を対象に旭川市など19市町村にお

いて接遇改善セミナーを開催。受講者 1,343

名。〇市町村・観光団体•関連企業の管理眺

業務担当者を対象に． 7 /14「モビレージ・

セミナー」を， 2 /27~28「北海道観光開発

セミナー」を札幌市で開催。参加人員140名。

〇地域の観光開発として，次の市町村・団

体の依頼を受け観光診断を実施。平取町，上

士幌町，小平町，天塩町，森町，弟子屈町，

南富良野町，静内町，厚岸町・浜中町・釧路

村，滝川市，下川町，鷹栖町，鶴居村，厚真

町，追分ソーランライン推進協議会，桧山観

光開発協議会，白老町。 0地域の観光振興の

ため，観光開発，宣伝誘致，受入体制の強化

などの事業を行った諸団体に対し，助成協力

を行った。

〔宣伝誘致事業〕〇総合かつ多角的な宣伝

活動強化のため，次の宣伝印刷物を作成。チ

ラシ「北海道周遊案内」 30万， リーフレット

「北海道」 17万1,000,パンフレット「冬の北

海道」 9万，ポスター「冬の北海道」「観光冬

まつり」「北海道」各2,000,「北海道観光カレ

ンダー」 1万，広域観光宣伝印刷物 (10種）

59万7,000,計117万4,000部。〇積極的に観

光客の誘致を図るため，東北と関東•関西に

観光客誘致団を派遣，次の都市で旅行業者，

交通機関，諸学校，報道機関などを招いて懇

談会を開いた。東北 9/25~10/ 5青森，弘

前，酒田，山形，盛岡，仙台，福島，秋田，

八戸。関東•関西 8 / 2 ~11/24東京，名古

屋大阪，岡山。 0秋の観光PRとして，東

京・毎日新聞はか12名の記者を， 9/7~9 

道央と大雪山観光圏に招へい，また冬の観光

PRとして，週刊サンケイほか21名の記者を

2 / 8 ~12道東大雪山，道央観光圏の一部

に招へい。取材活動に協力した。

〇観光通年化対策の一環として， 8/1~ 

7大阪大丸， 8 /20~25東京西武， 11/3~

8神戸そごう， 11/23~29名古屋名鉄， 11/

29~12/ 4福岡玉屋で「北海道の観光展」開

催，観光写真・パネルの展示，郷土芸能の出

演，バスガイドの観光地案内，本道出身歌手

の歌謡ヽンョー，サイン会，名産品の即売会，

観光相談など行った。 6会場での入場者推定

95万1,000人，観光相談535件を数えた。010

/27から道貿易物産振輿などと共催，道外主

要都市15会場（後援17会場）で「北海道の物

産と観光展」開催。〇冬のレジャー紹介のた

め，「北海道冬のレジャー展」を東京は11/

7 ~12高島屋での物産と観光展に併設，札幌

は12/21~25丸井百貨店で開催。
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〇冬季観光資源の開発と地域住民のレク活

動の積極化を図り，「もんべつ流氷まつり」な

ど25行事に助成を行った。

〔受入体制整備〕 〇道内の観光施設，行事

などの視察とともに，モータリゼーションの

進展とカーフェリーの増強に伴い，こうした

動向に対応するため，本州のモビレージ施設

調査と本州ー北海道カーフェリー利用客の実

態調査を行った。また，冬季レジャー振興の

ためスキー・スケート場の調査を行い，関係

先に配布。〇観光土産品の改善向上として，

道観光土産品店協会と共催で各地で関係者を

招いて懇談会や，従業員のサービス講習会を

開催したほか，観光客の土産品に対する苦情

を処理した。関係団体と共催， 5/30~6/4 

札幌丸井百貨店で北海道秀作民芸品展開催。

〇美化推進と道民運動として，観光地の自然

保護と美化推進のため NHKの協力を得て，

7, 8月にテレビスポットを放映。また，道

ユースホステル協会，日観協道支部と共催で

7~10月にかけ自然愛護と美化運動 (Y •Hの

ミーティングにおける啓蒙，標語・作文の募

集，ポスターの掲示，清掃活動，とみ袋の配

布など）を実施した。さらに関係団体と共催

で「観光客を親切に迎える運動」「社会生活

第1回ほっかいどう祭り

のルールを守る運動」を実施。

〔広報活動〕 〇会員の機関紙として会報「ど

うかんれん」 No.147~149号発行。 0「北海道

観光情報」を毎月作成して関係先に配布。

〇観光ガイド資料として隔年発行の北海道観

光便覧に代わり，ポケット型ガイドブック 「北

海道旅のご案内」 3,000部作成。

（第 1回ほっかいどう祭り開催〕 0本道観

光産業の振興と，道民参加の健康で明るい文

化行事として観光客の誘致を図るため，各地

の芸能行事を中心にした第 1回「ほっかいど

う祭り」を札幌で開催した。 5/27前夜祭，

28日本祭で参加人員 746名（郷土芸能17団体）

推定観客数15万人。

〔その他の主な事業〕 ①全日空「さわやか

カントリー北海道」キャンペーン後援②国鉄

「岬を回ろう」キャンペーン共催③「北海道

物産と観光ハワイ展」共催④TBS企画「全国

東西県別芸能合戦」テレビ全国放送に協力。

⑤各種観光ヽンール発行。

〔陳情請願〕 〇北海道の観光施策について

(10/12道議会自民党観光議員連盟へ， 10/

16道知事へ） 0昭和48年度の道観連に対する

助成強化について (1/30道知事へ， 2/2 

~10道議会各委員へ）

（観光案内所業務〕 ◇東京・大阪 旅行業

者，報道機関，峨場学校などに観光情報，

資料の提供と観光映画フィルム，写真， パネ

ル，ポスターなどの貸出しを行ったはか，旅

行業者との懇談会，北海道友の会修学旅行誘

致懇談会，スズランナイター，北海道の観光

同前夜祭
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と産業，その他観光展など各種行催事に協力

参加し，本道観光の PRと誘客促進に努めた。

[--------i 
48年度昭48.4-49.3------ i 

◇概要 48年度は，例年になく観光客の出

足が早く，さらに秋にも伸びがつながって入

込み数は前年を10彩近く上回ったものと推定

され，年末からエネルギー危機に直面したが，

創意と工夫によって冬季行事も盛会に終わる

ことができた。

道観連は，第 2回ほっかいどう祭りを幕あ

けに観光振興と誘致宣伝事業等を積極的に展

開し， 2月には「石油問題と総需要抑制下に

おける観光の動向」について時局セミナーを

開催し，また燃料規制緩和について陳情団が

上京し，本道観光の特殊性を訴えるなど，事

態に対応した事業を実施した。

〔総会関係〕 05/16第 1回常任理事会及

び第 1回理事会を開き，総会提出議案審議。

〇同日引き続いて札幌国際ホテルにおいて昭

和48年度通常総会開催， 47年度事業報告と収

支決算承認のあと， 48年度事業計画及び収支

予算会費口数など決定。 010/22第 2回常

任理事会を開き理事会付託事項について審議

のあと，第 2回理事会を開いて48年度予算の

補正承認， 49年度事業計画案と収支予算案，

臨時総会の開催などについて審議。 011/1

第 3回理事会を開き，臨時総会提案事項を審

議。 011/22札幌センチュリーローヤルホテ

ルにおいて臨時総会を開催， 48年度予算の補

正および49年度会費について一口当たり 1万

円増額することなどを承認可決した。 03/

29第 3回常任理事会を開き，理事会付託事項

について審議のあと，第 4回理事会を開き48

年度予算の補正承認． 49年度事業計画案と収

支予算案審議。

〔観光振興推進事業〕 049年度の道観連に

対する事業費，管理運営費の助成強化につい

て， 10/12道自民党観光議員連盟，道知事，

自民党政調会に要望陳情。〇燃料規制と観光

問題について， 2 /21陳情団が上京して運輸

通産各省と本道選出国会議員ほか関係団体に

本道観光の特殊性を訴え，規制の緩和につい

て陳情。〇地域観光団体との連携を強めるた

め各種会議に参加するとともに，連絡会議を

開催して意志の疎通をはかり，また各種行催

事の後援，協賛を行った。〇事務局戦員 2名

を，欧州の観光事情調査の催しに参加させ研

修させた。〇地元関係団体と共催で，接客従

業員を対象に14地区で接遇改善セミナーを開

催，参加人員 953名。 09/5~7道経済セ

ンターで市町村，観光団体，関連企業等の業

務担当者を対象に総合基礎コースの観光セミ

ナー開催，参加人員70名， 09/10網走市で

日本モビレージ協会と共催でモビレージ事業

セミナーを開催。参加人員30名。 02/27札

幌センチュリーローヤルホテルを会場に，石

油危機と物価の高騰，総需要抑制など転機を

迎えた余暇開発を中心にして，評論家坂本二

郎氏ほか 2名を講師に観光セミナーを開催，

参加人員80名。〇地域の観光開発として，依

頼を受け次の市町村の観光診断を実施。千歳

市， 三石町，沼田町，初山別村，浦河町，羽

幌町，ニセコ町，下川町，中標津町。

観光総合講座

〔宣伝誘致事業〕〇総合的な宣伝誘致活動

として，次の宣伝印刷物を作成。チラシ「北

海道周遊案内」 30万，リーフレット「北海道」

27万，パンフレット「美しい北海道」 1万，

同「冬の北海道」 10万，ポスター「北海道」

2,000,ポスター「冬の北海道」 3,000,同「秋

の北海道」 1,700,「北海道観光カレンダー」
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1万．パンフレット「ひがし北海道」 10万，

同「空知の観光」 2万，同「ニセコ」 7万，

同「おびひろ・とかち」 4万．同「ひだかの

旅」 2 万，同「サロマ湖と周辺」 3 万．~同「宗

谷の観光」 4万．同「北・北海道の旅」 10万，

同「利尻島」 2万5,000,同「大雪山スキー場」

7万．同「冬の阿寒国立公園」 3万．「追分ソ

ーランガイドブック」 1万，計125万1,700部。

〇積極的に観光客の誘致を図るため次の都市

で旅行業者，交通関係，学校関係者，報道機

関などと懇談会を開き，本道観光地の紹介を

行うとともに送客について要請。 11/12東京

都・鉄道会館， 11/4 ~14東北地方・大館市

ほか 7会場。 0日刊スポーツほか16名の記者

を， 2/11~15道央のスキー場に招へいし冬

の観光PRと，冬季の交通状態の調査と懇談

会を開催。

〇観光通年化対策の一環として，次の 5会

場で 「北海道の観光展」開催。昭和36年度か

ら催された観光展はこれで13回目を迎え，展

示物の大型化や会場装飾の工夫がなされ，充

実した内容の ものとなり好評を博した。なお

5会場での入場者推定 114万3,700人，観光相

談743件を数えた。 010/26から道貿易物産

振興会などと共催，道外主要都市19会場（後援

18会場）で「北海道の物産と観光展」開催。

〇冬季観光資源の開発と地域住民のレク活

動の積極化を図り，各地の冬まつりなど26行

事に助成を行った。 0国鉄道総局，日観協道

支部などと共同で‘'冬こそ北海道へ、、のキャ

ンペーンを展開， 11/9~14池袋西武百貨店，

ー ヽ

各地の冬まつりに助成

12/ 6 ~11さっぽろ東急百貨店で「冬のレジ

ャー展」を開催したほか，スキー・雪まつり

・白鳥・流氷をポイントにポスター・リーフ

レット類を配布した。

〔受入体制整備〕〇前年に続きフェリー各

社の協力を得て．カーフェリー利用客の実態

調査したほか．スキー場．宿泊施設， ドライ

ブインの調査を実施， 0土産品及び土産品店

の向上を図り，道観光土産品店協会と共催で

懇談会，サービス講習会を実施．また観光客

の土産品に対する苦情処理を行った。〇観光

地の美化と自然保護など．道ユースホステル

協会その他関係団体と協力して道民運動を推

進した。

〔広報活動〕 〇会員の機関紙として会報「ど

うかんれん」 No.150~155号を発行。0「北海

道観光情報」を毎月作成して関係先に配布。

〔第 2回ほっかいどう祭り開催〕〇全道観

光地の芸能行事を中心にした第 2回「ほっか

いどう祭り」を， 6/14~16札幌市内で開催。

内容は前夜祭，郷土芸能公演，歌謡ショー，

北海大漁祭り，写真・ポスター展，写真コンテ

スト，美化推進運動などで，参加人員1,360名

(26団体）．観客推定数約30万人。

〔郷土料理の開発〕〇観光と密接な関係の

ある郷土料理の開発振興行事として， 10/11

~12札幌グランドホテルを会場に，第 1回「ほ

っかいどう郷土料理大会」を開催。参加店は
鵞

ホテル， レストラン10店，出品料理10種，入

場者数1,300人。

〔観光案内所業務〕〇旅行業者．報道機関，

職場，学校などに資料の提供と，諸行催事に

パネル，ポスタ ー，映画フ ィルムの貸出しを

行ったほか，「全国郷土の観光と物産展」「北

海道の産業と観光の会」「さっぽろ・サッポロ

まつり」「北海道ナイター」「北海道観光ポス

ター展」「白い北海道展」「周遊券展」「北海道

の物産と観光展」など各種行事に協力した。
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◇概要 49年度は，石油危機に端を発し，

異常な物価上昇と総需要抑制政策から経済不

況の過中にあって，観光客の出足が鈍く不振

が予測されていたが，既に生活のなかに定着

した観光レク活動は盛んで，入込み数は前年

を10％ほど上回ったものと思われる。

道観連は「第 3回ほっかいどう祭り」を幕

あけに，観光振興と宣伝誘致活動に積極的に

取り組み，観光展の重点化，各種キャンペー

ン実施のほか，陳情，請願活動などもさかん

に行った。

〔総務関係〕 04/30第 1回正副会長会議

を開いたあと，第 1回常任理事会を開き理事

会議案の審議。05/15第2回常任理事会を

開き理事会議案審議のあと，第 1回理事会を

開き総会議案審議。0同札幌フ リ゚ンス ホテル

において昭和49年度通常総会開催， 48年度事

業報告と収支決算承認， 49年度事業計画及び

収支予算，定款の一部改正（役員数の変更）

を決定，任期満了による役員を改選の結果，

会長の舟橋要氏，副会長の佐々木徳三郎，柴

野安三郎両氏が勇退，後任の新会長に中原哲

男氏 （拓銀会長）を選任。これまで 6人だっ

た副会長は 1名増員することを前提に，新た

に鈴木石太郎（函館観光協会副会長），金川幸

三（道旅館環衛同業組合副理事長），金森勝二

（北海道バス協会長）の 3氏を選任し，今井，

魚谷，野田，大野の 4副会長を再選した。

知事と観光懇談会

06/28第2回正副会長会議。 08/24第3

回常任理事会を開き，理事会議案の審議。09

/24第 2回理事会を開き， 50年度事業計画案

審議のあと，道知事と観光懇談会開く。 012

/2第 3回正副会長会議を開き，給与改訂の

審議。 03/12第 3回理事会を開き， 49年度

収支予算の一部変更承認． 50年度事業計画と

収支予算案などを審議。

〔観光振興推進事業〕 07/18国鉄道総局

並びに動力車労組に対し， 7月末に予定され

ていた国鉄スト回避について要請。 0貸切バ

スの車両増強のため， 11/29道バス協会とと

もに道に対し66両の新車購入融資について陳

情。〇当面する観光問題について， 9/24道

知事を囲んで観光懇談会を開催，観光通年化

施策の推進，受人体制の整備などを要望。

09/28自民党道連公約策定委員会に，観光

通年化の推進，美化運動，施設整備の強化な

どを要望。〇観光振興のため各地域団体の諸

会議に出席し連絡提携を図ったほか，全日本

旅行業協会との懇談会はじめ各団体との懇談

会にも参加。また幹事会を再三開催。〇道内

の宿泊施設， ドライブイン，スキー場の調査

を行うとともに，日本観光協会の委託を受け

観光情報システム化のための観光施設調査を

実施し，各種資料の収集を行った。

0地域観光開発のため弟子屈町．羅臼町，

占冠村より委託を受け観光診断調査を実施。

〇観光土産品（店）の向上を図り，道観光土

産品店協会と提携して業者及び関係者との地

区懇談会，サービス講習会など実施。 010/

30~31道経済センターで市町村，観光団体，

関連企業の業務担当者を対象に総合基礎コー

スの観光セミナーを開催。〇地域関係団体と

共催で，接客従業員を対象に14地区で接遇改

善セ ミナーを開く，参加人員 485名。 〇観光

地の美化，自然保護，交通安全対策を推進す

るため，道新生活運動推進協議会，交通安全

道民運動推進委員会など関係機関と提携，道

観連では印刷物に運動標語を掲載して PRす

るほか，前年に引き続きコカコーラ，朝日新

聞社提供のくずかご200個の配布，清岳会な
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ど実践団体にごみ袋を提供するなど，道民運

動として実施した。

〔宣伝誘致事業〕 〇チラシ，リ ーフレットな

ど20種の宣伝印刷物を作成し，観光展など行

催事において有効に利用するとともに，道内

外の観光案内所，一般向けに広く配布した。

チラシ「北海道周遊案内」 27万， リーフレッ

ト「北海道」 25万，パンフレット「美しい北

海道」 8,350, 同「冬の北海道」 9万，ポスタ

-「北海道」 2,000,同「冬の北海道」 3,000,

同「秋の北海道」 2,000,「北観道観光カレン

ダー」 1万，広域観光宣伝印刷物 Iみなみ北海

道」ほか12種類65万5,000,計128万8,350部。

〇秋の北海道PRのため，毎日新聞など東京

で発行の各紙レジャ一面担当の記者13名を招

へい， 10/1~4道東一円から層雲峡に至る

コースで案内，取材活動に協力した。

〇道外観光客の誘致促進のため，本年度は

次の 5会場で「北海道の観光展」開催， 5会場

での入場者推定99万5,000人，観光相談510件

を数えた。 8/22~27大阪大丸 10/11~16

東京京成， 10/31~11/5京都高島屋， 11/

1 ~ 6神戸そごう， 11/27福岡玉屋。なお大

阪大丸会場の会期に合わせ， 8/23新阪急ビ

ルにおいて関西の旅行業，学校，企業関係者

と観光懇談会を開いた。010/25から逍貿易

物産振興会などと共催，道外主要都市19会場

（後援22会場）で「北海道の物産と観光展」

開催。

0春の観光地PRのポスター，絵葉書を作

成，国鉄及び航空会社，関係団体と提携して

「花の北海道」のキャンペーンを実施， 0関係

団体と共同でスキー・白鳥・丹頂鶴・流氷・

冬まつりを中心にポスターや絵葉書を作成，

週刊誌を通じて全国にPRしたほか， 12/12~

17札幌東急百貨店で冬のレジャー展を開催す

るなど，「冬こそ北海道」のキャンペーンを実

施。 〇冬季観光行事の育成のため，「オホーツ

ク流氷まつり」など30行事に助成を行った。

011/5神戸の金竜閣において，大雪山国

立公園，道北地区観光団体の協賛を得て，旅

行業者，学校，企業，報道関係者など36名出

席のもとに誘致懇談会を開催。〇道央関係団

体の協力を得て，東北方面に修学旅行を含む

観光客誘致団を派遣， 9 /30~10/ 7にかけ

秋田，新潟．山形．仙台．盛岡，八戸の各市

において学校関係．旅行業者などと誘致懇談

会を開いた。

〔第 3回ほっかいどう祭り開催） 〇第 3回

「ほ っかいどう 祭り」は，6 /13~14札幌市

内で開催．内容は観光パレード（駅前通り）

郷土芸能大会（市民会館，狸小路），観光 1万

人踊り（四番街）などで，参加人員 1,789名

(40団体）．観客推定数約40万人。

〔郷土料理の開発〕 〇道全調理師会の協力

を得て郷土料理の創作研究を行い． 2 /18道

自治会館で創作発表会 (45品目）と審査会を

開催．さ らに優秀推せん料理20品目について

3 /12道厚生年金会館で試食会を行った。ま

た新聞，テレビによる調理紹介や，料理メモ

を作成して関係先に配布した。

新しい郷土料理の発表会

〔広報活動〕〇会員の機関紙として会報「ど

うかんれん」 Nu156~160号を発行。O「北海

道観光情報」を毎月作成して関係先に配布。

〔観光案内所業務〕 〇札幌，東京．大阪に

おいて観光案内相談業務を行うとともに．各

種観光行催事に資料の提供，協賛，協力を行

った。
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◇概要 50年度は，昨年に引き続いて経済

の伸び悩み．台風による交通障害，更に沖縄

海洋博の開催，博多新幹線の開通などにより，

残念ながら本道の観光客の入込み数は前年度

を若干下回ったものと推定される。

しかし，福祉社会の強化，余暇の増加に伴

って，国民の観光レクリェーションに求める

欲求は一層強く，環境に恵まれた本道観光は

大いに期待が持たれているので，道観連は更

に観光通年化の推進を図るため「北海道観光

のタベ」を開催し，秋・冬・春の紹介と誘客

対策を行うとともに，冬季観光の振興を図る

ため「北海道雪の祭典」を開催した。

〔総務関係〕 05/16第 1回正副会長会議

同日第 1回理事会で総会提出議案審議。 05

/16北海道厚生年金会館で昭和50年度通常総

会開催， 49年度事業報告及び収支決算承認，

50年度事業計画並びに総額 1億2,400万円の

収支予算を決定。 08/5顧問会議。08/

7常任理事会，同日第 2回理事会で50年度予

算補正。 012/16第 2回正副会長会議。 01

/12第 3回正副会長会議。 01/26第2回常

任理事会，同日第 2回理事会で故斎藤専務理

事の退職慰労金支給承認。 50年度収支予算の

補正承認。 03/9第 4回正副会長会議。

〔観光振興推進事業〕 05月道議会の開会

を前に． 50年度の観光施策について道知事，

議会に対し．道観連の事業費及び運営費の補

助増額，通年観光の振興，美化運動の推進に

ついて要望。 OSL配置転換に伴う国鉄スト

について．観光、ンーズンでもあり回避するこ

とを， 6 /18国鉄道総局，動力車労組．国労

地方本部に要請．更に 7/9, スト回避と輸

送力増強に関し．それぞれ同様に要請。 08

/11「新しい北海道について意見をきく会」

において．余暇時代に対応した観光施設の整

備などについて道知事に提言。010/14道自

民党観光議員連盟と，本道の観光ビジョン確

立など観光諸問題について懇談要望。 011/

20自民党政調会に， 51年度予算について観光

行政の積極化，特別財源措置，通年観光の推

進について要望。 011/28経済不況と落ち込

んだ観光客から，年末を迎え観光業界の資金

事情打解のため関係金融機関と懇談会開催。

03/26千歳ー稚内間航空便の運航促進につ

いて関係先に陳情。

〇釧路観光連盟はじめ上川，留萌，空知，

胆振，網走の各地方観連の諸会議に出席，連

携を図るとともに各種観光懇談会に参加，ま

た幹事会を再三開いて意見の交換を行った。

051年版北海道観光便覧発刊のため，関係機

関より資料の提供を受け整備した。また51年

度中に本道で開催される全国大会・全道大会

調を行うほか，観光関連資料の収集に努めた。

0関係団体の依頼を受け，本年度は次の市

町村（地区）の観光診断調査を実施した。弟

子屈町，夕張市南部，蘭越町．寿都町，白老

町。〇観光土産品（店）の向上を図り，道観

光土産品店協会と提携して業者及び関係者と

の地区懇談会，サービス講習会など実施。 O

地域振興と受入体制の質的向上を図り， 4/ 

18洞爺湖温泉で地域覗光セミナー（受講者58

人）を実施したほか， 10/16~17道経済セン

ターで観光計画基礎コースの全道的観光セミ

ナーを開催。受講者61人。 0関係団体と提携

して観光地の美化，自然保護，交通安全対策

を推進，道観連は観光情報．会報， リーフレ

ット等に標語などを掲載して啓蒙に努めた。

また，日本観光協会より空き缶プレス機の提

供を受け，これを洞爺湖周辺に設闘し美化運

動に協力。

（宣伝誘致事業〕〇観光客の誘致促進を図

り，今年度は次の宣伝印刷物を作成。リーフ

レット「北海道」 30万，「北海道観光カレンダ

ー」 1万，広域宣伝印刷物・リーフレット

「ひがし北海道」 10万，パンフレット「おび

ひろ・とかち」 5万，同「そらち」 2万，同

「北 ・北海道の旅」 3万，同「道央観光」 10

万，同「観光胆振」 3万，計64万部。

〇道外客の誘致促進のため，主要都市の百

貨店13会場で観光展を開催，各種資料の展示
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はじめ印刷物の配布，観光相談所の設置，郷

土芸能の公演などで効果的な宣伝を行った。

〇冬の北海道のすばらしさを PRして，観

光通年化を促進するため， 8 /20大阪の大阪

会館ホールに旅行業者，学校，企業，報道関

係者を招いて「北海道観光のタベ」を開催し

た。

〇冬の美しさ楽しさを道内外に紹介し，冬

季レク活動を積極的に進め健康で明るい道民

生活の向上を図るため， 3 /13~14ニセコア

ンヌプリ国際スキー場，太平洋クラブニセコ

モイワスキー場を主会場に「第 1回北海道雪

の祭典」を開催，聖火パレード， SAJ公認

バッジテスト，プロスキーヤーショウ，雪だ

るまコンクール，タイマッショー， 雪の女王

撮影会花火大会などで， 2万5,000人の観客

を動員した。0関係団体と共催で，スキー・

白鳥・丹頂鶴・流氷・冬まつりを主体に11月

から 3月にかけて「冬こそ北海道」のキャン

ペーンを実施。 0冬季観光行事育成のため，

雪まつり氷まつりなど29行事に助成を行った。

第1回北海道雪の祭典

〔広報活動〕〇会員の機関紙として会報

「どうかんれんJNo.161~164号発行。 O「北

海道観光情報」を毎月作成して関係先に配布。

〔一般事業〕〇キャンヒ°ング・ビレッジ事

業 多様化した観光レク リェーションに対応

するため，キャンピングカーを借入れ． 日本

交通公社と提携して 7. 8月にわたってキャ

ンピング・ビレッジを開設，初めての企画で

好評を得た。 7/10~24神恵内青少年旅行村

5 台•利用客32人， 7 /10~ 8/20えりも岬

5台・同440人， 7/28~ 8 /17美瑛町白金野

営場15台・同820人。

0全国 ・全道大会調査道内において51年

度中に開催予定の各種大会等について1,085

機関を対象に調査した結果， 50年度より79件

増加し854件となった。

（観光案内所業務〕〇札幌観光コーナー

案内業務の向上を図るため． 12月に観光コー

ナーの全面改装を行い．行催事案内版，ポス

ターや資料の展示台を設置．明る＜開放的な

ムードの案内所となった。〇東京案内所 各

種行催事の後援．協賛を行うとともに．資料

の提供．報道関係者の対応など，観光案内 ・

相談業務を実施した。主な後援，協賛行事は

全日本スキーフェア，全国郷土の物産と観光

展北海道の産業と観光の会，スズランナイ

ター． 全国観光映画会．冬の道東カラー写真

展大氷瀑まつり・レジャー記者招待。 0大

阪案内所 近年関西地区から来道客の増加に

伴い西部地区の観光展に重点をおくとともに

各種観光行催事も増加しており， これらに対

応して観光資料，展示物の提供はじめ，観光

案内・相談業務を実施した。

雪まつり，氷まつりなど29行事に助成を行った。

「---------i 51年 度 昭51.4~52.3 ! 
◇概要 51年度は，引き続き厳しい経済清

勢のなかで，通年観光の推進を重点とした事

業を実施してきたが，上期においては対前年

を8.2％上回る入込み数となり．また，冬季に

おいても道外からのスキー客が大きく伸び年

間入込み数は49年度並に回復してきたものと

思われる。

しかし，旅行費用の増嵩と．節約ムードの

心理的な影響は，宿泊，土産品等にも波及し

いぜん好転のきざしは見られない状況である。
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このような状勢のなかで．観光展など誘致

宣伝事業を積極的に実施するとともに．一方

観光道徳昂揚運動など受入体制を推進し．さ

らに一般事業として適期に効率的な各種の事

業を実施した。

〔総務関係〕 04/5幹事会。 04/30正

副会長会議。 05/11常任理事会で理事会議

案の審議。同日理事会で総会議案の審議。 O

5 /24幹事会。 05/28札幌グランドホテル

において昭和51年度通常総会開催． 50年度事

業報告と収支決算を承認． 51年度事業計画と

総額 1億4,000万円に及ぶ収支予算を決定．

任期満了による役員改選の結果．中原会長は

じめ各副会長とほとんどの理事が再選された

ほか．故斎藤丈武専務理事の後任に．ニロ栄

蔵氏が選任された。 05/30常任理事会。

08/17幹事会。 9/24常任理事会。 010/

22幹事会． 010/26理事会で北海道雪の祭典．

52年度事業計画案．会費改訂案などについて

審議 02/15幹事会。 02/28理事会で北

海道雪の祭典． 52年度事業計画案，会費改訂

案などについて審議。〇幹事会における主な

協議事項 北海道雪の祭典．共同キャラバン

隊の派遣，北海道発展計画案．陳情要望事項．

会費の見直し．幹事会の運営．専門部会の設

置案，北海道観光大会の開催．観光と味覚展

の開催案．などについて。

〔観光振興推進事業〕 052年度の予算確保

について， 1/ 7, 27道知事，道議会に陳情。

0青函トンネルと北海道新幹線の促進につい

て， 1 / 7上京して関係団体と政府関係機関

に陳情。〇観光政策の推進について． 7/ 7, 

3 /11の 2回にわたり道自民党観光議員連盟

と懇談要請。〇観光振輿のため十勝，根室．

大雪．釧路． 日高，宗谷，後志．網走の各地

方観連の諸会議に参加し．連携を図るととも

に関係業界団体の観光懇談会等に出席し意見

交換を行った。〇観光情報、ンステム化の資料

収集・調査と観光行催事の開催調べを実施。

〇地域観光開発のため．本年度は上川町．

沼田町の委託を受け観光診断調査を実施し

た。 0観光土産品（店）の向上を図り．道

観光土産品店協会と提携して， 7~8月にか

け弟子屈町，阿寒町，白老町，壮瞥町におい

て，適正販売について懇談会を開催。 0日本

観光協会と共催で， 11/10~11道経済センタ

ーで観光総合講座を開催。

〇観光地の美化のため日観協道支部などと

共催で， 7 /25川湯温泉の硫黄山において観

光地美化キャンペーンを実施したほか， 7月

に主要海水浴場にごみ袋 5万袋配布した。 O

"観光客を親切に迎える運動、として，モデ

ルワッペンの作成配布と，親切運動標語募集

を行い関係団体に運動の推進を呼びかけた。

11月に待望の茂津多岬開通

〔宣伝誘致事業〕〇観光地の紹介．宣伝用

にレイアウトを一新して． リーフレット「北

海道」を35万部作成配布。〇道外客の誘致促

進のため．道外主要都市の百貨店 (13会場）

において．関係団体の協力を得て観光展を開

催。〇冬季観光振興の一環として． 3/5~ 

6倶知安町国際ひらふスキー場を主会場に．

第2回「北海道雪の祭典」を開催。〇冬季観

光客誘致のため．関係団体と共同で｀ 5白、

を主体にしたポスターやリーフレットを作成

したはか．冬の旅展，スポーツ誌などの媒体

を通じ「冬こそ北海道」のキャンペーンを実

施。 0冬季観光資源の開発．育成のため．第

1回知床スノーフェスティバルほか． 4行事
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に助成。〇多様化する観光客のニーズに対応

するため，広い地域に点在する観光地間を有

機的に結ぶ周遊コースを設定し，「北海道周遊

コース」 (A5判，本文236頁）として作成，関

係先に配布した。

〔広報活動〕〇会員の機関紙として会報

「どうかんれん」 No.165~168号を発行。 0「北

海道観光情報」を毎月作成して関係先に配布。

〔一般事業〕〇全国・全道大会調査 51年

度中に道内で開催される全国，全道大会の調

査を実施。 0誘致キャンペーン 東亜国内航

空，ひがし北海道観光協議会と共催， 9/1 

~4東京よりレジャー記者を招へい各紙（誌）

を通じ，道東の紅葉，味覚などについて紹介

した。東南アジアの観光客誘致のため関係機

関と協力， 9 /28~10/ 6香港ほかで冬の北

海道 PRのキャンペーン実施。関東，関西地

区の誘致を図り， 10/11~6大阪．名古屋，

東京において旅行業者との懇談会と街頭宣伝

を実施。〇印刷物の作成 「北海道観光カレ

ンダー」 1万部作成して道内外の関係先に配

布。 リ・ーフレット「北海道」を関係企業の協

賛を得て11万部作成。「北海道観光便覧」51年

版を 2千部作成配布。0行催事の参加 11/ 

23~27東京で行われた農林省主催の農業祭に

参加．観光PRと郷土の味覚の即売会を行っ

た。 12/15~16東京都世田谷で開かれた日本

観光協会主催のボロ市に参加．観光 PRと味

覚品の即売会を行った。 7/15~19札幌で，

交通安全と緑化事業協賛として苗木の即売会

を実施。

〔観光案内所業務〕〇札幌観光コーナー

昨年改装した観光コーナーの利用促進を図る

ため， シリーズポスターの展示，雪の祭典の

写真展，アイヌ民芸品の展示，行催事の案内

報道機関の取材などに協力するとともに，各

資料も取り揃え．観光相談に応じた。〇東京

案内所 各種行催事に協賛または協力したほ

か．一般的な観光案内業務を幅広く実施した。

〇大阪案内所 特に冬季観光についてマスコ

ミを通じ紹介宣伝したほか．観光展の相談や

資料の提供など行った。

i ―_ ＿ ．．ー·ー·-—•- •一•一••—••—••一•--••一·~―••OL 52年度昭52.4~53.3 i 
-----------」

◇概要 52年度は，引き続く経済不況と天

候不順，さらに有珠山噴火などの影轡を受け

観光客の入込み数は前年より若干下回ったも

のと推定される。

しかし，国民の観光レクリェーションに対

する欲求は，海外や沖縄旅行の実績からみ＼て

も極めてさかんなものがあると思われる。

このような状況をふまえ，本道観光施策の

充実強化を図るため第 1回北海道観光大会を

開催し，決議事項の解決推進に努めるととも

に，関係団体と連携を密にし，有珠山噴火対

策と併せ，通年観光促進のため諸般の誘致宣

伝事業を実施した。

〔総務関係〕 05/12第 1回理事会で総会

議案の審議。 0同日北海道自治会館において

昭和52年度通常総会開催， 51年度事業報告と

収支決算を承認 52年度事業計画と総額9,000

万円に及ぶ収支予算を決定。 03/10第 2回

理事会で52年度予算補正と53年度事業計画案

などについて審議。

◇各専門部会 06/22専門部会正副部会

長会議で，大会決議事項と業務の各部会分担

について0 6/29第 1回宣伝誘致部会で大会

決議事項と52年度事業について08/9第 1

回総務部会で道観連会員組織のあり方と大会

決議事項の推進について08/10第 1回受入

体制部会で美化運動と大会決議事項の推進に

ついて011/2第 2回総務，宣伝誘致合同部

会で53年事業計画案と第 2回観光大会につい

て03/16第 3回宣伝誘致部会で53年度事業

計画案について03/16第 2回受入体制部会

で「花と緑の北海道」運動表彰者選考と53年

度事業計画案について03/30第 3回総務部

会で53年度事業計画案と第 2回観光大会案に

ついてそれぞれ審議。

〔観光振興推進事業〕 〇業界の自覚と団結

のもとに，本道観光の発展策を推進するため

の「第 1回北海道観光大会」を， 6 /12札幌

の自治会館で道内各地の観光事業関係者450人
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の参加を得て開催，観光政策予算の大巾増額

など 7項目を決議した。〇観光大会決議事項

並びに千歳空港の工事に伴う滑走路使用制限

有珠山災害金融と復旧対策などについて関係

先に陳情．要請を行った。

第 1回北海道観光大会

〇地域観光開発のため，本年度は旭川観光

協会，伊達市，上湧別町観光協会の委託を受

け観光診断調査を実施。〇観光計画等につい

て基礎的な知識を高めるため，日本観光協会

と共催で11/29~30,道経済センターにおい

て観光総合講座を開催。〇観光客受人体制強

化の一環として，次の事業を行った。①「花

と緑の北海道」運動の推進②主な海水浴場，

登山基地にごみ袋の配布 (7月中， 5,000枚）

R観光地における交通事故防止運動の推進④

火山地帯における安全対策について提唱⑤道

内主要観光地における観光客の入込み状況と

予測調査。

（宣伝誘致事業〕〇宣伝印刷物の発行 本

道の自然景観はじめ観光資源を網羅した，ユ

ニークなリーフレット「北海道Jを53万5,000

部作成し全国に配布。 0北海道の観光展開催

道外客の誘致を図るため，道外主要都市の

百貨店において「観光と味覚展」（大阪）はじ

め，関係市町村・観光協会等の協力を得て

9都市で「北海道の観光展」を開催，また

「北海道の物産と観光辰」に参加した。〇観

光写真ライブラリーの整備 本道の優れた観

光資源の写真フィルム（四季別，地区別に

150点）を整備，宣伝印刷物に活用するととも

に希望者に貸出しを行った。〇観光ミニ情報

の発行 道内におけるあらゆる観光情報を把

握し，これを毎月 2回「観光ミニ情報」とし

て発行（ 1回5万枚）し．観光案内所，旅行

センター，交通機関等を通じて全国に配布し

た。 0 「冬こそ北海道」のキャンペーン 通

年化対策の一環として，本道の冬の代表的な

風物である 5白（丹頂鶴・白鳥・流氷・冬ま

つり・スキー）を主体に樹氷，行催事，味覚を

あわせ， 11月～ 3月関係市町など関係団体の

協力を得て，ポスターB全判 1万2,000枚，同

B3判 l万枚， リーフレット「冬こそ北海道」

10万部を発行するとともに，月刊誌等を活用

して全国に冬の北海道の紹介，宣伝を行った。

〇冬季行催事の育成 冬季観光資源の開発

育成のため，洞爺湖御神火まつりなど12行事

に対し助成した。〇報道関係者の招へい 国

道229号線茂津多トンネルの開通に伴い，追分

‘ノーランラインの紹介宣伝のため， 6/10~13 

東京都内で発行の新聞・雑誌のレジャー記者

(10社10名）を同地区に招へい，また冬の道

東を PRのため， l /17~19関西の報道関係

者（大阪ペンクラブ会員10社11名）を道東に

招き，それぞれ取材活動に協力した。〇観光

客誘致団の派遣 道外旅行客の誘致を図り道

南の関係団体と共同で， 2 /21~23関西地区

に誘致団を派遣。〇北海道雪の祭典開催 冬

季観光振典の一環として， 3/4~5ニセコ

町ニセコアンヌプリ国際スキー場を主会場に，

後志観光連盟と共催で第 3回「北海道雪の祭

典」開催，観客 5万人。

〔有珠山噴火対策〕 08/7の有珠山噴火

に伴い， 11日道観連内に災害対策本部を設け

現地と協力し次の事業を行った。①道外の報

道機関，観光案内所等に，洞爺湖温泉地区の

災害及び復輿状況の情報提供②復旧後の同温

泉地区へ観光客誘致のため，道央の関係団体

と共同で次のとおり誘致団を派遣．旅行業者

その他の関係機関に送客について要請を行っ

た。 9/27~29東京都・名古屋市・大阪市，

10/24~25大阪市・東京都（運輸省に協力方

要請）， 10/26~11/3東北地区。③洞爺湖

温泉を中心に PRのため， リーフレット 3万
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部を作成して全国に配布④会員の協力を得て

義援金の募集⑤北海道の観光展等に，洞爺湖

温泉地区の復輿状況の写真を展示。

有珠山噴火

誘致団を派遺

〔会報の発行〕会員の機関紙として会報

「どうかんれんJNol69~174号発行。

〔特別事業〕〇全国全道大会調査 52年度

中道内で開催される，全国・全道大会の調査

を実施，〇宣伝印刷物の作成 「北海道観光

カレンダー」 8,000部作成して全国に配布した

ほか，関係商社団体の協力を得て， リーフレ

ット「北海道」 14万部作成。

〔行催事の参加協力〕〇北海道新聞社主催

の「写真道展」，国鉄主催の「花の北海道」

「もゆる秋・北海道」，航空会社主催による

各種キャンペーンなど，道内外で開催される

行催事に参加協力を行った。

〔観光案内所業務〕 〇札幌観光コーナー

来客に対する相談案内と資料提供，シリーズ

ポスター，道内各観光地のポスター展示，道

内で開催の行催事の案内，観光土産品の展示

など，内容の充実を図り効果的に運営。 〇東

京案内所 観光相談と資料の提供はじめ，情

報の収集，関係機関との連絡協調を行うとと

もに，各種行催事に対する協賛，各種の調査

を実施した。0大阪案内所 関西地域一円に

資料の提供，情報の収集と提供を積極的に行

い，また各媒体を通じ本道の PRに努めた。

! ＿ ＿ ＿ ＿ --＿ ＿ - ---・  

53年度昭53.4~54.3 : i 
L.---- --—- - ---------！ 

◇概要 53年度は．いまだ景気の回復に至

らなかったが，前半は好天に恵まれ特に秋の

入込みが増加し，観光客は前年を若干上回っ

たものと推定される。

しかし，本年度も引き続いて海外旅行と南

志向がいぜん強く，更に旅行はますます多様

化する傾向がみられ，観光業界の対応も厳し

い情勢とな ってきた。

このような動向のなかで．新しい誘致市場

の開発と北海道志向高揚のため，適宜機会を

とらえて多角的な宣伝誘致活動を行うととも

に，受入体制の整備強化を図るため，諸般の

事業を実施した。

〔会議関係〕 05/16札幌グランドホテル

において昭和53年度通常総会開催， 52年度事

業報告と収支決算を承認， 53年度事業計画と

総額 1億2,100万円の収支予算を決定，任期

満了による役員改選の結果，中原哲男会長およ

び全副会長，専務理事が再選されたはか，各

理事のほとんどが再任となった。012/14理

事会で54年度事業計画案などについて審議。

◇各専門部会 08/21総務部会で第 2回

観光大会決議事項と観光レクリェーション公

社案について09/28宣伝誘致部会で53年度

宣伝誘致事業の実施状況と54年度宣伝誘致事

業計画案について02/21宣伝誘致部会で北
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海道観光フェスティバル開催案について，そ

をぞれ審議。

〔観光振興推進事業〕 05 /16札幌グラン

ドホテルで，会員など450名の参加を得て「第

2回北海道観光大会」を開催，「花と緑の北海

道」運動の表彰に次いで．意見の発表と決議

があり，決議事項の推進について道知事に要

請が行われた。07/14道自民党政調会に，

正副会長から道観光予算の大幅増額などにつ

いて要望，懇談を行った。 012/14石狩会館

において，観光政策について観光議員連盟と

懇談。〇観光大会決議事項推進の一環として

関係団体と次の大会を共催，さらに中央運動

をそれぞれ展開した。 9/7札幌パークホテ

ルで千歳空港国際化促進道民大会， 4/6札

幌グランドホテルで北海道新幹線建設促進総

決起大会， 3 /23厚生年金会館で一般消費税

反対道民大会。

〇江差追分全国大会，各種写真コ ンテスト

など，観光関連行催事の後援，協賛を行い行

事の振興を図った。〇道内で催される各種大

会，観光行催事等の調査と，関連資料の収集

を行った。〇地域の開発振興を図るため，美

幌町，小平町の委託を受け観光診断調査を実

施。〇観光に関する総合かつ基本的な知識の

向上を図り，日本観光協会と共催で， 9 /13 

~14道経済センターで観光総合講座を開催，

受講者46名。 0受人体制推進活動の一環とし

て①日観協道支部などと共催で， 7 /23美幌

峠において美化キャ ンペー ン実施② 「花と緑

の北海道」運動に実績のあった，釧路駅前商

店振興会，国鉄沼ノ上駅の 2団体と，古木修

- （名寄市），野口実 （美幌町）の2氏を表彰

③親切運動推進のため， ハッジ2,500個を作成

配布。

〔観光土産品業の育成）〇観光振興の一環

として，観光土産品業界の近代化を促進する

ため，（社）北海道観光土産品協会の設立に協

力し，助成を行った。

〔宣伝誘致事業〕 〇宣伝印刷物の発行 リ

ーフレット 「北海道」 35万部作成，観光展会

場，旅行業者，観光案内センターなどに配布。

〇観光展の開催 自然と味覚を中心にして次

の会場で「北海道の観光と味覚展」開催。大

阪会場・ 8/24~29大丸大阪店（入場者15万

1,000人）， 東京会場・ 10/19~24高島屋東京

店（同20万2,000人）。道外18都市22会場で，

「北海道の物産と観光展」を共催，特に次の 7

会場を観光部門の重点会場として宣伝を強化し

た。仙台市・丸光，東京都・西武，横浜市・高

島屋，神戸市・そうこ‘ヽ，広島市・天満屋，

松山市・いよてつそごう，熊本市・岩田屋伊

勢丹。0 「冬こそ北海道」のキャンペーン

関係団体と共同でポスター B全判 7種類 1万

4,000枚，同B3判 2種類 1万枚，リーフレット

「冬こそ北海道」4万部を作成，全国に配布

するな ど， 11月から 3月にかけキャンペー ン

を実施。 11/23東京神宮外苑で開かれた全国

農林水産祭り ，11/21~30新宿駅で催された

日本観光協会主催のスキー ・スケート冬の旅

展に参加し冬の北海道を PR。 1/28~ 2 / 

1大阪ペンクラブの記者10名を道央，道南の

スキー場， 温泉地に招へい，取材に協力。〇観

光ミニ情報の発行 毎月 2回6万枚のミニ情

報を発行して，観光案内所，交通機関等を通

じ道内外に配布。 〇観光写真 ライブラリー

の整備 昨年度に引き続いて四季別，地区別

に168点の写真フィルムを整備，宣伝印刷物に

さわやかです。
ひろ～い北洒道。

ポスターもイメージチェンジ
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活用するとともに希望者に貸出しを行った。

整備点数2,007点。〇観光ポスターの作成 本

道観光のイメージア ップを図るため．ポスタ

-B全判「さわやかです。ひろーい北海道」

9,000枚を作成道外の交通機関．案内所などに

配布した。 〇冬季観光行催事の育成 冬季観

光資源の開発と観光客誘致を目的とした，広

域的な行催事の振興を図るため第 4回北海道

雪の祭典．氷濤まつりなど 9行事に助成。

〇誘致団の派遣 道外客誘致のため，各団体

の協力を得て次の観光客誘致団を派遣した。

9/11~15東北地区（みなみ北海道）． 10/

23~11/ 1東北地区（道央）， 11/8~10関

東•関西・中京地区。 〇広域観光の推進 広

域観光推進のため， 5観光圏の地方観連で作

成した，広域宣伝印刷物20万2,000部の作成に

助成を行った。

〔一般事業） 0東京都内公立高校修学旅行

の誘致懇談会 道外公立高校修学旅行の本道

誘致を図るため．旅行時間を短縮し．本道を

旅行対象地域とする方策として片道航空機の

利用について． 10/21帝国ホテルに都内の公

立高校熾員． PTA役員などを招いて懇談会

を開いた。〇観光カレンダー作成 79年版，

「北海道観光カレンダー」を5,500部作成．道

内外の関係先に送付した。〇 リーフレット北

海道の作成 北海道バス協会の協力でリーフ

レット「北海道」 12万部作成，各バス会社よ

り配布された。 〇群馬県旅行業協会研修旅行

本道を送客重点地とするための．群馬県旅行

業協会の研修旅行を．関係市町村などの協力

を得て． 8/27~9/1道内全域にわたって

実施。〇鈴鹿サーキット北海道展 10/ 1 ~ 

11/26鈴鹿サーキ ットで開かれた北海道展で

本道の観光紹介や観光土産品の即売会に． 資

料の提供や物産のあっせんを行った。 0関西

北海道クラプ創立20周年郷土訪問旅行 7/ 

12~14郷土訪問旅行の企画．資料の提供．受

入れなどについて協力。 〇全日空北海道空の

集い 東京．名古屋，大阪における北海道ス

キーの集い開催に協力。 〇 ビバホリデー（話

題の歌でつづる旅） 日本テレビのビバホリ

デ一番組の取材に協力。これは12月第 2週か

ら4週にわたり毎週土曜関東，関西地区で放

映された。〇スズランナイター 6 /13後楽

園で行われた巨人・阪神戦にスズラン， 1万

5,000本， 300名に記念品を贈呈 し本道観光の

イメージアップを図った。 〇パネル時計発売

さっぽろ時計台創建百年を記念してパネル

時計をつくり， 宣伝媒体として一般に頒布し

た。

〔会報の発行〕会員の機関紙として会報

「どうかんれん」 No.175~180号を発行。

〔観光情報センター業務〕 〇観光案内の

ほか情報ファイルの整備及び「温泉」，「行催

事」，「博物館」，「公園」などの調査を行った。

〔観光案内所業務〕〇札幌，東京，名古

屋，大阪の各案内所において，観光案内，相

談に応ずるとともに，各種行催事に対する協

力と情報の収集，連絡を行った。

r・・--- - ＿ ＿ ＿ - .  -｛ 

i 54年度昭54.4-55.3 I 
° -- --- -- ------ ---」
◇概要 54年度は，春の天候不順と， 石油

の国際情勢の変化により給油制限とともに価

格の高騰を招き，観光バス，マイカーの運行

に影響を及ぼし，先行き極めて不安な情勢が

予想された。しかし後半より石油の需給関係

も緩み，秋の裾野が延びて入込みもしだいに

回復してきたが，さらに12, 1月の雪不足に

よるスキー客の減少も，幸い， 2, 3月には

大きく伸び前年を20％程度上回ったものと思

われる。

このように変動の多い年であったが，重点

事業として受入体制の整備強化を推進するた

め， 19地区において接遇研修会を開催すると

ともに，北海道志向を高めるため大阪市にお

いて観光フェスティバルを開催して，宣伝誘致

の濃密化を図るなど諸般の事業を実施した。

〔会議関係〕 05/10理事会で総会議案審

議。 05/25札幌パークホテルにおいて昭和

54年度通常総会開催， 53年度事業報告と収支

決算を承認，54年度事業計画と総額 1億6,500
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万円の収支予算を決定。 07/23理事会で54

年度予算の補正，第 3回北海道観光大会の開

催などについて審議。

◇各専門部会 09/4総務部会で55年度

予算について（補助事業と会費の見疸し）

010/1宣伝誘致部会で54年度事業の実施状

況， 55年度事業計画について011/28総務・

宣伝・受入合同部会で55年度事業計画につい

て， 03/25宣伝誘致部会で55年度事業計画

について，それぞれ審議。

（観光振興推進事業〕 010/26札幌グラン

ドホテルで，会員など450名参加のもとに「第

3回北海道観光大会」を開催，「花と緑の北海

道」運動の表彰，第 2回大会決議事項の経過

報告，次いで伏木田日高観連会長の提言によ

り大会決議が行われた。第 2部では，「80年代

の北海道観光」をテーマに，和野内講師の司

会により，小谷達男，生内玲子，志村弘雄，

伊東俊二の各氏をパネラーとしてシンポジウ

ムが行われた。

〇観光政策推進活動として， 5/1道観光

予算の増額について一北海道知事， 8/22航

空運賃の冬季割引について一航空 3社社長，

11/ 6第 3回北海道観光大会決議事項につい

て一北海道知事， 10/30昭和55年度観光予算

増額，第 3回北海道観光大会決議事項につい

て一道自民党政調会， 12/5北海道新幹線建

設促進について一国会・各関係省庁， 12/18

昭和55年度観光予算の増額について一北海道

観光議員連盟， 2/4昭和55年度補助金の増

額について一北海道知事，にそれぞれ陳情，

要請を行った。

〇江差追分全国大会等の行催事，観光写真

コンテスト等の後援，協賛を行い地域の観光

振興に協力。 0本道で開催される全国・全道

大会の調査，観光行催事，その他関連資料の

収集，調査を実施。 0地域の開発振興を図る

ため，名寄市，倶知安町の委託を受け観光診

断調査を実施。〇観光に関する総合かつ基礎

的な知識の向上を図り，日本観光協会と共催

で， 10/24~25道経済センターで観光総合講

座を開催，受講者51名。0受人体制推進活動

の一環として，①接客従業員の質的向上を図

るため，地元関係団体の協賛を得て19地区で

接遇改善研修会を開催，受講者 1,167名②観

光地の環境整備のため，＜ずかご120個，ご

み袋4万7,000を配布したほか，日観協道支部

などと共催で， 7 /22阿寒湖畔と双湖台で美

化キャ ンペーン実施③「花と緑の北海道」運

動に実績のあった，千歳観光連盟，虻田町地

区連合会の 2団体と中尾厚次氏を表彰。

接遇改善研修会

〔観光土産品業の育成〕〇観光土産品業界

の育成強化を図るため，北海道観光上産品協

会に対し道補助金300万円を助成。

〔宣伝誘致事業〕 〇宣伝印刷物の発行 リ

ーフレット「北海道」（一般向） 18万部．同

「北海道見聞娠」（ヤング向） 5万部作成して

観光案内所，旅行業者．行催事会場等に配布。

〇観光展の開催 本道の特色ある味覚を強調

した「北海道の観光と味覚展」を次の 日程で

会催。 8/23~28大阪・大丸百貨店． 10/4

~9東京・大丸百貨店。道外22の百貨店を会

場に「北海道の物産と観光展」を共催，特に

次の 7会場を観光部門の重点会場として，宣

伝を強化した。 10/25~31そこう大阪店． 10

/19~24千葉そごう． 10/31~11/5姫路ヤ

マトヤシキ． 11/1 ~ 7柏そこう， 11/1~

7天満屋岡山店， 11/2 ~12松山いよてつそ

ごう． 11/21~26福岡玉屋。〇「冬こそ北海

道」のキャンペーン 冬季観光振興のため．

‘5白、、を主体にキャンペーンを実施，ポス

ター B全判10種類 1万5,000枚，リーフレット

「冬こそ北海道」 5万部作成したほか， 11/22
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~12/2新宿駅で開かれた「冬の旅展」， 11/

22~24都市産業会館で催された「全国農林水

産まつり」に参加して，冬の北海道を PR。

〇観光ミニ情報の発行毎月 1回 5万枚のミ

ニ情報を発行して，道内外の観光案内所，交

通機関等に配布。

〇観光写真ライブラリーの整備 昨年度に

引き続いて88点の写真フィルムを整備，さら

に155点を複製して宣伝印刷物に活用すると

ともに，希望者に貸出しを行った。整備点

数2,095点。〇観光ポスターの作成秋のイ

メージアップのため，「染めあがる北海道」全

判2,000枚を作成，道外の観光案内所，交通機

関などに配布。〇旅行業者の招へい 道外観

光客の誘致を図り．全国旅行業協会東京支部の

会員112名を招き 4/23~27早春の北海道，さ

らに 2/8~10には同支部会員23名による

厳冬の北海道の研修旅行を実施。〇新聞等に

よる広報活動 四季に応じた観光北海道を広

く紹介するため，新聞，雑誌を媒体に宣伝活

動を行った。春・北海タイムス観光特集号，

夏・週刊朝日北海道臨時増刊号，秋・北海道

新聞観光特集号，冬・東京新聞「白のドラマ

・ビッグ北海道」。

〇大阪で観光フェスティバル 関西地区の

北海道志向を高めるため， 5 /12大阪の毎日

ホールで「北海道観光フェスティバル」を開

催，観光映画の上映，郷土芸能，本道出身タ

レントの公演．観光資料の展示など多彩な催

しがくり広げられ， 3,500人の観客で埋まっ

た毎日ホールは北海道一色のムードに包まれ

一

大阪で観光フェスティパル

た。

（一般事業） 〇観光カレンダー作成 関係

市町村，観光協会等の協賛のもとに「北海道

観光カレンダー」を5,500部，関連企業の委

託を受け3000部を作成配布した。〇 リーフレ

ット北海道の作成 北海道バス協会の協賛を

得て，リーフレット「北海道」 4万2,000部作

成。 〇受入手配サービスセンター設置 本道

への送客促進の一環として，統ークーポンを

発行する，協同組合・大阪旅行業協会と道内

関連企業との業務手配を合理化するため，

1 /24「北海道受入手配サービスセンター」

を設置した。〇観光関連行催事の協賛並びに

後援 ① 3/1~2ニセコで第 5回北海道雪

の祭典② 6/2後楽園球場の巨人・阪神戦で

スズランナイター③道央，道南地区修学旅行

誘致団派遺④10~11鈴鹿サーキット北海道展

⑤花の北海道キャンペーン⑥全国修学旅行協

会写真コンテスト⑦電通映画社観光ビデオ制

作。

〇航空機利用客の実態調査 函館・千歳・

釧路の各空港において，各空港会社，地元観

光協会等の協力を得て， 1月～ 3月にかけ釆

道客（個人・団体別）を対象に面接及びアン

ケート調査を実施した。

〔会報の発行〕 〇会員の機関紙として会報

「どうかんれん」 No.181~186号を発行。

〔観光情報センター業務〕 0日本観光協会

情報センターのサブセンターとして，観光案

内業務と資料の収集，提供を行った。

〔観光案内所業務〕 〇札幌，東京，名古屋，

大阪の各案内所において，観光相談はじめ資

料の提供，収集及び各行催事に対する協力，

連絡を行った。

t i 

i 55年度昭55.4-56.3 .! 
9099-------- --―・・' 
◇概要 55年度は，前年同様の冷夏．さら

に低迷する経済情勢のなかでの選挙．交通運

賃の値上げ．米作の不振なども重なり．消費

抑制ムードは国民の観光レク活動を消極化さ
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せ，この影響を受けて観光客の入込み数も伸

びず．また消費単価も低下し極めて厳しい環

境にあった。

このような情勢に際し．宣伝誘致活動の強

化を図るため，名古屋市において北海道観光

フェスティバルを開催し．修学旅行の誘致，

報道関係者の招へい，新しい誘致市場開拓の

ための旅行業者の招へいを行うとともに，受入

体制の整備，充実を図るため接遇改善研修会

を開催するなど，内容的に充実した事業を実

施した。

〔会議関係〕 04/28理事会で総会議案の

審議。 05/15札幌センチュリーローヤルホ

テルにおいて昭和55年度通常総会を開催， 54

年度事業報告と収支決算を承認， 55年度事業

計画と総額 1億4,000万円の収支予算を決定

また任期満了による役員改選の結果，中原会

長はじめ全副会長，専務理事，各理事のほと

んどが再任となった。 011/7理事会， 56年

度事業計画と収支予算案，56年度会費改訂案，

'81北海道観光フェスティバルの負担金などに

ついて審議。

◇各専門部会 010/23受入体制部会， 11

/5宣伝誘致部会．11/6総務部会．各部会

とも昭和56年度事業計画と予算案を審議。

〔観光振興推進事業） 〇観光政策推進活動

として， 6/27石油需給事情の変化に対する

観光産業用の燃料確保について一札幌通商産

業局． 11/14北海道観光フェスティバル事業

に対する補助金の確保，広域観光ルート施設

整備補助金の増額について一道自民党政策調

査会， 2/2料理飲食等消費税の取扱い事務

手数料の制度化と交付金の引上げ．宣伝誘致

対策費の強化．金融並びにオフシーズン対策

について一道議会商工労働委員会．にそれぞ

れ陳情，要請を行った。

〇地域の観光振興のため，昭和新山火祭り

及び写真道展等の後援 (16件），協賛 (14件）

を行った。〇観光行催事，その他関連資料の

収集，調査を実施。〇地域の開発振典を図る

ため，初山別村，置戸町の委託を受け観光診断

調査を実施。 03/12道経済センターで，観

光旅館の経営者及び管理職を対象に観光旅館

経営者セミナーを開催。〇受入体制推進活動

の一環として．①接客従業員の質的向上を図

るため．地元関係団体の協賛を得て24地区で

接遇改善研修会を開催。受講者1,115名。②観

光地の環境整備のため，くずかご140個．ごみ

袋 4万5,000を配布したほか．日観協道支部な

どと共催で 7/20函館山． 7 /22羊ケ丘展望

台で美化キャンペーン実施。

美化キャンペーン

〔観光土産品業の育成〕 〇観光土産品業界

の育成強化を図るため，北海道観光土産品協

会に対し道補助金300万円を助成。

〔宣伝誘致事業〕 〇宣伝印刷物の発行 リ

ーフレット「北海道」（一般向） 12万部，同

「北海道見聞帳」（ヤング向） 4万部作成して

観光案内所，旅行業者，行催事会場等に配布。

関係市町村，観光協会等の協賛のもとに「北

海道観光カレンダー」 9,000部を作成し関係

先に配布。〇観光展の開催 北国の旅と味覚

を強調し北海道志向を高めるため，「北海道

の観光と味覚展」を次の日程で開催。 8/21 

大阪・大丸百貨店， 11/14~20名古屋・名鉄

百貨店。道外22の百貨店を会場に「北海道の

物産と観光展」を共催，特に次の10会場を観

光部門の菫点会場として．宣伝を強化した。

10/10~15広島そごう， 10/23~29千葉そこ`‘

う， 10/23~28高島屋東京店， 10/24~29そ

ごう神戸店， 10/30~11/5柏そこう， 10/31

~11/10松山いよてつそこう， 11/5~10姫

路ヤマトヤヽ ンキ， 11/12~24仙台丸光， 11/13

~18高島屋大阪店， 11/19~24福岡玉屋。
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〇「冬こそ北海道」のキャンペーン 冬季

観光振興のためキャンペーンを実施，ポスタ

-B全判 4種類 4万3千枚，パンフレット 5

万部作成したほか， 11/21~30新宿駅で開か

れた「冬の旅展」， 11/22~24晴海国際見本市

会場で催された r全国農林水産まつり」に参

加，また，次の日程で各地区のレジャー記者

を招くなどして，冬の北海道を売り込んだ。

1 /13~16東京地区・サンケイスポーツほか

11名を道東・大雪地区へ， 3/5~8中京地

区・中日新聞ほか 5名を道南・道央地区へ，

3 /26~29大阪地区・毎日新聞ほか15名を道

南・道央地区へ。〇観光ミニ情報の発行 毎

月5万枚のミニ情報を発行して，道内外の観

光案内所，交通機関等115カ所に配布。

〇道外旅行業者の招へい 道外客の誘致促

進のため，道外の旅行業者を招き次により研

修旅行を実施した。 2/24~27大阪地区の業

者39名が道東・大雪・道央へ， 3/5~8名

古屋地区の業者22名が道央・道南へ。〇修学

旅行誘致キャンペーン 道外からの修学旅行

を誘致するため，修学旅行誘致促進協議会を

組織，統ーキャンペーンとして， 10/29~

11/ 2東北（仙台，盛岡，青森各市）， 11/16

名古屋市， 11/18東京都に修学旅行誘致団を

派遺，各地区において学校関係者，旅行業者

等を招いて懇談した。なお，今年は 「修学旅

行の手引き」を1,000部作成， 各学校や懇談会

などで配布した。

〇観光写真コンテスト 朝日新聞社と共催

で，全国規模で観光写真コンテストを実施。

応募点数1,659点， 3/2審査を行い金，銀，

銅賞 9点と入選60点に賞金，賞状を贈った。

〔一般事業〕 〇観光振興のため，補助事業

以外に次の自主事業を実施した。①リーフレ

ット「北海道」 3,350部を道バス協会の協力

を得て発行②関連企業の委託を受け「北海道

観光カレンダー」 3,350部作成③国鉄，関係

市町村，観光協会と共同で「花の北海道キ｝ヤ

ンペーン」を実施④ 3/7~8倶知安町・ひ

らふ国際スキー場で，後志観光連盟と第 6回

北海道雪の祭典開催⑬測）日本交通公社の委託

を受け，前年に引き続き 4~6月に航空機利

用客の実態調査実施，この調査結果は3月に発

表R北海道観光事業東京連絡協議会と提携，

台湾からの観光客誘致のため台湾観光協会郭

副会長，世林旅行社等17名を， 3 / 9 ~14道

東・大雪・道央・道南の研修旅行に招へい，

札幌と大沼で誘致懇談会を開いた⑦6/14後

楽圏球場で，東亜国内航空の協力を得てスズ

ランナイターを実施⑧11/14~20名古屋で開

かれた北海道観光フ ェスティバル実行委員会

の事務局と して協力。

〔会報の発行〕 〇会員の機関紙として会報

「どうかんれん」 N(l187~191号を発行。

〔観光情報センター業務〕 0日本観光協会

情報センターのサプセンターとして，観光案

内，資料の提供を行ったほか，「北海道の湖沼

めぐり」「ローカル線」「文学碑の旅」「岬めぐ

りふるさとの民宿」について調査。

〔観光案内所業務〕〇札幌観光コーナー

ポスターの展示，行催事の案内，観光相談の

ほか， 5月に 1週間にわたり各地の観光映画

7本を 1日2回上映した。〇東京・名古屋 ・

大阪の各案内所 一般的な案内業務と資料の

収集，行催事の協力を行った。

---・ - . o • i 56年度昭56.4~57.3 ! 
----- --- - - - - -＿ー・9--」
◇概要 56年度は，依然低迷する経済情勢

のなかで，知床横断道路の本格的な供用，国

道231号線の開通，新帯広空港の開港，国鉄石
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勝線の開通など交通基盤の整備が進み，入込

みの好転が期待されていたが， 8月の集中豪

雨，国道231号線のずい道崩落，神戸ポートヒ°

アの予想を上回る入込み増など．本道観光に

少なからざる影密を及ぼしたものと思われ

る。

このような状況にあって，道外客の誘致促

進を図るため官民一体による北海道ビッグフ

ェスティバル，さらに特別キャンペーンを首

都圏を中心に展開するとともに受入体制の

強化整備を図るため接遇改善研修会の開催，

冬季行催事の充実強化に努めた。

〔会議関係） 05/1理事会で総会議案，

'81北海道観光フェスティバルについて審議。

05/19札幌プリンスホテルにおいて昭和56年

度通常総会開催， 55年度事業報告と収支決算

承認， 56年度事業計画と総額 1億4,500万円

の収支予算（前年度決算比約1,600万円増）

を決定。 011/17理事会で56年度事業計画と

予算の補正， 57年度事業計画案について審

議。

◇各専門部会 0 6 /26, 10/26, 3 /15 

受入体制部会， 6 /24, 7 /27宣伝誘致部会

4 /28, 11/ 6総務部会をそれぞれ開く。

（観光振興推進事業） 〇観光政策推進活動

として， 6 /17第 4回北海道観光大会決議事

項の実現方について一北海道知事， 7 /22政

府登録ホテル旅館の施設基準改訂，航空運賃

割引制度について一運輸省観光部高橋整備課

長 9/4特別キャンペーン事業に対する肋

成について一北海道知事， 9 /12航空運賃の

季節別割引制度の設定について一運輸省航空

局近藤監督課長，特別キャンペーン事業に対

する助成について一北海道観光議員連盟・道

自民党政調会・政策審議会会長， 10/13沖縄

一千歳直行便の開設について一運輸省 •本道

選出国会議員， 10/30昭和57年度の道観連事

業補助金の確保について一道自民党政策策定

中央会議， 1 /25昭和57年度観光予算の確保

について一北海道知事・観光議員連盟・自民

党政調会・政策審議会， 1 /27北海道開発庁

の存置について一各省庁・自民党・本道選出

国会議員， 9 /18~19国道231号線の復旧促

進について一北海道開発局・札幌及び留萌開

発建設部，にそれぞれ陳胤要請を行った。

〇第 4回北海道観光大会観光レクの多様

化に対応して，受入体制の充実，整備を図る

ため‘魅力ある観光地づくり、をテーマに，

5 /19本年度通常総会のあと札幌プリンスホ

テルで第 4回北海道観光大会を開催，まず第

一部では，地域代表として十勝観光連盟会長

坂本圭司氏．洞爺湖温泉観光協会副会長浜野

浩二氏，業界代表として道観光土産品協会副

会長井上俊禰氏，道バス協会会長仙石清氏，

道温泉部会会長中牧昇氏から提言が行われ，

広域観光ルート公共施設の整備促進など 6項

目の大会決議が行われた。次いで第二部では

「旅行作家の見た北海道の観光」と題して日

本旅行ペンクラプの藤獄彰英氏の特別講演が

行われた。

〇観光に関する総合かつ基礎的な知識の向

上を図り，日本観光協会と共催で， 10/22~

23道経済センターで観光総合講座開催。〇受

入体制推進活動の一環として，①接客従業員

の質的向上を図るため，地元関係団体の協賛

を得て18地区で接遇改善研修会を開催。受講

者1,414名。②観光地の環境整備のため， 15

市町村にくずかご164個， 9市町村にごみ袋 2

万6,000配布したほか，日観協道支部などと

共催で， 7 /17層雲峡， 7 /19知床（知床五

湖，知床峠）で美化キャンペーン実施。⑧「花

と緑の北海道」運動に実績のあった，当別町

観光協会，狩勝寿事業団を表彰。

（観光土産品業の育成〕 〇観光土産品業界

の育成強化を図るため，北海道観光土産品協

会に道補助金300万円を助成。

〔宣伝誘致事業〕 〇宣伝印刷物の発行 リ

ーフレット「北海道」 37万5,000部，「北海道

観光カレンダー」 1万6,000部作成し，旅行代

理店はじめ観光案内所，行催事等に配布。

〇観光展の開催 ‘‘北国の旅と味、をテーマ

に北海道志向を高めるため， 6/4~9東京

・大丸百貨店， 8 /20~25大阪・大丸百貨店

で「北海道の観光と味覚店」開催。道外25の
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百貨店を会場に「北海道の物産と観光展」を

共催，このうち市場性，立地条件等を配慮し

次の 9会場を重点会場として．観光宣伝を強

化した。 10/9 ~14広島そごう， 10/22~28

千葉そこう， 10/29~11/3横浜高島屋． 10

/30~11/ 4そこう神戸店． 10/30~1l/ 9 

松山いよてつそごう． 11/5~10高島屋京都

店， 11/11仙台丸光， 11/25~30福岡玉屋．

11/27~12/ 2北九州黒崎そごう。

0 「冬こそ北海道」のキャンペーン 冬季

観光振興のためキャンペーンを実施，ポスタ

-B全判 5種類5,700枚．パンフレット 7万

5,000部作成したほか， 1/8~10東京地区

のレジャー記者（報知新聞ほか 8名）を道東

地区へ， 2/6~10大阪地区の同記者（サン

ケイスボーツほか10名）を道東・大雪・道央

地区に招へい． 11/20~29新宿駅で開かれた

「冬の旅展」への参加，また東南アジア関係

旅行代理店・報道機関と次により誘致懇談会

を開くなど，積極的に冬季観光客の誘致を図

った。 2/26札幌グランドホテルで旅行代理

店(29名）， 3 /10アサヒビー）レ園で報道関係

(15名）。〇観光ミニ情報発行毎月 5万枚の

ミニ情報を発行して．道内外の旅行代理店は

じめ観光案内所．交通機関等130カ所に配付し

た。

〇道外旅行業者の招へい 新しい商品設定

などにより道外客誘致のため．道外旅行代理

店の担当者を招き次により研修旅行を実施し

た。 9/28~10/ 1_東北地区の業者25名が道

東・大雪・道央へ， lQ/20~23大阪地区の業

者25名が道東へ。〇修学旅行誘致キャンペー

ン 道外の修学旅行を積極的に誘致するた

め．北海道修学旅行誘致促進協議会と共同で

次により誘致団を派遣，旅行代理店，各種学

校，交通機関などを招いて誘致懇談会を開催

した。10/20~23東北地区（秋田，山形，新

潟 85名参加）． 11/12大阪地区 (38名参加）．

11/13東京地区 (71名参加）。なお．今年は

「修学旅行のしおり」を1,500部作成，各学校や

懇談会などで配布した。〇海外観光客誘致

海外観光客の誘致を図るため，本年度は特に

東南アジアに重点をおき，台湾．香港．マレ

ーシア， ソウル，マニラ， シンガボールの各

地から報道関係者16名を招いて， 2 / 7 ~11 

に真冬の道内を案内して取材に協力したほか，

アサヒイプニングニュース・海外版 (10/

23)．経済日報 (1月～ 3月． 9回），台湾観

光協会報(1月～ 3月）に広告宣伝を行った。

〇特別キャンペーン ここ数年低調気味の

道外客を積極的に誘致するため官民一体とな

り．道観連の宣伝機関として北海道観光誘致

宣伝協議会（会長・友吉三郎日本交通公社道

営業本部長）を組織．首都圏をターゲットに夏

季は「マイミルキー・サマーHOKKAIDO」.

冬季は「氷点下のクリスタル・ロマン。‘‘冬こ

そ北海道、、」 をスローガンに各種媒体を活用

し，総額 2億円の大型キャンペーンを展開し

た。実施期間は，夏季 6/4~7/12,冬季

12/ 1 ~ 3 /10で，主な内容は次のとおりで

ある。

冬を PRのポスター

夏季①テレビスポット389本放映②6/4

銀座・ 三越前街頭宣伝でタレント，デモガー

ルにより白いかさ 8万3,000本，白い恋人等

2,000個， Tシャツ3,210枚贈呈③ 6/7銀座

の歩行者天国を利用して三越前～日本橋でデ

モガールにより花の種配布④パプリシティ関

係で 6/5STVニューススタジオ， 6/6 
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テレビ朝日「独占女の60分」， 6/9日本テレ

ビ「ルックルックこんにちわ」， 6 /16西日本

放送「佐々木正夫のトラベルジョッキー」 6

/17 • 22N HK北海道「北海道の窓」， 7/8 

STV「2時ワイド喜瀬浩です」， 7 /10東京

12チャンネル「特選品清報」， 8 / 4 • 11 • 18 

• 25Y TV「11PM」。このほか道内外新聞14

紙，雑誌 5誌を媒体として記事を掲載広報

宣伝活動を行った。

冬季①テレビスポット85本放映②宣伝印刷

物としてポスター B全判2,000枚， リーフレ

ット A4判30万部，ガイドマニュアル500部作

成③12/1 ~ 2 /28浜松町駅モノレール乗場

2カ所に大型電飾看板掲出④観光客受入れ対

策の一環として，歓迎立て看板150本，‘‘笑顔ワ

ッペン、、 2万個を配布したほか，各地域の冬

季行催事を協賛⑤道外客を冬の北海道に誘致

するため， 5本のモデルコースを設定して旅

行エージェントに提供，商品化を依頼した。

2泊 3日雪と氷と祭りの旅， 3泊4日丹頂鶴

・白鳥・流氷 3白の旅， 3泊 4日氷点と北端

をめざす旅， 2泊 3日冬の華・札幌ー函館の

旅， 2泊 3日雪の祭典と温泉の旅⑥朝日新聞

・日曜版 (1/10付）道内版15段と道外版10

段，サンケイスポーツ・全国版 (2/ 1付）

5段に広告掲載のはか，週刊朝日・増刊「冬

の北海道」特集号 (11/5号）により広報宣

伝⑦大阪と仙台において誘致懇談会開催。

〔一般事業〕〇北海道観光フェスティバル

実行委員会の事務局として，特別キャンペー

ンと連動し， 5 /15大通公園西 8丁目からス

タートしたスズラン鳩レースを第 1弾に，東

京都で次の催しを実施した。6/6NHKホ

ールで名曲コンサート「ほっかいどう」， 6/ 

7上野公園～銀座 8丁目までランランスズラ

ンイン銀座， 6/6後楽園スタジアムでスズ

ランナイター， 6/4~9大丸東京店で北海道

の観光と味覚展， 5 /15~ 6 /13都内郷土料

理店で観光と味覚まつり。その他 5/11~17

銀座ソニービルで開かれた‘‘さくら草、フェ

アー， 6 /21読売ランドで催された熱気球を

見る会の 2行事に協賛。

ランラン・スズラン・イン銀座

このはか，一般事業として①各種媒体を活

用した広報宣伝②台湾のノースランドツアー

旅行団の受入れについて協力③静岡県旅行業

協会と誘致懇談会開催④大阪府旅行業協会と

連絡会議開催⑤ホテル日航成田の「秋の北海

道展」に協力⑥ホンダランド鈴鹿サーキット

「北海道の観光と物産展」に協力⑦札幌そこ‘‘

う「大北海道物産まつり」に協力⑧松阪屋「大

北海道展」に協力⑨なごや納涼まつりに協力

⑩'81大阪御堂筋カーニバルに協力⑪第 7回北

海道雪の祭典共催⑫大丸東京店「大北海道展」

に協力⑬江差追分全国大会．全国修学旅行協

会写真コンテスト．その他関係行催事に後援

または協賛⑭リーフレット，観光カレンダー，

パネル時計などの作成，販売。

〔会報の発行〕会員の機関紙として会報

「どうかんれん」 No.192~196号を発行。

〔観光情報センター業務〕 0日本観光協会

情報センターのサブセンターとして，観光案

内．資料の提供を行ったはか．「お国自慢日本

ー」「温泉」「公的宿泊施設」について委託を

受け調査を行った。

〔観光案内所業務〕〇札幌観光コーナー

道内各地のポスターの展示，資料の提供，行

催事の案内や観光相談に応じた。 0東京・名

古屋・大阪案内所 案内・相談業務と資料の

提供並びに各種行催事について協力。
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20年間の会員数、収支決算額、観光客入込数などの推移

項¥目ll 37 38 39 40 41 42 

ムェニ 長 名 町村金五 町村金五 町村金五広瀬経一 広瀬経一 広瀬経一

副会長数 5 5 5 5 5 6 

専務理事名 平沢正文

会 員 数 105 169 194 180 224 227 

千fIJ
会費収入 2,745 3,215 3,635 3,590 6,325 9,236 

千円

収支決算額（収入） 8,169 10,200 12,235 16,531 40,617 46,176 

千円

道補助金 2,374 2,500 2,500 3,000 10,840 16,570 

干人

観光客入込数 19,910 20,989 26,196 29,456 30,693 38,436 

千人

道外客数 405 470 547 596 608 713 

項~目lj 47 48 49 50 51 52 

会 長 名 舟橋要舟橋 要 中原哲男 中原哲男 中原哲男 中原哲男

副会長数 3 ~ 6 6 7 7 7 7 

専務理事名 斎藤丈武 斎藤丈武 斎藤丈武 斎藤丈武 ニロ栄蔵ニロ栄蔵

会 員 数 255 266 270 277 283 279 

千円

会費収入 14,709 15,150 20,480 20,730 21,520 23,490 

千fil
収支決算額（収入） 77,162 90,795 118,669 131,515 105,003 106,845 

千円

道補助金 23,960 29,450 37,900 37,600 33,500 37,800 

千人

観光客入込数 62,766 69,189 74,315 72,442 77,215 72,640 

千人

道外客数 1,768 2,173 2,380 2,213 2,243 2,190 

（注） 1. 年度途中で副会長数の変更は，臨時総会の決定による。

2. 収支決算額（収入）は，その年度の予算規模を知るためのもの。

3． 観光客入込数は，道内各観光地に入り込んだ延べ人員。

4. 道外客数は，道外観光客の実数を示す。

43 44 45 

広瀬経一 広瀬経一
広瀬経一
～舟橋要

6 7 7 ~ 3 

平沢正文春日井仁
春日井仁
～斎藤丈武

241 241 241 

9,254 9,127 9,101 

57,724 51,545 55,768 

18,000 18,350 18,450 

42,469 45,804 50,337 

863 948 1,169 

53 54 55 

中原哲男 中原哲男 中原哲男

7 7 7 

ニロ栄蔵 ニロ栄蔵 ニロ栄蔵

267 274 278 

23,590 23,620 23,635 

131,639 137,211 128,551 

46,850 49,600 50,260 

76,488 78,310 82,659 

~ 

2,266 2,308 2,314 

46 

舟橋要

3 

斎藤丈武

255 

14,307 

68,040 

24,925 

58,624 

1,519 

56 

中原哲男

7 

ニロ栄蔵

280 

27,455 

336,918 

103,200 

80,902 

2,232 

＊社団法人として創立以来， 20年間の推移をみるために，会員数，収支決算額，観光客人込数などを各年

度別に表にまとめてみた。

そのひとつに観光客入込数があるが，創立の37年度と56年度を比較すると，道外観光客は約5.5倍に，全道

の観光客入込数は約4倍に増えている。会員の協力，道の助成などによってしだいに事業規模を拡大し，オ

イルショック以降の低成長時代を迎えたとはいえ，絶えず観光客の増大を偲ってきた成果とみることができ

よう。

◇観光事業功労者

永年にわたり本道の観光振興．あるいは各

観光地の発展に尽くされたとして．各年度の

通常総会で次の各氏が表彰された。

〔38年度〕浜野増次郎（虻田町）関量ー（留
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辺薬町）．遠藤数太（狩太町），故・轟木義重

（札幌市） 〔39年度）高田富与（札幌市），

三浦吉太郎（小樽市） 〔40年度〕楡金幸三

（札幌市），国沢謙蔵（留辺薬町） 〔41年度〕

山田角太（鹿追町），熊谷綾雄（室蘭市），山

崎友吉（千歳市） 〔42年度〕佐藤省三（東

利尻町）．井上清（札幌市）．川村力子卜（旭

川市） 〔43年度〕 村川豊次郎（札幌市）．

先田秀吉（苫小牧市）．斎藤東四郎（虻田町）．

石野清三（上川町），高橋サク（音更町） 〔44

年度）日野洋治（登別町）．小池生治（蘭越

町）．大西功（旭川市）．若山万之助（黒松内

町） 〔45年度〕故・大西長光（虻田町），岩

倉誠一（登別町），石黒ハル（鹿追町），谷川幸

治（釧路市） 〔46年度〕鈴木石太郎（函館

市）．河崎勇（積丹町）．吉田由次郎（伊達

町）．若狭函寿（虻田町）．宮武義雄（北見

市） 〔47年度〕木下又三郎（東川町）．大野

直栄（阿寒町），貫田剛吉（千歳市）．塩森哲

雄（網走市）．南邦夫（登別市），根津文男（弟

子屈町）． （48年度〕福島新太郎（倶知安

町）．加森勝雄（登別市）．沼倉祐三郎（弟子

屈町），松岡義秀（阿寒町）．小山康三 （愛別

町），小川三男（留辺薬町） （49年度）山口

勝美（留辺薬町）．小西清作（東川町）．磯野

利男（羽幌町） 〔50年度〕浜野常七（札幌

市），山l甫久三郎（阿寒町），大野トメノ（壮

督町），吉田保ー（札幌市），小川義雄（岩見

沢市）． 〔51年度〕佐藤春寿（白老町），高

橋良治（釧路市）．高桑華夷治（斜里町） 〔52

年度〕桐原酉次（札幌市），大門金光（東川

町），岩井金次郎（登別市） 〔53年度〕山丸

武雄（白老町），山浦正敏（阿寒町），札幌ラ

ーメン店・味の会（札幌市） 〔54年度〕栗

本茂典蔵（浜中町），作田勝太郎（音更町）．

張江大策（釧路市）．金道義吉（函館市） 〔55

年度〕畳規短郎（江差町）．前川市治郎（美視

町），吉野鶴夫（斜里町） 〔56年度〕野村義

- （白老町），山口正（上川町），福田強（函

館市） 〔57年度〕山本多助（阿寒町）．秋吉

正男（登別市），荻野深ー（函館市）。

瓜

写真は57年度の功労者。

◇物故役員

道観連の役員として．永年にわたってその

運営に尽くされ，在任中に死去された方々は

次のとおり。数字は亡くなられた年月日。

副会長・伊藤琢磨（北海道バス協会長） 44,

8, 30 常任理事・広瀬昇（洞爺湖温泉観光

協会長） 46, 4, 22 理事・五野井貞蔵（え

りも観光協会長） 46, 9, 30 常任理事・浜

野増次郎（道旅館環衛同業組合温泉部会長）

47. 9. 7 常任理事・林孝一（定山険観光

協会長） 47.11, 15 常任理事・南邦夫（登

別観光協会長） 48.10. 16 専務理事・斎藤

丈武（専任）51, 1. 4 理事・本間桂朔（三

笠観光協会長） 52. 9, 26 副会長・鈴木石

太郎（函館観光協会長） 55. 3, 13 

＝事務局の移り変わり＝

道観連の事務局は，道の観光課内におかれ

ていたが，法人となった37年の 5月札視市北

1条西 4丁目にあった札商ビル 4階（後に 1

階）に入居する。

初代の事務局長は， 5月に道観光課長補佐

から就任した轟木義重氏。職員 2名でスター

トしたが，この年11月30日，過労が重なり心

臓病で入院加療中であった轟木氏が急逝，後

任の事務局長にやはり道を退任した碁石敏氏

が就任 (38年 9月）する。このころが事務局

の創成期といえよう。

事務局が入っていた札商ビルが取りこわし

のため．市内北 2条西 4丁目北海道ビルに移
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転するが．翌年 7月南 2条西 4丁目旧拓銀南

支店跡に再移転．やがて41年 6月．北 1条西

2丁目に完成した北海道経済センター 3階に

落ち着き．職員数もしだいに増える。

その後．経済センター 1階に北海道商工観

光センターが開設され．観光コーナ一部門の

管理を兼ねるため． 46年10月25日3階から 1

階に移り現在に至っている。

この間．職員にもかなりの移動があったが

その氏名及び在戦期間は次のようになってい

る。（数字は年・月を示す）

〇事務局長轟木義重 (37• 5 ~37 • 11) 

碁石敏 (38• 9 ~42 • 7)春日井仁 (44• 4 

～専務理事）高柳幸雄 (45• 2 ~45 • 4)菅

原甫夫 (46• 8～現在」

〇一般職員太田照子 (37• 4 ~39 • 10) 

中村崇 (37• 7 ~44 • 4)河村陽夫 (39• 10 

~40 • 3)吉泉泰子 (40• 4 ~42 • 9)松田

安雄 (40・］0～現在）前田順子 (41• 7 ~44 

• 6)南部久子 (43• 10~46 • 6)鎌田信 (44

• 7～現在）永江文雄 (44• 8～現在）福島

睦子 (45• 6 ~46 • 6)坂本武秀 (46• 6 ~ 

49 • 3)五十嵐知子 (46• 6 ~47 • 12)佐藤

登志子 (46• 12~53 • 3)五十嵐八郎 (47• 

1 ~49 • 10)作山裕子 (48• 4 ~53 • 10)佐

藤宏 (49• 5～現在）浜田登 (49• 5～現在）

愛場百合子 (53• 4～現在）佐藤早苗 (53• 

12～現在）

〇東京案内所春日井仁 (41• 6～事務局

長）吉田弥生 (41• 6 ~44 • 6)佐藤登志子

(41 • 7 ~46 • 12)黒須重男 (41• 7～現在）

根本邦子 (47• 9 ~50 • 3)山田純子 (52• 

4 ~53 • 9)福島尚子 (53• 10~54 • 5)清

水英子 (54• 5 ~54 • 12)佐野輝美 (54• 12 

~55 • 6)内野由布子 (55• 7 ~57 • 3)広

島由美子 (57• 4～現在）

＝東京案内所今昔＝

所長黒須童男

私が道観連東京案内所に．札幌から赴任し

たのは昭和41年 7月であった。

案内所は，本道観光業界の強い要望で各方

面の協力により．この年 6月に開設されてい

た。東京は猛暑の最中で． 6年間東京を離れ

札幌暮らしの私には天国から地獄にきた思い

で，この夏は閉口した。

当時．職員は所長以下男子戦員 l名．女子

職員 2名計4名で．北海道観光の総合案内所

としてスタートした。昭和41年といえば，よ

うやく道外客による北海道観光が本格的に始

まろうとしていたころである。

東京の中心．八重州口に案内所ができたも

のの，これからどのような方法で広く北海道

のPRをしたらよいのか途方にくれたが，結

局は旅行業者，航空会社，報道機関などをく

まなく訪問し，案内所が開設したことを知ら

せるのが最良の策との判断から．毎日のよう

に関係先を回わったことを今でも記憶してい

る。

北海道の観光と言っても．当時は観光資料

やポスターなど思うように入手出来なかった

ので．旅行関係者にはよいタイミングであっ

たようだ。特にマスコミには当所開設の意義

は大きかったと思う。

旅行業者より資料が欲しいと言われ持参し

てみれば．夫婦 2人で開業しているような小

さな業者の多かったこと。訪ずれる相談客も

「本当に北海道で観光が出来るのか」「町にも

熊が出ると聞くが，奥地には旅館らしきもの

があるのか」といったような質問までとび出

し．北海道が観光地として．いかに知られて

いないかを思い知らされたものである。

こうした来客の一人一人の応待は大へんな

もので．相談というより北海道を少しでも理

解してもらおうとすることの連続だった。

旅行業者，航空会社の企画にも当方から出

掛けて行き．コースの説明．日程，料金問題
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をくりかえし話し合い．少しづつツアー計画

の設定を願う毎日でもあった。

また41年から43年ころには．都内には道内

の旅館．バス．食事などを提供する．観光客

受入れ施設等の案内所もほとんど無く．当所

へ旅行業者からの依頼のあった団体（ツアー）

に対し．道内各方面と連絡を取り予約サービ

スまでしなければならないことも再三あった。

ちなみに42年に．団体客の仲介を依頼された

人員 1万3,796人．貸切バス74台．旅行業者に

個人客の紹介 1,401人であった。

旅行業者には，都内で北海道の観光誘致懇談

会を何度も開催．都民には毎年貸ホールを利

用して「北海道のタベ」を開き．観光映画．

劇映画．郷土芸能．はては北海道への招待抽

せん会などで誘致を図った。

43年． 44年ころの誘致対策として．道内で

開催される全国大会の継続調査のほか．旅行

業者との懇談会も大手業者．中小業者．電鉄

関係．農協関係とそれぞれに会合を持ち．コ

ース．味覚．観光施設などの説明をもとに．

本道の旅行企画を依頼したものだった。

マスコミ対策も．道内の観光情報を各市町

村より電話で聞き．各レジャー記者クラブに

連絡したり．また取材の依頼があれば地元に

協力を求め．テレビ関係．ラジオ関係にも北

海道の取材を強く要請したことが多かった。

45年から47年ころは修学旅行に取り組み．

私立高等学校の誘致をはじめ．各種学校には

観光ポスターの校内掲示を依頼してみたり．

銀行ロビー内で写真展による北海道宣伝もた

びたびお願いした。

私どもが．旅行業者や航空会社に依頼して

北海道ツアーを企画してもらい．その第一陣

の出発に際し．感謝をこめて花束を贈った時

はどうれしかったことはない。

いろいろな苦労話しは際限なくあるが．そ

んな中で毎日の業務が苦になったことは一度

もなかった。｀‘我々が最前線でやらねば、、とい

う気持が強かったのだと思う。

そうこうしているうち． 46年には案内所の

戦員も 2名となってしまった。ようやく軌道

に乗ってきた時期だけに．補充をされなかっ

たのが実に残念であったが，諸般の事情もあ

り．今だに女子職員と 2名でがんばっている。

48年はオイルショックがやってきた。北海

道の観光もこれからが本ものと思っていた矢

先きにである。しかし私どもはこうした情勢

にへこたれず， PRに誘致に，これまで以上

の努力を続けたことはいうまでもない。

観光には‘流れ、というものがあるようだ。

昭和40年代の前半は南九州． 45年ころから北

海道へ，その次に沖縄あるいは海外へと観光

客が流動している。

これに加えて． 50年代に入って低成長時代

を迎え．観光の大量化・広域化は影をひそめ．

その動きは鈍化しつつある。この影響は北海

道ばかりでなく．ほとんどの府県が同じよう

な事情にあり．各府県ともその対策に真剣に

なっている。

県と航空会社とのタイアップ．旅行業者と

連携した誘致作戦．県独自の全国大会誘致

や修学旅行誘致を図るなど．いろいろな面で

各府県がそれぞれ観光に対し位置づけを強化

している。

各地の観光が伸び悩みにある現状の中で．

北海道の観光を考える場合．私どもは過去の

ことを捨て白紙にもどって考へていかねばな

らないような気がする。観光には宣伝が必要

なことはいうまでもない。しかし．これまで

ただpR.誘致．キャラバン．といったこと

ばかりに重点を置きすぎたきらいがないだろ

うか。

他府県の動向．旅行業者の動き．旅行客の

志向の変化などをよく見究め．情報を素早く

キャッチしながら．誘致と宣伝．受け入れが

一体化しなくては．経済不況下とはいいなが

ら北海道を甦みがえらすことは難しい。

北海道の四季．それぞれに合った受け入れ

体制を各観光地ごとに．また来道した観光客

をいかに楽しませて帰らせるか．特に接遇問

題を真剣に考えていきたいものである。
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創立20年を迎えた

社団法人北海道観光連盟

1. 定款

2. 役員名簿

3. 昭和57年度事業計画書

4. 昭和57年度収支予算書

社団法人 北海道観光連盟定款

第 1章総 則

（名称）

第 1条 本会は，社団法人北海道観光連盟と称する。

（事務所）

第 2条本会は．事務所を札幌市に置く。

（目的）

第 3条 本会は，北海道内における観光事業の健全な発達と振興を図り．国民一般の厚生，保健，

（事

第 4条

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

UO) 

(11) 

(12) 

文化生活の向上並びに経済の開発発展に資するとともに．国際親善に寄与することを目

的とする。

業）

本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行なう。

観光宣伝

観光客誘致促進

接遇の改善

観光資源の保護及び開発の促進

観光施設の整備促進

観光観念の普及向上

国土美化運動の推進

観光土産品の改善指導及び紹介宣伝

道内観光団体活動の促進

機関紙，印刷物の刊行頒布

観光事業の調査研究

その他，本会の目的達成に必要な事業
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第2章 会 員

（種類及び区分）

第 5条本会の会員は．正会員及び賛助会員とする。

2 会員の区分は，次のとおりとする。

(1) 正会員 観光事業に関係する団体及び法人，公共団体

(2) 賛助会員 本会の趣旨に賛同するもの

（ 加入）

第 6条 会員になろうとするものは．書面をもって本会に申し込み，理事会の承認を得なければ

ならない。

（ 会費）

第 7条 会員は．総会において別に定めるところにより会費を納めなければならない。

（脱退）

第 8条 会員は，本会を脱退しようとするときは，書面をもって会長に届け出なければならない。

（資格の喪失）

第 9条会員は．次の各号の 1に該当するときは，その資格を失う。

(1) 本会が解散したとき

(2) 除名されたとき

(3) 脱退の届け出があったとき

(4) 死亡したとき

（除名）

第10条 会員が次の各号の 1に該当するときは，総会の議決により除名することができる。

(1) 本会の名営をき損し，又は本会の趣旨に違背する行為があったとき

(2) 著しく会費の納入を怠ったとき

（権利の喪失）

第11条 退会したもの，または除名されたものは会員としての一切の権利を失ない．すでに納付し

た会費その他本会の資産に対して．何等の請求をすることができない。

第 3章役員等

（役員）

第12条本会に次の役員を置く。

会長 1名

副会長

専務理事

常任理事

理事

監事

（選任）

第13条 役員は，総会において正会員及び学識経験者のうちから選任する。

7名

1名

9名以内

38名以内（会長，副会長，専務理事及び常任理事を含む）

2名

2 前項により選任された者のうち，その者の役職をもって選任されたものについては、そ

の役喘を離れたときは本会の役員を退任したものとみなし，その役織の後任者は，本会の

役員に選任されたものとみなす。
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（ 任期）

第14条 役員の任期は， 2年とする。ただし再任を妨げない。

2 補欠によって就任した役員の任期は，前任者の残任期間とする。

3 役員は，任期が満了しても後任者が就任するまでは，その朦務を行なう。

（ 朦務）

第15条会長は，本会を代表し，会務を総理し，会議の議長となる。

2 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，または欠けたときは，あらかじめ会

長の定めた順位によってその戦務を行なう。

3 専務理事は，会長の指揮を受けて専ら会務を掌理し，会長及び副会長に事故あるときは，

その眠務を行なう。

4 常任理事は，常任理事会を組織し，本会の緊急重要事項を審議する。

5 理事は，理事会を組織し，本会事業の審議並びに推進にあたる。

6 監事は，民法第59条の職務を行なう。

（役員の解任）

第16条 役員が，次の各号の 1に該当するときは，総会においてその役員を解任することができ

る。
(1) 心身の故障のため，職務の執行に堪えないと認められるとき

(2) 戦務上の義務違反，その他役員たるにふさわしくない行為があると認められるとき

（役員の報酬）

等17条役員の報酬は無給とする。

ただし常勤の役員は有給とすることができる。

2 常勤の役員の報酬は理事会の議決を得て会長が定める。

（顧問，参与）

第18条 本会に，顧問及び参与若干人を置くことができる。

2 顧問は，学識経験者の中から理事会の議を経て，会長がこれを委嘱する。

3 参与は，関係各官公庁の職員及び学識経験者の中から理事会の議を経て，会長がこれを

委嘱する。

4 顧問は，本会の重要事項について，会長の諮問に応ずる。

5 参与は，本会の重要会務に参画して意見を述べることができる。

第 4章会 議

（種類）

第19条 本会の会議は，総会，常任理事会，理事会とする。

（総会）

第20条総会は，通常総会及び臨時総会とし，会長が招集する。

2 通常総会は，毎年 1回事業年度終了後2カ月以内に招集する。

3 臨時総会は，会長が必要と認めたとき，または正会員総数の 3分の 1以上及び監事から

会議の目的たる事項を示して請求があったときに招集する。

（通知）

第21条 会長は，総会を招集しようとするときは，その開催日の 5日前までに総会に附議する事

項，日時及び場所を記載した書面をもって，その旨を会員に通知しなければならない。

（総会の議決事項）

- 91 -



第22条 総会においては，本定款に別段の定めあるもののはか，次の事項を審議決定する。

(1) 毎年度の事業計画及び収支予算

(2) 毎年度の事業報告及び収支決算

(3) 会費の徴収に関する事項

(4) 前各号のはか，会長において必要と認めた重要事項

（議決権）

第23条会員は，総会において各 1個の議決権を有する。

ただし，賛助会員は議決権を有しない。

2 正会員は，委任状により代理人をもって総会の議決権を行使することができる。

3 前項の代理人は，本会の正会員でなければならない。

この場合，代理人によって議決権を行使する正会員は，総会の出席者とみなす。

4 総会は，正会員総数の過半数の出席をもって成立する。

（ 議決）

第24条総会の議決は．出席正会員の過半数により決し，可否同数のときは議長が決する。

（議事録）

第25条総会の議事については，議事録を作らなければならない。

2 議事録は議長が作成し，少なくとも次に掲げる事項を記載し，議長及び議長が指名した

出席正会員 2名以上がこれに署名押印する。

(1) 会議の目的である事項，日時及び場所

(2) 会員数及びその出席者

(3) 議事の経過要領

(4) 議決した事項及び賛否の議決権数

3 前項の議事録は，事務所に備え付けて置かなければならない。

（理事会）

第26条 理事会は，理事をもって構成し，必要に応じて随時開催し会長が招集する。

理事会は，別に定めあるもののほか，次の事項を審議する。

(1) 総会に提出する議案

(2) 総会の決議によって委任された事項

(3) 本会の運営に関する重要な事項

2 監事は，理事会に出席して意見を述べることができる。

3 第23条，第24条及び第25条の規定は，理事会についても準用する。

4 あらかじめ書面表決によることができる旨を定めて通知した場合は，書面表決をするこ

とができる。この場合は出席とみなす。

（常任理事会）

第27条 常任理事会は，会長，副会長，専務理事及び常任理事をもって構成し，会長が招集する。

別に定めあるもののほか，次の事項を審議する。

(1) 理事会に提出する事項

(2) 理事会から委任された事項

(3) その他会長が必要と認めた事項

第 5章 事務局及び職員

（事務局）
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第28条本会に事務局をおく。

事務局に関する規定は理事会の議決を得て会長が別に定める。

第 6章 資産及 び会計

（事業年度）

第29条 本会の事業年度は，毎年 4月1日から翌年 3月31日までとする。

（資産の構成）

第30条 本会の資産は，会費，補助金，寄附金及びその他の収入から成るものとする。

（資産の管理）

第31条 本会の資産は会長が管理し，その管理方法は理事会の議決を得て，会長が別に定める。

（経費の支弁等）

第32条 本会の経費は資産をもって支弁する。

毎事業年度の決算において剰余金を生じたときは，翌年度に繰り越すものとする。

（会計書類等）

第33条 会長は，毎事業年度終了とともに，次の書類を作成し，通常総会開催の 5日前まで監事

に提出して，その監査を受けなければならない。

(1) 事業報告書

(2) 収支に関する決算書類

(3) 財産目録

2 監事は，前項の書類を受理したときは，これを監査し，監査報告書を作成して総会に提

出しなければならない。

3 会長は，前項の書類及び報告書について，総会の承認を得た後，これを事務所に備え付

けて置かなければならない。

第 7章 定款の変更及び解散等

（定款の変更）

第34条 本定款を変更しようとするときは，第23条の規定にかかわらず，総会において出席会員

の4分の 3以上の同意を得，かつ札幌陸運局長の認可を受けなければ変更することはでき

なしヽ。

（解散）

第35条 本会は，総会において出席正会員の 4分の 3以上の議決を得なければ解散することがで

きない。

（残余財産の処分）

第36条 本会の解散に伴う残余財産の処分は総会において出席会員の 4分の 3以上の議決を得，

かつ札幌陸運局長の許可を受けて，本会と類似の目的を持った団体に寄付するものとする。

（規程の制定）

第37条 本会の運営について必要な規程は，理事会の議決を経て会長が定める。

附 則

本定款は，昭和37年 9月27日より施行する。

昭和46年 1月30日一部変更 昭和49年 6月28日一部変更

昭和47年12月1日一部変更 昭和52年 5月12日一部変更
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役 員 名 簿 57.10. 1 

会長

副会長

(7名）

専務理事

常任理事

(9名）

理事

(20名）

監事

(2名）

札幌観光協会会長

国際観光旅館連盟北海道支部長

釧路観光連盟会長

上川地方観光連盟副会長

北海道バス協会会長

函館観光協会会長

日本交通公社北海道営業本部長

洞爺湖温泉観光協会会長

登別観光協会会長

札幌観光協会副会長

十勝観光連盟会長

根室観光連盟会長

網走支庁管内観光連盟副会長

宗谷観光連絡協議会専務理事

日本ホテル協会北海道支部長

札幌鉄道管理局営業部長

江差観光協会会長

大沼観光協会会長

後志観光連盟副会長

倶知安観光協会会長

小樽観光協会会長

日高管内観光連盟会長

千歳観光連盟副会長

厚岸町観光協会会長

阿寒観光協会会長

斜里観光協会会長

網走市観光協会副会長

温根湯温泉観光協会会長

留萌地方観光推進協議会会長

北海道旅行業協会会長

日本航空昧札幌支店長

全日本空輸昧札幌支店長

東亜国内航空昧札幌支店長

北海道乗用自動車協会会長

北海道旅客船協会副会長

層雲峡観光協会会長

白老観光協会会長

本

本

田

野

野

山

内

附

沢

谷

畑

合

田

部

木

山

桑

利

井

間

出

野

H
木

島

渕

口

村

野

木

中

今

金

根

大

仙

鈴

島

二

若

南

薩

坂

高

竹

藤

杉

光

和

田

金

中

名

川

伏

渡

鈴

金

高

浅

村

本

山

河

春

高

平

岩

山

野

原

井

川

津

西

石

木

村

口

狭

哲

道

幸

文

武

栄

幸

太

男

雄

三

男

功

清

二

淳

蔵

蔵

郎

夫

司

＂ 
一
良三

一

圭

正

芳

喜

重

忠

崇

熊

精

文

暢
一

義

夫

成

男

茂

夫

明

治

夷

朋

泰

華

清

達

泰

正

明

正

作

義

雄

彦

弘

雄

博

次

二

男

功

博

豊

正
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昭和57年度事業計画書

I 事業方針

依然，好転の兆が見られない経済情勢のなかで，全国各地においては，苛烈な誘致宣伝活動が

展開されているが，本道においては，第 2年目を迎えた特別キャンペーンを更に強化するととも

に観光フェスティバルなど各事業との関連性を深め総合的効果を発揮するよう運営を図るととも

に北海道博覧会，十勝グリンピア博等を含め．各地の受入体制の魅力化を促進し，具体的な紹介，

宣伝に重点をおき．停滞気味の入込を打破し観光産業の振興発展を期すものである。

II 事業

1. 観光振興推進事業

観光政策の推進と受入体制の整備促進を図るため次の事業を行う。

(1) 観光政策推進活動

観光政策の推進と観光産業の振興．発展を図るため次の事業を行う。

ァ．陳情，要請活動

イ，観光振興に関する行催事の主催，後援

ウ，観光振典に関する会議

工，観光事業功労者の表彰

オ，観光関連資料の収集．調査

(2) 第 5回北海道観光大会と創立20周年記念行事

観光政策の推進を図るため第 5回観光大会を開催するとともに創立20周年記念行事を 9

月に行う。

(3) 観光セミナーの開催

観光に関する知識の向上を図るため総合的なセミナーを開催する。

開催時期 11月

(4) 受入体制推進活動

受入体制の充実，整備を推進するため次の事業を行う。

ァ．観光客受人サービス促進

観光事業にたずさわる管理戦並びに従業員のサービス研修会を行い．受講者に研修バ

ッジを与え，意識の昂揚を図る。

ィ．観光地環境改善推進

観光地の環境整備を推進するため．各団体と提携してゴミ持帰りキャンペーンを実施

するほか．クズ籠．ゴミ袋を作成配布する。

2. 観光土産品の育成

観光土産品業界の育成強化を図るため．北海道観光土産品協会に道補助金300万円を助成

する。

3. 土産品推奨品制度促進

北海道観光土産品協会の行う事業にタイアップして．優良観光土産品の販売促進を図る。

4. 北海道観光情報センターの設置

観光拠点となっている主要都市に地域情報センターを設置し．情報の収集提供を行う。

57年度予定 札幌ほか 2箇所

5. 宣伝誘致事業

観光客の誘致促進を図るため次の事業を行う。
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(1) 宣伝印刷物の発行

ア，パンフレットの作成

150,000部 6月発行

B5判28頁 オフセット印刷

イ，観光カレンダーの作成

15,000部 11月発行

B3判 6色刷 オフセット印刷

(2) 観光展の開催

観光資源を道外に広く紹介し，北海道志向を高め誘致促進を図る。

0観光と味覚展 大阪市，東京都 8月～11月

0観光と物産展 仙台市．千葉市，横浜市，京都市，神戸市，姫路市，岡山市，広島市，

福岡市．松山市各市の百貨店 10月～11月

(3) 通年観光促進

観光の通年化を推進するため，冬季観光行催事，自然風物等，冬の魅力を紹介宣伝し，

観光客の誘致を図る。

ポスターの作成 4,000枚

パンフレットの作成 50,000部

レジャー記者の招へい

冬の旅展その他行事参加

新聞，雑誌による広報宣伝

(4) 観光ミニ情報の発行

観光レジャーのホット情報を収集し，道内外の観光案内所，旅行代理店等130カ所に配布

紹介し，誘致の促進を図る。

毎月 50,000部 1日発行

(5) 旅行クラブ等の誘致

学校，企業等のモニターを招へいし，新聞，雑誌等の媒体を通じて広く観光紹介を行い，

北海道志向を高める。

関東地区 16名

関西地区 16名

実施時期 9月

(6) 修学旅行誘致キャンペーン

観光通年化と観光客の増加対策として，道外からの修学旅行の積極的な誘致を図るため，

誘致団を派けんしてキャンペーシを行う。

東北地区 (6県） 10月中旬

関東関西地区 11月上旬

(7) 国際観光客の誘致

海外観光客の誘致を促進するため英文と華文の観光パンフレットを作成する。

来道海外関係者との懇談会開催。

(8) 特別キャンペーン

低滞している本道観光の現状を打開し，観光客の入込を強力に推進するため，第二年目

の事業を観光フェスティバル (3千万円）その他関係催事と連動させ多角的に東京地区

を重点に 2億 5千万円の一大キャンペーンを展開する。

- 96 -



ア，夏のキャンペーン

0北海道、ンネマ，フェスティバル 東京 4月30日～ 6月 4日

銀座ガスホール他 10会場

大阪 6月 5日～ 6月11日

松原市文化会館他 5会場

0銀座街頭キャンペーン 5月 5日上野一銀座間 5,000人参加

0北海道観光と味覚まつり 東京 5月 5日～ 6月15日 20店

大阪 5月29日～ 6月13日 20店

0すずらんナイター（巨人一阪神）甲子固さわやかナイター

後楽園すずらんナイター

oABC-TV「おはよう朝日です」 5月31日～ 6月 4日

6月2日

6月12日

「おはようワイド土曜の朝に」 6月 5日 (21局ネット）

0北海道観光版誌 6月上旬，知事，おおばひろし，倉本聡氏の鼎談。

HTB, 朝日新聞，週刊朝日掲載。

テレビ，スポット放映 関東地区 5月25日～ 6月30日

212本 (15"30") 

0北海道ふるさと展 東京NHK放送センター 6月 1日～ 6月15日

0 日本最北端マンガ家食べある記 7月・ 9月

0松山千春ビック・サマ ーソョー '82 7月24日 真駒内屋外競技場

0'82全日本ボートオリエンテーリング 8月 7日～ 8月 8日 大沼

0その他啄木展等

イ，秋・冬のキャンペーン

〇テレビ・スポット放映 8月～10月

0 ポスター・パンフレット

0秋の味覚まつり

0冬の旅展

6. 一般事業

0街頭宣伝

〇レジャー記者の招へい

0その他

観光振興の推進を図るため，次の事業を行う。

ア，印刷物の作成

ィ．花の北海道キャンペーン

ウ，北海道雪の祭典

工，道内外観光行催事の協力

ォ．＇82北海道観光フェスティバル

7. 会報の発行

機関紙会報「どうかんれん」を発行する。

8. 観光情報センター運営

日本観光協会の委託をうけ，観光交通地図を作成する。

観光資料の収集，提供を行う。

9. 観光コーナーの管理運営

北海道の委託をうけ．観光資料の展示．相談案内業務を行う。

10, 道外観光案内所業務

東京．名古屋．大阪の各案内所における業務運営
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昭和57年度収支予算書

（昭和57年 4月1日から昭和58年 3月31日まで）

収入の部

科 目 57年度予算額 56年度決算額 増 減 摘 要

円 円 円

ム云 費 収 入 28,000,000 27,455,000 545,000 

56年 57年

道補 助 金 収 人 129,000,000 103,200,000 25,800,000 管事理業費費 28,200 33,000 
75,000 96,000 

計 103,200 129,000 

補助事業負担金収入 206,000,000 174,782,530 31,217,470 

一 般事業負担金収入 15,500,000 11,848,600 3,651,400 

観光情報センター受託収入 200,000 185,000 15,000 日本観光協会

観光コーナー管理受託収入 3,659,000 3,689,712 △ 30,712 北海道

雑 収 入 417,834 602,995 △ 185,161 

借 入 金 収 入 15,000,000 15,000,000 

゜
前期繰越収支差額 223,166 154,315 68,851 

収 入 ＾ ロ

計 398,000,000 336,918,152 61,081,848 

56年度 57年度

円 円
R特別キャンペーン 道補助金 50,000,000 70,000,000 

負 担 金 150,000,000 180,000,000 

計 200,000,000 250,000,000 
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支出の部

科 目 57年度予算額 56年度決算額 増 減 摘 要

円 円 円

事 業 費 320,000,000 262,251,626 57,748,374 

観光振興推進費 7,300,000 6,407,853 892,147 

第 5回北海道親光大会
1,500,000 1,012,290 487,710 

と創立 20周年記念行事

観光政策推進 活 動 費 1,000,000 990,643 9,357 

観光セミナー費 200,000 152,000 48,000 

観光客受入サーピス促進費 2,200,000 1,603,380 596,620 

観光地環境改善推進費 2,400,000 2,649,540 △ 249,520 

観光土産品 業育成費 3,000,000 3,000,000 

゜
土産品推奨品制度促進費 2,000,000 

゜
2,000,000 

北海道観光情報センター費 3,000,000 

゜
3,000,000 3ヶ所分

旦、- 伝 誘 致 翌 295,400,000 245,440,379 49,959,621 

印刷物発行費 13,600,000 12,292,866 1,307,134 

観光展開催費 7,000,000 7,225,918 △ 225,918 

通年観光促進費 8,000,000 7,786,998 213,002 

観光ミニ情 報 発 行 費 3,600,000 3,494,205 105,795 

旅行クラブ等の誘致促進費 4,000,000 5,698,327 △ 1,698,327 

修学旅行誘致キャンペーン費 7,000,000 6,538,285 461,715 

国際 観光 客の誘致費 2,200,000 2,403,780 △ 203,780 

特別キャン ペ ー ン 費 250,000,000 200,000,000 50,000,000 

般 事 業 費 8,500,000 6,834,124 1,665,876 

会 報 発 行 費 800,000 569,270 230,730 

管 理 費 58,750,000 55,568,018 3,181,982 

人 件 費 47,300,000 44,530,039 2,769,961 
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科 目 57年度予算額 56年度決算額 増 減 摘 要

円 円 円

報 酬 給 与 43,830,000 41,339,150 2,490,850 

福 利 淳 生 費 3,470,000 3,190,889 279,111 

退職給与資金会計繰入金 1,200,000 1,200,000 

゜
事 務 局 費 10,250,000 9,837,979 412,021 

会 議 費 1,300,000 621,123 678,877 

旅 費 1,200,000 1,095,000 105,000 

需 要 費 1,000,000 1,008,406 △ 8,406 

役 務 費 1,200,000 1,346,975 △ 146,975 

備 品 費 100,000 53,200 46,800 

借 損 料 1,700,000 1,871,917 △ 171,917 

案 内 所 費 2,300,000 2,298,844 1,156 

負 担 金 700,000 748,000 △ 48,000 

交 際 費 350,000 355,460 △ 5,460 

雑 費 400,000 449,054 △ 49,054 

観光情報センター運営費 200,000 185,630 14,370 
日観協委託

ロードマップ

観光コーナ ー管理運営贅 3,659,000 3,689,712 △ 30,712 

借 入 金 返 済 金 15,000,000 15,000,000 

゜
予 備 費 391,000 

゜
391,000 

A ロ 計 398,000,000 336,694,986 61,305,014 
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あとがき

〇道観連が昭和37年社団法人となったとき．その母体となったのは昭和21年

4月に結成された北海道観光連盟である。つまり通算すると36年の歴史になる。

法人として創立20周年を記念して発刊されるものだが，編集するにあたり．

そのことを念頭においていたことはいうまでもない。

〇残念なことに．旧道観連時代の記録はほとんど残されていないため．結成

当時やその後の事情を知る愉金．内田．清水．三浦の各氏による座談会．鈴木

一男氏の手記で概要を語っていただいた。清水氏が当時作成したポスター，総

会の記念写真など提供されたこと，道観連結成を報した新聞記事を札幌市立図

書館で発見したことは大きな収獲だった。

〇観光が．政治 ・経済・社会環境の変化に影響されることから，その大きな

動きを知るため．「戦後の観光関係年表」をつくってみた。これは月刊観光＜卸日

本観光協会＞，日本交通公社70年史．北海道年鑑く北海道新聞社＞などから．

参考と思われる事項を抜き出したものである。道観連もこうした時代の移り変

わりとともに事業を進めてきたことになる。

〇社団法人として創立以来20年の動きは．「20年の事業活動」としてまとめた。

これは各年度の事業報告書．機関紙．事務局日誌などから集録したものであり．

かなり詳細にわたっているが，いわば道観連の年譜であり，‘＇適観連 20年の歩み、、

そのものである。

0本誌を作成するにあたり，いろいろな方からアドバイスやご協力をいただ

き，感謝に堪えない。編集は事務局で担当したが，資料不足や不慣れのせいも

あり，説明不十分な箇所などもあったことをお許しいただきたい。
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